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ディーは人型魔装具です。３
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プロローグ





　システム起動準備。ＯＳのバージョンアップを開始します。バージョン4.1.249.1042をダウンロード。ダウンロード終了。インストール開始。インストール終了。

　自己診断プログラムによるチェックを完了。

　作戦データをダウンロード。内容を確認。対象、厳島いつくしま遊馬あすまとの接触。及び同対象の持つ人型魔装具の監視。そして「黒」の奪取。市内にて異常事態「黒」発現の可能性が認められた場合、魔装具を実力をもって停止し脅きよう威いを排除。脅威の排除は最優先事項。対象となる人型魔装具の停止が不可能な場合、その破壊を認めるものとする。

　作戦内容、了解。システム起動しました。Ｄ型タイプ２素体とのリンク開始。

　魔力吸収システムの稼働を確認。市内の魔力濃度に合わせて調整。吸収率２・７％上昇。素体の駆動エネルギーに変換。全感覚に異常なし。



　私は量産を前提とした先行試作単独人型魔装具素体Ｄタイプ２。

　厳島遊馬……。

　対象を……再度、確認しました。



    

  
    
      


第一章　妹は事務（的）系？





　カーテンが風に揺れた。いつの間にか、気づかないうちに窓が開け放たれている。遊馬あすまはベッドの上だった。プレハブの見慣れた部屋が、オレンジ色の光に染まっている。

　朝焼けなのか夕焼けなのか判断がつかない。目覚まし時計の秒針は止まっていた。

　心地よい風が吹いている。寝苦しい夏の夜が遊馬には遠い昔のように思えた。

　なんともおぼろげで、現実感がなくてはっきりとしない。身体からだを覆おおうタオルケットの中に……柔らかくて白くて小さな背中があった。遊馬はその背中を後ろから包み込むようにして横たわっていた。

「あれ？　なんで……ディーが俺おれのベッドの上に……え……あの……なんつうか……やばくないか？　だって俺はディーの……ほ、保護者だろ。こういうのはいけないだろ」

　小さな背中が寝返りを打った。普段はツインテールにしている長い髪が金色の川のようにベッドの上を流れて広がっている。ディーが遊馬に微笑ほほえみかけた。

「ディーも遊馬もいっしょだね」

「あ、ああ……」

　遊馬は自分が何も身につけていないことをようやく把握した。目の前のディーも生まれたままの姿だ。透き通るような白い肌。うっすらと桜色の唇。エメラルド色の瞳ひとみが遊馬を優しく見つめる。

「もっともっと遊馬といっしょになりたいよ。遊馬に近づきたいよ」

　ディーは遊馬にぴたりと密着した。肌と肌が重なり合った瞬間、遊馬は自分の中に生まれた衝動にかられそうになる。焦ってベッドの上から飛びだそうとするのだが、意志に反して遊馬の身体は動かない。

「こ、これって……よくないぞ！　こういうことはいけないんだ！　だって俺にとってディーは大切な……大切な……か、家族……だから」

　ディーが泣き出しそうな顔をしている。

「遊馬は嫌？　ディーのこと……きらい？」

「す、好きだ。だがそれはこういう意味での好きではなくてだな……」

「好きならいいよね」

　身体をいれかえるようにして、ディーは遊馬に馬乗りになった。

「好きだからいいってもんじゃないんだ！　こ、これは……夢だろ？　夢だよな？　俺、なんて夢を見てるんだ」

　ベッドがゆさゆさと揺れる。その振動はだんだん強くなっていった。



「……ぁすま、遊馬あすま。起きて。遅刻しちゃうよ」

　がばっ！　と、遊馬は上体を起こす。ディーは寝ている遊馬の腰の上あたり乗っかって、ぴょんぴょんゆさゆさと飛び跳ねるようにしていた。全力で遊馬の身体からだを揺すって起こしたディーは……学園の制服姿だ。

「……おはよう遊馬。元気？」

「あ、ああ。よかった……夢か」

　遊馬はとりあえず胸をなで下ろした。自分はパジャマを着ているし、ディーはきっちり登校準備ができている。

　ディーの視線がゆっくりと下を向いた。遊馬の上に覆おおい被かぶされたタオルケットの一部が奇妙にもりあがっている。不思議そうにディーは首を傾かしげた。遊馬の顔が真っ赤になる。

「こ、これはその……なんでもないんだ」

「……なんでもないの？」

「お、おう！　なんでもない！」

　ここははっきりきっぱりと遊馬は断言することにした。しどろもどろになるほど余計にディーは「なんで？　どうして？　だいじょうぶ？」と食いついてきそうに遊馬には思えた。

「……早く準備しないと遅刻しちゃうよ」



    

  
    
      



    

  
    
      「そうだな。新学期早々遅刻ってのはまずい。ので、ディー……ちょっとどいてくれないか？」

　対面してディーが遊馬あすまの大だい腿たい部ぶの上にアヒル座りする姿勢は、誰だれかに見られると大いに誤解を招きそうなのだが……。部屋の外から女の子の声が聞こえた。見ればプレハブの玄関ドアが豪快に開け放たれている。

「ほらディー！　こんなやつほっといて行くわ……」

　ドアの外からアホ毛がちらりとフレームインしたかと思うと、ひょっこりさつきが顔を出した。アホ毛を触覚のように動かしつつ部屋の中の状況を確認するや、さつきの表情が一気に険しくなる。

「あんたディーになんて起こさせ方してるのよッ!!　なんなの!?　新学期早々血が見たいの？」

「ご、誤解ださつき！　ディーは深い眠りの底にいた俺おれを起こそうとして、がんばっただけなんだ。俺が起きないから結果的にこういう形になってだな……その……不可抗力というやつだッ!!」

　弁明に耳も貸さずさつきがプレハブに乗り込んできた。

　さつきの怒声兼悲鳴と遊馬の悲鳴兼自己弁護がプレハブの外にまで響く。プレハブ前までやってきていた桂けいとエリザが、玄関から部屋の中をのぞき込んできた。

　エリザの口元がにやーっと緩む。

「あらあら、これは専門用語で言うところの対面座位ですわね。なんてうらやま……もとい許せませんわ！」

　遊馬はそのままの姿勢で吠ほえた。

「黙れ卒業生！　なんでお前まで新学期に登校するんだエリザ！」

「まだ秘密潜入工作任務中ですもの。けど、これからは本業が忙しくなって、学園にはちょくちょくとしか顔を出せませんわね。『塔』の中もめちゃめちゃで魔装士協会もガタガタ。おまけにラボもてんてこ舞いみたいですし……だからこそ、せめて始業式くらいは出席いたしますわ」

　胸を張るエリザの隣で桂が小さく肩を落としながらツッコミをいれた。

「エリザちゃん秘密潜入って自白しちゃ秘密になんないよ……それよりあっちゃん、ディーちゃんに何をしようとしてたのかな？」

　笑顔だが……桂の目は据わっていた。

「いや、何もしていない。ほらディー。ゆっくりと下りてくれ」

「……遊馬も起きたから、これでみんなで学校に行けるね」

　ちゃんと起こせたと満足げにディーはベッドの上で立ち上がった。遊馬の目の前で制服のスカートがふわりと舞い上がる。無防備なディーはスカートの裾すその長さを考慮できなかった。

　わざとではなく、事故なのだが……遊馬あすまの口から言葉が漏れる。

「白と水色の縞しま々しま……ハッ!?」

「……よいしょっと」

　ディーがベッドの上から軽く跳ねるようにして下りると、入れ替わりにさつきがやってきた。遊馬の腰のあたりにさつきの視線が釘くぎ付づけだ。

　アホ毛がびぃんと天を衝つき、その顔はみるみる赤くなった。

「なんてところを立ててるのよ！　変態ッ!!」

「お前のアホ毛ほどは立ってないぞ」

　遊馬は隠すようにベッドの上に体育座りになった。

「口答えするっていうの？」

「つうか、人の部屋に勝手にあがりこんで無む茶ちや苦く茶ちやだな。俺おれのプライベートはなしか？」

「寝坊した時に起こしてほしいって、ディーに合い鍵かぎ渡したのはあんたでしょ！」

「そ、それは……ディーが何か戦う以外の仕事がしたいっていうからであってな……ディーだってこの仕事は快諾してくれたぞ！」

「ディーのせいにするんじゃないわよ男らしくないわね！」

　睨にらみ合う遊馬とさつきの間を、ディーの視線があわわと行ったり来たりする。

「……喧けん嘩かしちゃだめだよ。仲良くしないと悲しいよ」

　遊馬とさつきが衝突するとディーは過剰なほどに反応するのだが、さつきはゆっくりと首を左右させた。

「これは喧嘩じゃないから安心して。遊馬という駄犬にはやっぱりどうしてもしつけが必要なの」

「……どうしてもなの？」

「そう。どうしてもよ。ディーは愛の鞭むちって知ってる？」

　ディーはふるふると首を横に振る。さつきは一度小さくうなずいてから宣言した。

「あたしもね……つらいの！　けど、時には心を鬼にしてでも、やらなきゃならないことがあるのよ！」

「……さつきもつらいの？」

「ええ、つらいわ。だけど、がんばるからね」

　さつきはディーの手をひしっととり、ディーもその手を軽く握り返した。

「……うん。ディーもさつきのがんばりを応援するよ」

　ディーの承認を得られたところで、さつきは遊馬に向き直った。遊馬はというと、ベッドの端っこ……部屋の隅で体育座りをしている。

「なあ、さつき話し合おう。暴力で解決するなんて間違ってる。この世界は力がすべてか？　いや、違う。愛だ。愛こそがすべてだと思わないか？　愛があるから人は生きていけるんだ」

「ごちゃごちゃうるさいわよ！　寝ぼけてるみたいだからこれで目を……覚まッ……しなッ……さいッ!!」

　ゴルフのスイングよろしく言葉をくぎってリズミカルに、さつきは大きく振りかぶり……豪快に平手打ちを遊馬あすまの顔面に叩たたき込む。

　バチイィィィン！

　遊馬の左ひだり頬ほおに一足早い紅葉が到来した。

　ディーが寄り添うように遊馬のほっぺたを優しくさする。

「……遊馬、ちゃんとしつけられたね。ディーも遊馬を守るの我慢したよ」

「そうか我慢したかディーは偉いな……って、違うぞ！　俺おれはしつけられてなどいない！」

　とはいえ、ここでディーに守ってくれと遊馬が言おうものなら、ディーは魔装具としての能力を全開にしかねない。遊馬の犬小屋……もといプレハブがディーの魔力で吹き飛ぶなんてことも十分にあり得るのだ。

　遊馬は頬の痛みを我慢した。ディーの白くて小さな手がほっぺたをさすさすする。こうしてディーに触れられていると、遊馬の心臓はドキドキしてくる。

　遊馬は頭の中で「いかんいかん……平常心、平常心だ」と念仏のように唱え続けた。

　玄関の外で桂けいがケータイを開いてぽつりと呟つぶやく。

「あっちゃん早く準備しないと遅刻だよ？」

「わ、わかった！　もういいだろさつき！　頼むから出て行ってくれ」

「なんであんたに命令されなきゃいけないのよ？」

「俺の着替えなんぞ見たいのかお前は！」

「そ、そんなつもりはないわよ」

　ぷいっとさつきはそっぽを向いた。一方、ディーはクローゼットから遊馬のシャツやパンツをまとめて持ってくる。

「……お着替え手伝う？」

「いや、大丈夫だ。すぐに準備するから外で待っててくれないか？」

「……うん。遊馬……今日もいいことがいっぱいあるといいね」

「お、おう。そうだな」

　ディーはにっこり微笑ほほえむと、さつきと一緒にプレハブの外に出た。小走りでさつきについていく仕草すら遊馬には愛いとおしく思える。

「ディーのやつ、まるで小ガモみたいだな……ったく、それにしても……俺はなんて夢を見ちまったんだ」

　夢というと目覚めてからすぐに忘れてしまって、何を見ていたのかすら思い出せなくなることがほとんどの遊馬あすまだが、先ほどのちょっとエッチな夢の光景が頭に焼きついてしまっている。目を閉じればそこにはディーの白い肌や小さな脹ふくらみが……。

「し、しっかりしろ俺おれッ!!」

　自分に言い聞かせるように遊馬はぶるんぶるんと首を振るうのだった。



　なんとか遅刻せず無事に登校した遊馬は、始業式を終えて教室に戻ってきた。すぐに担任の草くさ壁かべがやってくる。生徒たちが全員席についたのを確認してから、草壁はさらりとした口調で説明を始めた。

「えー、突然ですがみなさんにお知らせです。夏休み頃ごろから転送門にエラーが発生してしまい、レベル３地域より先へは不通となってしまいました。現在復旧作業中ではありますが、当面の間、生徒による『塔』へのアクセスは制限されることになってしまいまして……。大変申し訳ありませんが、魔力結晶をゲットしてお小遣いを稼いでいた生徒のみなさんは、しばらく休業するか市内で普通のアルバイトをするようにしてください。アルバイトに関しては期間限定ですが学園公認で解禁しましたので、今なら履歴書さえ書けばどこでも優先的に雇ってもらえるはずですよ。よかったですね厳島いつくしま遊馬君」

「なんで俺を名指しにするんだ」

　遊馬だけでなく、一部の生徒からブーイングがあがった。「塔」での魔力結晶ゲットは訓練とお小遣い稼ぎを兼ねるため、一石二鳥なのだ。魔力結晶は魔装具の素材やラボでの研究に用いられ、高純度のレアな結晶には破格の買い取り値がついている。

　草壁は生徒のブーイングなどなかったように、顔色一つ変えずに続けた。

「そんなこともありまして、今年度の二学期のカリキュラムは大きく変更されることになりました。スケジュール調整の関係で修学旅行を長くしようなんて話も出ていますし、前向きに行きましょう」

　遊馬はため息をついた。竜人ドラゴニアによる襲撃や魔装士たちがそれに応戦したという事実は、生徒たちには伏せられるようだ。

（――余計な混乱を避けるため……ってところだな）

　この夏休みの間に何が起こったかを知る生徒は遊馬たちだけだろう。

　遊馬はそっとさつきにアイコンタクトをする。さつきも察してうなずいた。そのまま遊馬はディーに視線を向ける。遊馬と目が合うとディーは嬉うれしそうににっこり微笑ほほえんだ。ディーは状況をわかっていなさそうだ。

（――それでもいいか。ディーが心配したり考えたりするこっちゃない。ディーはレディーを目指してがんばればいいんだ。俺はそれを見守って、応援して……）

　今朝の夢を思い出して遊馬の顔は赤くなった。

　頬ほお杖づえをつきそっと窓の外に視線を向け直す。まだ季節は夏の延長上にあって太陽が照りつけているのだが、教室内は空調が効いていて快適だ。遊馬あすまは内心ホッとしていた。「塔」に入れなくなるならそれもいい。むしろディーにはその方がいいんじゃないかとすら遊馬は思う。ここにいる限り、ディーが傷つくことはないのだから……。

　ぼんやり外を眺めていた遊馬の頭に、コツンと白いチョークがヒットした。

「はいそこ、ぼーっとしないでくださいね。まだ先生の話は終わっていないんですから」

「なんだよいったい。つうか、ぼーっとしてる生徒は俺おれだけじゃないだろ？」

　草くさ壁かべがくいっと眼鏡めがねを中指で押し上げつつ口元を緩ませる。

「私は厳島いつくしま君のことをひいきしてるんですよ。よくも悪くも」

「こっちは願い下げなんだが……頼むからそっとしておいてくれ」

「そうもいきません。えー、前振りはこれくらいにして本題に入りましょう。みなさんにホットなお知らせです。いきなりですが転入生を紹介しますね。さあ、入ってきてください」

　教室内がざわついた。毎度のことながら草壁のやることは唐突だ。

「おい、転入生ってどういうこと……だ？」

　遊馬は途中できょとんとして、言葉が尻しり切ぎれトンボ気味になってしまった。

　小柄な……それこそ中学生……いや、下へ手たをすれば小学生でも通ってしまいそうな女の子が教室内に入ってくる。

　その背格好はディーとうり二つ……まるで、もう一人ディーがいるように遊馬は錯覚した。ハッとしてもう一度じっと見直し確認する。

　その顔立ちはディーと同じなように見えて、微妙に違っていた。無表情だ。ぼんやりとしている小動物チックなディーとは違い、どこか冷淡な雰囲気だった。髪の色も金髪のディーよりややオレンジがかっていて、ツインテールも短めだ。

　なにより決定的に違うのは、その瞳ひとみの色だった。ルビーのように赤い。本気を出した時のディーと同じ色をしていた。

　少女はお辞儀をする。まるで角度まで計算されているような、美しい身のこなしで少女には隙すきがない。草壁が口を開いた。

「今日からこのクラスでみなさんといっしょに勉強や訓練をする『量産を前提とした先行試作単独人型魔装具素体Ｄタイプ２』さんです」

「よろしくお願いします」

　淡々とした口調で少女は告げた。はっきりとしていて聞き取りやすい声だが、やはり冷たい。

「じゃあ、厳島君。よろしく頼みますね。何せこのクラスで人型魔装具に詳しいのは貴方あなただけなのですから」

　遊馬はあっけにとられて声も出ない。代弁するようにさつきがガタッ！　と席を立った。

「ちょっと待ちなさい！　意味がわからないわ！　だって……遊馬あすまにはディーがいるじゃない？　もう一人増えるなんてきいてないわよ。ディーだけでも……た、大変なのに」

　クラスメートたちが大いにざわついた。草くさ壁かべがチョークで黒板に長ったらしい名前（？）を書きながら続ける。

「ディーさんをレディーにする課題はそのまま続けてもらいますよ。えーと、こちらの『量産を前提とした先行試作単独人型魔装具素体Ｄタイプ２』さんに関しては、行動を共にしてもらうだけで結構ですから。ちなみにこれは魔装士協会上層部の意向で、私が口を挟める話ではないんです」

　草壁に押しつけられた遊馬ではなく、さつきが威い嚇かくでもするようにアホ毛をゆらりゆらりと揺らしつつ確認した。

「まず、その長ったらしい名前はどうにかならないの？」

　腕組みしてさつきは『量産を前提とした先行試作単独人型魔装具素体Ｄタイプ２』を見据える。が、『量産を前提とした先行試作単独人型魔装具素体Ｄタイプ２』はまるでさつきのことなど眼中にないらしい。

　遊馬は絶句し、さつきが警戒色を強めるなか……独り、まったく別のリアクションをする者がいた。

「……わぁ……ディーと同じだね」

　エメラルドグリーンの瞳ひとみをキラキラさせてディーが微笑ほほえむ。ぴょこんと席から立って教壇の前まで歩み出ると、ディーはちょこんとお辞儀をした。普段はどこかワンテンポ遅めなディーの口調が、慌てたように早口気味になっている。

「こ、こんにちは」

「おはようございます」

「えーと……えーと……お名前は……」

「私は『量産を前提とした先行試作単独人型魔装具素体Ｄタイプ２』です」

「ディーはね、ディーっていいます。これからよろしくね」

「よろしくお願いします」

　ディーは懸命にコミュニケーションをはかっているのだが、相手は至って事務的なリアクションしかしなかった。とても友好的にはみえないのだが、ディーは胸の前あたりで両手をグーにして頬ほおを上気させている。ディーの食いつきのよさにさつきも草壁も目を丸くさせていた。遊馬は絶句したままだ。

「あのね、お名前を教えてください」

「私は『量産を前提とした先行試作単独人型魔装具素体Ｄタイプ２』です」

　同じやりとりを繰り返してディーはおろおろとし始めた。どうしていいのかわからないようで……まず最初に助けを求めるのはやっぱり遊馬である。

「そうだけど、そうじゃなくて……あ、遊馬あすま。助けて」

　頼られて遊馬はようやく立ち上がった。

「お、おう！　というかディー。その量産を前提とした以下略さんとは初対面なのか？」

　ディーはコクリとうなずいた。遊馬はため息混じりに呟つぶやく。

「まるで双子の妹だな」

　遊馬の素直な感想に草くさ壁かべが口元を緩ませつつうなずいた。

「ええ、よくわかりましたね。彼女はディーさんの実戦データを元にＯＳを完成させた、いわばディーさんの妹のような存在です。夏休みの間にあったでしょう？　厳島いつくしま君と同調テストをしたあとで、ディーさんにはメンテを受けてもらったのですが……覚えていませんか？」

「メンテはあったかもしれんが……いや、そんなことよりいきなり妹ができたら困るだろう！　それなんてエロゲ……じゃない、ともかくなんてことをしやがるんだ！」

　抗議する遊馬だがディーは首をふるふると左右にさせている。

「……嬉うれしいよ。ディーは妹ができて嬉しいよ。家族が増えたら、もっと賑にぎやかになって楽しいよね」

　ポジティブすぎるディーにさつきがあきれ顔で呟いた。

「家族って……じゃあ、ディーは今日からお姉ちゃんになるわけ？」

「…………ハッ」

　さつきに気づかされてディーの目は皿のように丸くなった。

「……ディーは……今日からお姉ちゃんなんだ。桂けいみたいにしっかりしなきゃ。えっと……りょ、りょうさんがたの……」

「私は『量産を前提とした先行試作単独人型魔装具素体Ｄタイプ２』です」

「……たいぷつー……つー……ツーちゃん！　今日からツーちゃんはツーちゃんだよ」

　タイプ２は黙り込んだままで反応は薄い。一方で、さつきが吠ほえた。

「なんで妹にはちゃん付けなのよ！　あたしにもちゃん付けしてよ！」

　遊馬が頭を抱える。

「突っ込むところがちがうだろう。まだ俺おれは面倒みるともなんとも言ってないぞ」

「……ディーがツーちゃんにいろいろ教えてあげるよ。ツーちゃんのことはディーにおまかせだよ」

　得意げに自分のフラットな胸をとんっと握り拳こぶしで叩たたいて、どこで覚えたのか「がってんしょうち」という仕草をしてみせるディーに、遊馬は首を豪快に左右させた。

「おぃ待てディー早まるな。だいたいなんで妹が必要なんだ？」

　恨めしそうに遊馬は草壁を睨ねめつける。が、草壁は涼しい顔だ。

「さあ、上層部の考えはわかりかねますから。ただ、ディーさんが成長したおかげでこうして妹が誕生したわけですし、ディーさんを育てた厳島いつくしま君が彼女を……えー、ツーさんを知らんぷりできる立場にあるとは思えませんけどね。では、今日のホームルームはここまで。明日から学園のカリキュラムが再開されますし、みなさんいつまでも夏休みボケではいられませんよ。はい、解散！」

　言うだけ言って草くさ壁かべはさっさと教室を出て行ってしまった。さっそく他ほかの生徒たちがツーを取り囲み質問を浴びせるのだが……ディーがツーを背中にかばう。

「……ツーちゃんはまだ、言葉とか練習中だと思うから、みんな一斉に言わないで」

　お姉ちゃん的な意識が芽生えたようで、ディーはさっそくツーの面倒を見始める。一方ツーはというと、無表情なままだった。

　ツーの前に興味を持ったクラスメートたちが列をつくる。その列を傍目はために見ながらさつきがぼやく。

「で、どうするのよ？　またディーみたいに一からいろいろ教えていくわけ？」

「いや、育てろとは言われてないんだが……」

「とりあえずこのままだと帰れないし……あそこに行きましょ」

「そうだな。桂けい先輩や真しん悟ごにも説明せんといかんし」

　今朝の夢で見た出来事だけでも憂ゆう鬱うつだというのに……遊馬あすまの口からいっそう重たいため息が出るのだった。



　学園の旧校舎は今年の春先まで倉庫だった。草壁によって遊馬たちに開放されてから少しずつ整理整せい頓とんが行われ、部室を中心に開拓も進んでいる。まだ開かずの間がいくつもあったりする魔境には変わらない……ものの、ソファーやらポップコーンマシーンやら、電子レンジに炊飯器などなど、生活できるくらいにモノが揃そろいつつあった。

　夏休みの間はここに集まることが多く、その延長上で遊馬たちの部室利用は続いている。

「ある意味『塔』の中より冒険してるってわけだが……はやく薄型大画面テレビが発掘されればいいんだけどな。３Ｄ機能のついたやつなんて贅ぜい沢たくは言わんから……そうそう、それでな……えーと他に言うことは……っと」

　炊飯器を手に遊馬はツーにこれまでの経緯やらなんやらを説明した……のだが、一通り説明が終わってしまい、今は部室の備品について解説しているところだった。

　ツーはじっと遊馬の瞳ひとみを見据えてくる。下から冷たい視線で睨にらまれて、なんとなく遊馬は居心地が悪かった。

「そうだそうだ！　肝心なことを言い忘れてた。この炊飯器は内うち釜がまが炭でスチームレスの高級機だ。これでお米を炊たくと米の旨うま味みを完全に引き出せるんだが……つまらないか？」

「把握しました。次の商品の説明をお願いします」

「えー、次に出てきたのはだな……ホームベーカリーだ。これはイーストを自動投入してくれるタイプで、スチーム機能もついているから白いパンも焼けるすぐれものらしい。それでだな……あの、楽しいのか？」

　ツーの表情はずっと硬いままだった。遊馬あすまはマネキンを相手に自社製品のセールストークの練習をしている販売員のような気持ちになる。なんとなく……むなしい。

　見かねてさつきがソファーから立ち上がった。遊馬とツーの間に割って入る。

「ちなみにこのホームベーカリーはケーキの生地も作れるの。パティシエ志望の誰だれかさんよりよっぽど器用よね」

「なんでそこで俺おれを軽やかに全否定するんだお前というやつは」

「事実を言ったまでよ。わかったツー？」

「把握しました。貴方あなたは不器用です」

　ツーに指さされて遊馬は頭を抱える。ツーの歓迎会のため、桂けいはディーと一緒に買い出しに行ってしまった。その間、遊馬はあまりにも間がもたないのでツーにあれこれ説明してきたのだが……ツーの反応は淡々としていて会話が弾む気配は皆無である。ツーは自分から話したがらないし、遊馬がツーのことを訊きいても「機密事項に抵触します。お答えできません」の一点張りだ。

　そんなツーが無表情なまま、唐突に口を動かし始めた。

「戦術警報。巨大な魔力の接近を確認。センサー範囲拡大。反応数１。データベースに存在しない正体不明の戦闘力が近づいています。戦闘モードに移行します」

「お、おい待ていきなりたくさんしゃべったかと思ったら物騒だな」

　遊馬が身構える。ツーは棒立ちだがドアに身体からだを向けていた。さつきのアホ毛がゆらゆら揺れる。

「なあツー。なんなんだその正体不明の戦闘力ってのは？」

「お答えできません。この巨大な魔力を純粋に破壊力に換算した場合の予想被害は、旧校舎のあるこの地区の埋め立て地が直径一キロの範囲内で崩落し、海中に没するレベルにあると言えます」

「それってやばすぎるだろ……プロの魔装士か？」

「データベースに該当ありません。未登録の戦闘力です。警戒を呼びかけます」

　ドアが開く。と、同時にツーは両腕を胸の前に突き出すようにして手のひらを開いた。そこに魔力が集約する。

「やあ、こんにちは……あれ？　ディーちゃんずいぶんと雰囲気が変わったね」

　チェロのケースを担いだ銀髪の美少年が微笑ほほえむと、ツーは口を開いた。

「攻撃を開始します」

「停止だ中止だストップだやめてくれッ!!」

　慌てて遊馬がツーの火線上に飛び込んだ。

「こいつは真しん悟ご。さっき話しただろ？　選抜チームのメンバーで俺おれたちの仲間だ」

　ツーの物騒な被害予想について遊馬あすまは心の中で反すうした。真悟の実力はこれまでの戦いで遊馬も承知しているのだが……まだまだ何かを隠しているのかもしれない。

　遊馬のじっとりとした視線に対して、真悟はほんのりと頬ほおを染めてはにかんでみせた。

「仲間だなんて……恥ずかしいな。でも、そう言ってもらえるのはとても嬉うれしいよ。僕を受け入れてくれているんだね……ありがとう遊馬君」

　ツーは真悟に腕を突きつけ、狙ねらいを定めたまま口を開く。

「彼は人間ではありません」

「ああ、そうだね……ディーちゃんはどうしちゃったんだい？」

　傷ついたのか真悟の瞳ひとみはどこか悲しげだ。遊馬が吐息混じりに説明する。

「お前には草くさ壁かべから話がいってなかったみたいだな真悟。こいつはツー。簡単に言えばディーの妹だ」

「初めましてツーちゃん。僕は小お山やま田だ真悟」

「小山田真悟を友軍として登録しますか？」

　ツーはじっと遊馬を見据えた。

「登録って……ああ、その……仲間だから攻撃するな」

「了解しました。小山田真悟を登録します」



    

  
    
      



    

  
    
      　腕を降ろしてツーは集約していた魔力を拡散させた。真しん悟ごが胸をなで下ろす。

「よかった。これで僕も仲間だね。これからよろしくねツーちゃん」

　そっと手をさしのべる真悟に、ツーは無反応だった。握手を拒否されて真悟はまた悲しげな瞳ひとみで遊馬あすまに訴える。

「どうやら僕は嫌われちゃったみたいだね」

「安心しろ真悟。ツーは誰だれに対してもこんなもんだ」

「ところでディーちゃんと桂けいさんはどうしたんだい？」

「歓迎会の買い出しに出たんだが、まあ、すぐに帰ってくるだろ」

　真悟はうなずくとチェロのケースを壁に立てかけて、ソファーに腰を落ち着けた。読みかけの文庫本を開く。真悟は特になにもないときは、こうして本を読んでいることが多かった。

　さつきが腕組みしながら口をとがらせる。アホ毛がびしっとツーを指していた。

「あんた、正直かわいくないわ！」

「理解不能。リクエストの再送信をお願いします」

「会話になんないわね。日本語でお願いできる？」

「言語システムは日本語化されています。最新のパッチは見あたりません」

「遊馬！　ツーに説明書はないの？」

　教卓を並べて作ったテーブル席にかけて、遊馬はテーブルにつっぷすように頬ほお杖づえをつきつつぼやく。

「そんなものは草くさ壁かべから預かってないし、仮にあったとして……読んでも理解できんだろ」

　ツーが遊馬の言葉にうなずきながら口を開く。

「マニュアルの送信を行います。端末の赤外線ポートをこちらに向けてください。マニュアルのデータは全体で１ＴＢになります」

「やんないわよ！　説明書だけで無駄に大容量ね！」

　遊馬は頬杖をやめてテーブルにほっぺたを横付けするようにした。

「レディーにするとか不可能だろ。家電……いや、ツーの場合はパソコンだな」

　遊馬が視線を向けるとツーは首を左右させた。

「私に対して成長を促す必要はありません。人間とのコミュニケーションは必要最小限に抑えられています。タイプ１とは違い、私は成長するということはありません」

「じゃあ、なんであたしたちのところに来たのよ？」

「性能面において試作機であるタイプ１との比較サンプルを採集するためです」

　さつきのアホ毛がクエスチョンマークになっていた。遊馬がなんとなくだが通訳する。

「つまり、ディーと一緒に生活して、ディーとツーの違いを確認するってことだな」

「イエス。その通りです。当面はタイプ１のマスターである厳島いつくしま遊馬の指揮下に入ります」

　さつきが再び吠ほえた。

「タイプ１じゃなくてディーでしょ？　やっぱりかわいくないわ！　エリザがいたらどう思うのかしら」

　ソファーに身を預けながら真しん悟ごが本のページをめくりつつ呟つぶやいた。

「そういえば、エリザさんはしばらく忙しいって本当なのかい？」

　遊馬あすまが顔を真悟に向けて告げた。

「あいつの本業は魔装士協会のエージェントだからな」

「でも、きっと遊びにきてくれるよね？」

「どうだかな。協会もかなりごたごたしてるみたいだし。学園のカリキュラムからも『塔』内実習は全部削られただろ？」

「竜人ドラゴニアについて……学園の生徒には秘密なようだけど、草くさ壁かべ先生からはなにか情報をもらえないのかい？」

「たぶん真悟のクラスの担任と同じことしか言ってないな。必要になるまで黙ってて突然重要事項をさらりと言うのが草壁のやり口だ」

「草壁先生はきっと、余計なことを言って遊馬君に負担を背負わせたくないんだよ」

「そんな風には思えんのだが……」

　ぼやく遊馬に真悟は涼やかな笑みで返す。さつきが真悟の隣にどさっと腰掛けた。

「あんたいっつも本読んでるけど、何読んでるわけ？」

「今日はたまたま文学だったね」

　真悟がブックカバーを外す。さつきの表情に焦りが浮かんだ。

「人間……失格？　な、なんだか重そうね。ちょっとパスかな」

　遊馬がつっぷしたまま肩をすくめる。

「さつきは漫画しか読まないだろ」

「う、うるさいわね！　放ほうっておいてよ」

　全員が椅い子すなりソファーなりに座っているのに、ツーは立ちっぱなしだった。見かねて遊馬が声をかける。

「立ちっぱなしもなんだし、特に席は決まってないから好きなところに座ればいいんじゃないかツー？」

「その必要はありません」

「いや、それだと俺おれが落ち着かないんだ。一人だけ立たせてるみたいで……」

「場所の指定を行ってください」

「面倒なやつだな。じゃあここだ。俺の隣」

　普段なら遊馬の右隣はディーの指定席だった。

　遊馬にはそれが普通のことになりすぎていて……気づかない。たまたまディーがいなかったこともあって、遊馬あすまは無意識のうちに右半身側の空白を埋めようとしていた。

「了解しました」

　ツーは遊馬の隣の席に座ると、遊馬をじっと直視する。

「他ほかに見るものはないのか？」

「ありません」

　遊馬もツーを見つめ返した。ディーと似ているようで……まったくの別人だ。

「なに見つめ合ってるのよ？」

「別に見つめ合ってるわけじゃないんだが、ツーの視線を受け流せなくて……なあツー。俺おれを注視せんでくれ」

「それは命令ですか？」

「いや……ただのお願いだ」

　命令と言えば他のものを見てくれそうな雰囲気だが、遊馬は命令するのが嫌だった。

　ツーは遊馬の監視を続けている。お願いはきいてもらえないらしい。奇妙な沈黙が部屋を支配した。

　真しん悟ごはパタンと本を閉じるとソファーから立ち上がりドアを開く。

「そろそろ二人が帰ってくる頃ころじゃないかな？」

「お、おう！　荷物持ちだな俺も行く！」

「いや、僕だけで十分だよ」

　やんわりと断られて遊馬は席を立つ機会を逸いつした。さつきがため息混じりに呟つぶやく。

「で、どうすんのよツーは。このままでいいわけ？」

「いいもなにも、草くさ壁かべに抗議して返すわけにもいかんだろ。それに……」

　買い出しに出たディーのことを遊馬は思い出した。

「ディーはすっかりお姉ちゃん気分だしな」

　ディーが桂けいとお買い物に出たのも「お姉ちゃん」の秘ひ訣けつをディーが知りたがっていたからだった。



　遊馬たちがツーに手を焼いていた頃、ディーと桂は買い出しからの帰り道を二人並んで歩いていた。歓迎会の開催をツーは「必要ありません」と断ったのだが、ディーが「……やるの」と珍しく譲らなかったので、こうして買い出しとあいなったわけである。

　ディーはポテトチップスやチョコレートなどのお菓子類に、無果汁オレンジジュースのペットボトルなどなどが入った紙袋を抱えるように持っている。大荷物だが、ディーは自分から荷物持ちも志願した。

「ディーちゃん大丈夫？　ちゃんと前、見えてるかな？」

「……うん」

「大変だったらいつでも代わってあげるからね」

「……がんばるよ。ディーは……ディーもお姉ちゃんだから」

「そっかぁ。その気持ち、わたしもすごくわかるよ」

　ディーは時折よたっと危なっかしい足取りになり、桂けいは心配するのだが……ぐっとこらえてディーのやりたいようにさせていた。

「ディーちゃんがお姉ちゃんになっても、わたしはディーちゃんのお姉ちゃんだから、時々は甘えてほしいな」

　ディーはちょこんとうなずいた。

「……うん。だけど今度はディーが、誰だれかに優しくしてあげる番だから」

「偉いねぇディーちゃんは。良い子良い子」

　桂がそっと頭をなでなですると、ディーはほっぺたを赤らめる。

「……ツーちゃんのためにがんばるのは、お姉ちゃんなら当然だよ」

　どことなく桂の口ぶりがディーにもうつっていた。桂はちょっとだけ驚いて目を丸くさせる。

「いつの間にかディーちゃんに影響、与えてたんだね」

「……桂はお姉ちゃんの先輩だよ」

「うん。そうだねディーちゃん。じゃあこれから先輩として、いろいろ教えてあげるから困ったことがあったらなんでも相談してね」

「……よろしくおねがいします」

　ディーがぺこりとお辞儀をする……と、手の中の紙袋からポテトチップスの袋が落っこちそうになった。

「わわッ！　ディーちゃんお辞儀ストップ！」

　こぼれ落ちたポテチの袋……だが、それは地上すれすれのところでキャッチされた。

　旧校舎から迎えに出た真しん悟ごがうまくディーをフォローする。紙袋にポテチの袋を入れ直すと、そのままディーの腕の中から紙袋を取り上げた。

「真悟くんナイスキャッチ！」

「……師匠、いつのまに……やっぱり師匠はすごい」

「お帰りなさい。部室に早く行ってあげないと……いろいろ大変なんだ。会話がうまく弾まなくてね」

　普段から柔らかい雰囲気を身にまとっている真悟だが、今日の真悟は柔らかいというよりもどことなく力が足りない感じだった。

「アレ？　真悟くん元気がないね」

「そうかな……いや、そうかもしれない。どうやら僕はあまりツーちゃんには歓迎されていないみたいなんだ」

「……ツーちゃん、悪い子なの？」

　ディーが心配そうに眉まゆを八の字にさせた。真しん悟ごはハッして首を左右させる。

「ディーちゃんの妹なんだから、悪い子なわけないさ。ちょっと、僕が考えすぎなだけで……ごめんねディーちゃん。気にしないで」

　優しく微笑ほほえむと真悟は荷物を手に旧校舎の昇降口へと向かっていった。

「真悟くんって誰だれとでもうまく合わせられるって思ってたけど、苦手な人もいるんだ」

　部室に来てからすぐにディーと買い出しに出た桂けいは、まだツーときちんと会話をしていなかった。

　ツーがディーとはまた違った方向で問題児だと桂が気づくのは、このすぐあとのことである。



　ポテトチップスをパーティー開きにして、チョコレートや柿の種や、グミやらかりんとうやらボールカステラにクッキーなどなど、おやつがローテーブル狭しと並べられた。

　ローテーブルを囲むようにソファーが並んでいる。

　人数分のグラスに氷を入れて、ディーがオレンジジュースを注いでいった。その手つきはどこか危なっかしい。さつきがジュースの注がれたグラスを手にうんちくをたれる。

「ねえ知ってる？　オレンジジュースって果汁１００％のやつのことを言うのよ？　ジュースっていうのは１００％なの。紙パックなんかだと、果物の断面がパッケージになってるやつは１００％なんですって。これはソフトドリンクって言うのが正解よ」

　遊馬あすまは「ああ、そういえばそんな話もあったなぁ」と気のない口調で返しつつ、ツーを横目にちらりと確認した。

「何か問題が発生しましたか？」

「いや、そういうわけではないんだが……」

「では待機します」

　ソファーにかけているのにツーは背筋をピンと伸ばしていた。姿勢が良すぎて見ている遊馬の方が息苦しく感じてしまう。

　ディーがにっこり微笑みながら、ツーにオレンジジュース（さつき曰いわく、無果汁なのでソフトドリンク）がなみなみつがれたグラスを渡そうとした。

　表面張力いっぱいで、今にもこぼれそうだ。

「……は、はい。ツーちゃんのはいっぱいにしたよ」

「不要です」

　ディーの手がぷるぷると震えている。危なっかしくて遊馬はつい身を乗り出してしまった。が、ディーが懸命にツーとコミュニケーションをはかっているのを見ると、手出しも口出しもできることならしたくない……というのが遊馬の本音だ。ツーは自分を「変わらない」と言ったのだが、ツーと接しているディーは急速に変わりつつあった。それもレディーになるためのステップなように遊馬あすまには思えてしまう。

「……オレンジ美お味いしいよ？」

「私には必要ありません」

　ツーの反応にディーが悲しげに肩を落とした瞬間、オレンジジュースが表面張力に耐えきれずこぼれてしまった。ディーのスカートに染みができる。さつきがムッとしてツーを睨ねめつけた。

「ちょっと、好き嫌いがあるなら先に言っておきなさいよ！　だいたい、あんた本当にディーの妹なの？」

「タイプ１とは姉妹機の関係にあります」

　桂けいがあわあわと焦り始めた。

「じゃ、じゃあもっと仲良くしようね。ディーちゃんとツーちゃんは姉妹なんだし」

「その必要は認められません。タイプ１はデータ収集のために人間とのコミュニケーション能力を強化されていますが、私は戦闘タイプです。もともと人型魔装具は単独ではなく、魔装士との連携を前提に開発されましたが、私には人間のパートナーは必要ありません。味覚という概念もありません」

　テーブルに並んだおやつに視線を落としてからツーは続けた。

「タイプ１同様、食べるふりは可能です」

「……ふ、ふりじゃないよ。おやつは美味しいよ？　ツーちゃんもいっしょに食べよ？」

「その必要は認められません。私はタイプ１が未搭載の高効率大型魔力電池を内蔵しています。そして、魔力に関しては虹にじ浦うら市内にいる限り、補給の必要がありません」

「それって……どういうことだ？」

　遊馬はふと、ディーに魔力を補給する時のことを思い出してしまった。補給という名目ではあるのだが、ありていに言えばそれは……キスなのだ。

「虹浦市には大気中に微量ながら魔力が存在しています。この魔力は都市に集められた魔装士たちが発しているものです。その微細魔力を私は大気中から取り込み、稼働することが可能となっています」

「人間はいらない……ってことか？」

「パートナーは不要です。私に必要なのは命令を下す上官です。現在の設定では、上官は厳島いつくしま遊馬となっています」

「頼むからディーやみんなと仲良くしてくれ」

「それは命令ですか？」

　遊馬は腕組みするとしかめっ面になった。

「思うんだが……ツーはディーとは違うんじゃないか？」

「当然でしょ！　あんたこの状況でいきなり何を言い出すのよ」

　さつきはツーに対して怒りすら覚えている。桂けいも今のやりとりで完全に面食らっていた。真しん悟ごに至ってはその存在を消すように静観している。

「いや、だから違うっていうのはその……ツーに質問なんだが」

「はい。質問の内容をどうぞ」

「お前は何になりたいんだ？」

「私は単独で『塔』の調査を行い、また『塔』内部の脅きよう威いを排除する装置になるべく調整されています」

「つまり……兵器ってことか」

「疑似人格ＯＳはタイプ１を元にしていますが、そもそも設計思想が違うのです」

「なら、なんで俺おれたちのところに来たんだ？」

「その質問には解答できません。機密事項に抵触する恐れがあります」

　遊馬あすまはじっとツーを見据えた。するとツーと遊馬の間に小さな影が割って入る。

「……遊馬。ツーちゃんを返さないで」

「返すって……」

「……ディーはね、遊馬や桂やさつきや師匠やエリザや……みんなに出会えたから、幸せになれたんだよ。ツーちゃんにもこれから、いっぱい、いっぱい教えてあげて、幸せにしてあげたいから」

　ディーは今にも泣き出しそうだった。かばわれたツーは無表情なままだ。お互いに食い違いというか、わかっていないところがある。ツーはなぜディーがツーをかばったのかを理解していない。ツーはディーのような「人間らしさ」を獲得しないことを前提に作られた存在だ。そして、ディーはツーがそういう存在だと理解していない。自分と同じ「人間と仲良くして、協力して、いつか人間と同じようになる」ための人型魔装具だと思い込んでいる……それが二人に関する遊馬の見解だった。

　ツーは兵器だからディーと同じ扱いをしない。それが一番、お互いのためになるように遊馬には思えた。だが、それでディーは納得しそうにない。

「……ツーちゃんはお姉ちゃんが守ってあげるからね。どこにも行かなくていいんだよ？　ここにいていいんだよ」

「現在、私は待機命令を受けています。移動の命令は受けていません」

　ディーはホッと胸をなで下ろした。さつきが見かねて遊馬に耳打ちする。

「しばらくディーの好きなようにさせてあげたらどうかしら？」

「それがいいのかもしれんな」

　いつも喧けん嘩かばかりだが、珍しく遊馬とさつきの意見が一致した。

「よし！　ツーのことはディーにまかせる。きちんと面倒をみるように。で、もしどうしようもなくなったらディーは俺おれに包み隠さず相談してくれ」

「……うん！　ディーがんばるね。ツーちゃんはディーの妹で、とっても良い子だから心配いらないよ」

　嬉うれしそうに微笑ほほえむディーとは対照的に、ツーは無表情なままだった。



■第一次報告



　第十三独立寮にて引き続き監視を続行します。

　タイプ１から過剰な干渉を確認。タイプ１は私を妹として認識しているようです。プランＢにて対処します。

　ラボのデータベースから小お山やま田だ真しん悟ごに関する情報を検索、確認しました。ミッションにおいて不確定な要因となりえるでしょう。要注意人物に認定します。

　鬼おに切きりさつきは現在敵対的。楠くすノの葉は桂けいは中立。

　監視対象、厳島いつくしま遊馬あすまは……中立。詳細なデータは添付ファイルにて確認願います。



    

  
    
      


第二章　お姉ちゃんの自覚と憂ゆう鬱うつ





　数学の授業は遊馬にとって眠たいだけだったのだが……この日ばかりはおちおち昼寝もできなかった。

　黒板に白いチョークが踊り、数式がすらすらと描かれる。ミカン箱の上に乗って黒板の上の方まで使いきり、遊馬が見たこともない難問を記号を用いつつ美しい書体で数字を整列させたのは……ツーだった。

「以上で証明を終了します」

　若い数学の教師がぽかんと口を開けている。その数式が正解なのかどうか解答を見ても遊馬には判断できないのだが、教師の反応から「何かものすごいことをしたんだ」というのだけは読み取れた。

　さつきが困惑の表情を浮かべる。自慢のアホ毛もしなびた菜っ葉のように垂れ下がっていた。

「ねえ、ちょっと遊馬……あれ、答え合ってるの？」

「俺に聞くな」

「それもそうよね。あんたにわかるわけないか」

「お、お前だってわからないくせに、なんで上から目線なんだ」

　一瞬、遊馬あすまはディーに目配せした。ディーは感心しきっている。黒板に描かれた数字の羅列にうんうんとうなずいた。

「わかるのかディー？　数学得意だったんだな。すごいな姉妹そろって」

　遊馬に向き直るとディーは目を細めた。日向ひなたぼっこをする猫のように穏やかな表情だ。

「……ツーちゃん、文字が綺き麗れいだね」

「なあディー。あの文字っつうか暗号っつうか数式の意味はわかるのか？」

　ディーは首を小さくふるふると左右させた。

（――まあ、そうだよな。ディーの場合、時々買い物の計算が合わなかったりするし）

　ゆったりとした足取りでミカン箱から下りると、ツーが遊馬たちのそばの席に戻ってきた。壇上では数学教師が「えー、では解説します」と、ツーの描いた式について講義を始めているのだが……この教室内で意味を把握しているのは、教師とツーだけしかいない。

　クラスメートたちから次々と吐息が漏れる。ツーがいると授業内容がレベルアップしすぎて、誰だれもついていけそうにない。

　クラスのざわめきはこんな感じだった。

「なんだかわからんがすごいんじゃないか？」

「ディーちゃんはかわいいけど、ツーちゃんはなんかちょっと近寄りがたいかも」

「新型ってなんでも高性能になるんだな」

「新型で高性能ってことは……厳島いつくしまのやつどうするんだ？」

「パソコンとかケータイなら新しい方がいいに決まってるだろ、常識的に考えて」

　などなど、言われているツー本人は凛りんとしているが、クラスの評価に戸惑う……ディー。このままではディーのお姉ちゃんの威厳は形なしだった。

「……え、えっと……ディーもできるよ。遊馬、ディーもちゃんと考えればできるから。文字も綺麗に書けるよ。すごく性能がいいんだよ。えっと……えっと……け、経験に裏打ちされてるんだよ」

「お、おう。わかってる。わかってるから不安がらんでいい」

　妙にそわそわするディーに、遊馬はこの先のことが早くも思いやられる。軽くディーの頭をなでなですると、ディーは「……あふぅ」と息を吐いて落ち着いた。

　そんなやりとりをツーがじっと観察している。

「ど、どうしたんだツー？　まさか……なでなでしろなんて言わないよな？」

「ＹＥＳ。その必要はありません。質問してもよろしいでしょうか？」

「数学以外で頼む……あ、いや勉強以外だ！」

　ツーは首を縦に振ってから口を開いた。相変わらず表情の変化に乏しい……というか、感情が表情に表れない。口調も事務的だ。

「なぜそのような行動をするのですか？」

「そのようなって……いや、こうするとディーが落ち着くからな」

　ディーは人なつっこそうに微笑ほほえんだ。

「……遊馬あすまになでなでしてもらうと、嬉うれしい気持ちになるよ」

　素直に包み隠さず恥ずかしいことを口にするディーに、隣で聞いている遊馬の顔が耳まで赤くなる。さつきのアホ毛が不機嫌そうにゆらゆらと揺れていた。クラスメートたちも「今日は特に残暑が厳しいなぁ」やら「暑い暑い」だの「冷房効いてるのに胸が熱くなるな」とかなんとか。好き勝手なことを言い出している。

　ツーは……眉まゆをひそめた。

「理解に苦しみます」

「ん？　ああ……あれ？」

　遊馬はツーの言葉に一度納得したのだが、違和感を覚えた。ツーの表情が変わったのだ。それがネガティブなものであれ、無表情ではない。

「どうしました？」

「今、怒らなかったか？　いや、怒るっていうよりも不愉快そうな顔をしたように見えたんだが……気のせいみたいだな」

　遊馬は軽く目をこすった。何かの見間違いだったのかもしれない。ツーはもう、相変わらずの無表情に戻っていた。



　授業は続いて美術の時間になった。美術史などの講義はなく、ビーズを使ったアクセサリー作りだ。透明な糸でカラフルなビーズをつないでいく。美術というよりも手芸といった雰囲気だった。

「……ビーズきらきらで綺き麗れいだね。ツーちゃん、いっしょにかわいいの作ろうね。お姉ちゃんはお花にするよ。ピンクのお花で花びらが六枚で……あぅ……失敗」

　遊馬が代わりにやってあげたくなるくらいにディーは不器用だった。ぽろぽろとビーズがこぼれて床に散らばり、拾い集めたのだが数が合わない。

「……大丈夫だよ。簡単だよ。ツーちゃんにもできるから」

（――おいディー。ツーに『も』って……お前ができてないじゃないか）

　料理ほどではないのだが、ディーは相変わらず何かを作るのが苦手なようだ。とはいえ遊馬も遊馬であまり出来が良いとは言い難い。白い不格好な固まりに赤いビーズの粒がのっかっている。

「あんたのそれ……なに？　蝋ろう燭そく？」

「イチゴショートケーキのホールだ。見てわからんのか？」

「ぷっ……あ、ごめんね。うん、よくがんばってるわよあんたにしては。白と赤で色が合ってるあたり、評価できるわ」

　さつきはなおも笑いをこらえている。

「うるさい。俺おれだって自分の美的センスを棚に上げて、ディーの心配してる場合じゃないってことはわかってるんだ。いや、センスってのは磨くものだし、これから俺という原石をダイヤモンドのように磨いていくから問題ないッ!!　だいたいそういうさつきはどうなんだ？」

「あたしと張り合おうなんて百万年早いわね」

　さつきは白いパールのようなビーズを巧みに組み合わせて、愛らしいウサギのビーズアクセサリーにしていた。

「ほぅ……こういうのを作るのが得意だったとは意外だな」

「意外とは失礼ね。ま、あんたより明らかに美的センスがあるってことがこれで証明されたわね」

「ウサギを作るあたり、なんだか涙ぐましいというか、いたたまれないな。同情するぜ」

　さつきにはちょっぴり困った癖というか、属性があった。本人は小動物が大好きで将来は動物に関かかわる仕事がしたいのに……小動物たちから恐れられ嫌われまくるのだ。さつきが何もしていないのに、そばにいるだけで子犬は「キャウンキャウン！」と鳴き叫び、子猫ですら牙きばを剥むき「フシャー！」と威い嚇かくしつつ全身の毛を逆立てる。ウサギもフェレットもハムスターもモルモットもピグミーマーモセットも寄りつかない。

　唯一「塔」のモンスターだけは例外だった。かわいいモンスターを追いかけて孤立するというピンチにさつきは何度か陥おちいったことがある。

「あんたこそ、それをショートケーキって言い張るなんてパティシエにあるまじき精神構造ね」

　睨にらみ合う遊馬あすまとさつき……だが、普段なら「……喧けん嘩かしないで」と心配してくるディーがやってこない。

「おかしいわね。まぁ仲裁が入らないならあたしが大勝利するまでだけど」

　さつきがディーとツーの作業テーブルに顔を向けると、ディーがぴたりと手をとめてツーの指先に見入っていた。

「なによ……あれ」

　その巧みな指の動きにさつきも言葉を失った。遊馬も「ふぅ」と息を吐く。

「どうやら上には上がいるみたいだな……さつき」

　ツーはビーズで立体的なバラの花びらを編み上げていた。その指先は正確で素早く、花びらを複雑に組み合わせていく。見る間に一輪のバラの花がツーの手の中に完成した。

「……すごいね。ツーちゃんすごいね」

「ソフトをダウンロードしてインストールすればできることです」

「……そふと？　だうん……ツーちゃんソフトクリームが好きなの？」

「タイプ１のデータ参照。確認終了。タイプ１には無線による通信機能はないのですね」

「……つうしん……えっと、お姉ちゃんだってケータイ使えるよ。メールできるよ」

「外部端末ではありません」

「……ツーちゃんとメールしたいな」

「了解しました。端末の赤外線通信ポートを私に向けてください」

　ディーはコクコクとうなずいてからケータイ端末をツーに向けた。チャラララン♪　と、軽やかなメロディーが流れて、アドレスが交換される。

「……ツーちゃんからメール送ってね。そしたらお返事書くね」

「送信完了しました」

　ディーのケータイ端末から楽しげな着信音が流れる。



送信先：‥タイプ１

件名：‥通信テスト

内容：‥このメールは通信テスト用です。



　ディーは少し考え込むようにしてから、端末を操作し始めた。手つきがおぼつかない。ツーが一瞬で済ませたメールの返事に、ディーは三分ほど時間をかけた。

「件名：‥Ｒｅ：‥通信テスト。内容：‥通信テストちゃんとできました。ツーちゃんはとっても偉いと思います。これからもよろしくね♪」

　本当はデコレーションメールで絵文字もいっぱいのメールだったのだが、ツーはディーのメールの文章だけを読み上げた。せっかくのかわいいメールも朗読されては形なしだ。

　ツーの場合、メールは直接頭の中に届くらしい。

（――ツーのやつ……ケータイ端末や虹にじ浦うら市のネットワークと、何も道具を使わずに自由にやりとりできるみたいだな）

　思わず遊馬の口から言葉が漏れる。

「なんつうか……ハイスペックなんだなツーは」

　ディーが遊馬あすまの呟つぶやきにハッしてメールを打ち始めた。



送信先：‥遊馬

件名：‥ディーもすごいよ

内容：‥ディーもこうやって通信できるから、ツーちゃんといっしょだよ。



　遊馬は困ったようにぽりぽりと自分のほっぺたを掻かいた。

「いや、たぶんディーが考えているよりも差は大きいと思うぞ」

　ディーのように人間とのコミュニケーションの中でゆっくり成長するのではなく、ツーの場合はダウンロードで最新のデータに一瞬で書き換えができるようだ。

　いつのまにか美術教師が遊馬あすまとディーの元にやってきていた。ビシッと美術室のドアの張り紙を指さす。

　ケータイ端末の使用厳禁。

　ディーと遊馬は授業が終わるまで、廊下に並んで立たされるのだった。



　学園では基本的に、生徒は魔装具と同調した状態で生活するのだが……体育の時間は魔装具との同調をオフにしていた。

　魔装具と同調した人間は超人的な身体能力を発揮する。もし同調しながらやろうものなら、魔球やらゴールネットを突き破るシュートが茶飯事になってしまう。それでは授業が成り立たなかった。

　今日の体育は男子はグラウンドでサッカー。女子は体育館でバスケットボールだ。体育館のバスケットコートに応援の歓声と、キュッキュッという床をシューズで擦こする音が響いている。

「ディー！　パスいくわよ！」

　コートのサイドラインギリギリまでさつきはドリブルで上がると、ピタッと急停止した。キラキラと汗がこぼれ落ちる。

「……えっと、えっと……うん」

　さつきからするどいパスが出されるのだが、勢いが強すぎてディーはうまくキャッチできずにボールをこぼしてしまった。

　ディーは体育があまり得意ではない。球技は特にダメだった。遊馬を守る時の集中力も、遊馬と離れてしまうと途端に発揮できなくなる。

　ディーの手からこぼれたボールは相手チームにとられて、カウンターの速攻であっさり得点されてしまった。

「……ごめんね。ディーがちゃんととらないから」

「だ、大丈夫よ。今のはあたしのパスが強すぎだったの……ほ、ほら元気だして。取り返すわよ！」

　さつきたちのボールでゲームがリスタートする。さつきはボールを持ったままゴールめがけて単独で切り込んだ。魔装具のサポートがなくても、さつきの身体能力はクラスの女子でナンバーワンだ。

　だが、流石さすがにマークが三人つくとさつきもどうすることもできない。ゴール目前でパスターゲットを探した。ディーは完全にフリーになっているのだが、ディーが取れそうな易しいパスは、どうしてもゆっくり山なりになりがちだ。パスが通ったところですぐにチェックがついてしまう。

　ピボットで身体からだの向きをいれかえてさつきは後方を確認した。コートの中央付近にツーが立っている。

「バスケットボールのルールを確認しました。ロングシュート用パッチをインストールします」

「ツー！　とりあえず持ってて！」

　体育の授業なのでバックパスなどの細かいルールは省略されていた。外のサッカーにもオフサイドは存在していないため、縦パスが横行しているのだが……ともかく、さつきはディーではなくツーにパスを送る。

　ツーはロングパスを受け取ると、そのままシュートのフォームに入った。

「ちょ、ちょっと！　そこでシュートって無理でしょ？」

「……ツーちゃん、パス。パスちょうだい」

　ディーが両手をあげてばたばたとしているのだが、そんなディーには目もくれずツーは伸びやかにボールを放つ。３ポイントのラインよりもずっと後ろから放たれたツーのシュートは、綺き麗れいに弧を描くとリングにも触れずに、枠の中に吸い込まれて「スポッ！」と白いネットを揺らした。

「……ツーちゃんすごい」

「ま、まぐれでしょ？　まあでもよくやったわ」

　今度はディーたちがディフェンスになったのだが、ツーは相手チームのフォーメーションからどこにパスが来るかを予測していた。パスカットして即座にマイボールにした瞬間に、ツーはもうシュート体勢に入っている。

　今度は自陣からロングシュートを放った。高い山なりにボールがコートの上空を飛んでいく。

　正確無比の精度で再びゴールのネットが揺れた。

「た、タイム！　あんた本気出しすぎよ。メンバーチェンジね！　ディーも悪いけど外れてちょうだい」

　休憩中だったクラスメート二人とディーとツーはチェンジさせられた。

「了解しました。待機します」

　コートの外でツーはディーと並んで体育座りをする。まったく同じタイミングで座るあたり、パッと見だけなら仲良しの双子姉妹という雰囲気だ。

「……ツーちゃん、運動も得意なんだね。お姉ちゃんはちょっと苦手です」

「タイプ１の仕様は私のスペックと比較すると、能力面で大幅に劣ります」

「……う、うん。お姉ちゃんなのにディーはだめだね。もっとしっかりしないとね。がんばるよ」

「努力の問題ではありません。兵器はスペック通りの能力を発揮すべきです。……たとえ……それ以上の能力があったとしても」

「……ツーちゃん？」

　一瞬だが、ツーの表情が憂うようなものになった。

　午後からは一般教科の授業ではなく、魔装士の訓練である。



　フットサルコートほどのフィールドに遊馬あすまとディーは入った。本来なら一年生の二学期は「塔」での訓練になるのだが、一連の事件で「塔」は使えなくなっていた。

　施設は常にフル回転だ。それでも生徒数に対して圧倒的に訓練施設が足りず、このフィールドも仮設のものだった。

　草くさ壁かべがシールドシステムを起動させる。コートの四隅に立つポールから魔力が発生した。外界から遮断されたフィールド内に遊馬とディーが立っている。その相手はというと……。

「冗談だろ？　草壁先生」

　フィールド発生装置のあるブースに立って、草壁は指で眼鏡めがねをクイッとあげた。

「冗談ではありません。この対戦も上層部のオーダーですから」

　遊馬とディーに対たい峙じするのは……ツーだった。ツーは魔装士とは組まずに一人だけである。遊馬たちの反対側のフィールドにぽつんと立っていた。

「……ツーちゃんと戦うの？」

　ディーは不安げに遊馬を見上げた。遊馬は小声で呟つぶやく。

「うまくできないか。ディー？」

「……えっと……あッ。ディーわかったよ。遊馬の言いたいことわかったよ」

「とっとと終わらせよう」

　ディーはコクリとうなずいた。草壁が開始の合図を出す。

　草壁の立つブースにさつきが怒鳴り込んだ。

「ちょっと、なんなのよその上層部って！」

「まあ、先生も正直あんまり好きじゃありません。ただ、魔装士が協会で発言権を強めるのはまずいんですよ。シビリアンコントロールという言葉をご存じですか？」

「それって……えーと……」

「文民統制。魔装士はこの虹にじ浦うら市内限定とはいえ、軍事力のようなものですから。クーデターが起こっては困るので、魔装士協会の偉い人には外部の魔力を持たない普通の人がなるのが決まりなんです。現場への理解が足りないというのも、よくあることですね。ほら、それよりも鬼おに切きりさん。戦いが始まっていますよ」

　魔装士同士の模擬戦は、通常お互いに魔力を制限するアクセサリーを装備して戦うのだが……遊馬あすまは制御リングを装着していなかった。これも上層部からのリクエストだ。

　遊馬は拳けん銃じゆう型魔装具を構える。ディーも遊馬の空いている方の手を握って臨戦態勢だ。

「……お姉ちゃんの強さをみせてあげるよ」

　ディーの宣言にツーは首を左右させた。

「警告します。くれぐれも全力で戦闘を行ってください」

　遊馬の肩が小さくびくついた。

「お、おう。そのつもりだ。いつでもかかってこい」

「交戦の許可を確認。攻撃を開始します」

　ツーが手のひらを遊馬に向けた。魔力が光となってツーの手のひらに集約される。ツーの手は光を束ねるレンズのようだった。

「発射します」

「……遊馬、あぶない！」

　咄とつ嗟さにディーは……本気でシールドを発生させていた。わざと早く負けてこの訓練を終わらせようという遊馬とディーのもくろみは、ツーの一撃の前に脆もろくも崩れ去る。

　ギィイイイイイイイイイイイイイン！

　金属同士がぶつかり合うような音がフィールドに鳴り響いた。ツーの放った光の矢は、ディーのシールドに阻はばまれ遊馬には届かない。届きはしなかったのだが……ディーは苦く悶もんの表情を浮かべていた。

「……ツーちゃん……やめて！」

　ディーが声を張り上げて必死に訴える。遊馬もただ事ではないと理解した。何か手を打たなければ……やばい。そう遊馬の本能が訴える。

「第二射の準備に入ります」

　再びツーが魔力の充じゆう填てんを開始した。

「ま、待った！　草くさ壁かべッ!!　ちょっとタイムだ！」

「私ではなくツーさんに言うべきではないですか厳島いつくしま君？」

「おう！　ツーやめろ！　俺おれたちの負けだ！　まいった！　降参する！」

「攻撃中止命令を出す場合は、書類にて魔装士協会上層部の承認を得た上で、解除コードを取得後、専用の解除コード入力装置を用いて中止命令を実行してください。なお、解除コード入力装置の使用にはラボの許可が必要となっています」

「うおぉぉぉぉい！　どうしたら止まるんだ。今のそういう細かいやり方以外にもあるだろ？　緊急停止スイッチとかッ!!」

「敵戦力の無力化を確認するまで戦闘を継続します」

　もう一度遊馬は助けを求めるように草壁を睨にらみつけた。助けてほしい気持ちと恨みが混ざり合った視線に、草壁はわざとらしく空を見上げる。抜けるような青空だった。

「すいません厳島いつくしま君。なんとかしのいでください。あ、死んだふりとかは間違ってもしない方がいいと思います。ツーさんのセンサーは高性能なので……バレます」

「ふざけんなああああああああああああッ！」

　遊馬あすまはディーを抱えて走る。ツーはその動きに合わせて狙ねらいを定めた。

「……遊馬、どうしよう」

「やられる前にやれってことだが……」

　ツーが手のひらから光の矢を放つ。遊馬は走り回って撹かく乱らんしようとしたのだが、ことごとくその進路をツーに先読みされていた。ディーが遊馬に抱えられたまま泡の防壁を展開させる。先ほどの一撃は弾はじききったのだが、二発目を受けたディーの防壁には細かなヒビが入っていた。攻撃を防ぐたびディーの表情が苦しげに歪ゆがむ。

「……ツーちゃん……強いよ。破壊力ならあいつと同じくらい」

「あいつって……」

「……竜人ドラゴニア」

「それって……まずすぎるぞッ!!」

　遊馬は抱えていたディーをお姫様抱っこした。普段ならここまでの強力な攻撃を受けると、ディーの瞳ひとみの色が紅あかくなり、いつ本気戦闘モードに入ってもおかしくないのだが……。

　そして、本気戦闘モードには恐ろしい機能がついていた。竜人を倒しモンスターの大群を消し去った「黒」の力……そんなものを学園で……虹にじ浦うら市で発動させようものなら……もし暴走したら……遊馬の脳裏に連鎖的に恐怖が浮かんだ。

　そうなる危険があるにもかかわらず、ツーと戦闘をさせようとする上層部というものに対して、遊馬は怒りしか覚えない。

　だが、遊馬の心配は今のところ杞き憂ゆうに終わっていた。ディーの本気のスイッチはオフのままだ。

「……ツーちゃん、お姉ちゃんにいいところみせたくてがんばってるんだね。お姉ちゃんに似てがんばり屋さんだね」

「おいディー。さらっと自画自賛しつつのんきなことを言ってる場合じゃなさそうだぞ」

「……ツーちゃんの思いを受け止めるよ。だから遊馬、降ろして」

　走っても避けられないことは証明されたため、遊馬は立ち止まった。幸い、ディーの瞳は穏やかなエメラルドグリーンのままで揺らぎもない。

「……ツーちゃん勝負だよ」

「警告します。タイプ１の防壁は次の攻撃には耐えられません」

「……大丈夫だよ。お姉ちゃんは強いから」

「攻撃を再開します」

　再度、ツーの両手から光の矢が放たれる。それはツーが予告した通り、ディーの防壁を貫通した。ディーの防壁がはじけ飛ぶ。なおも光の矢の威力は衰えず、ディーに向かっていった。

　遊馬あすまは嫌な予感がして、ディーを抱きながら押し倒す。その背中を光の矢が通過していった。タイミングが悪ければ光の矢は遊馬に直撃していたところだ。その光景にツーは首を傾かしげる。

「なぜ……魔装士が魔装具を守るのでしょう？」

　草くさ壁かべが張った隔離用のシールドに光の矢が激突し、フィールドの壁を一枚粉砕する。

　そこでようやく光の矢は消失した。

「敵戦力の無力化を確認。戦闘終了します」

「おいツー！　ちょっと待てッ！」

　遊馬はディーを抱き上げながら吠ほえた。ディーはぐったりとして動かない。気を失った……そんな雰囲気だ。

「ディーが攻撃できないと知ってて、ここまでするのか？」

「タイプ１に私を攻撃することは可能でした」

「可能って言うけどな、ディーはお前のことを妹だって思ってるんだ。大切な相手を傷つけたくないって……」

「あの力を用いれば私を消滅させるだけの破壊力を得ることができます」

「あの力……って……まさか……」

　ツーの言葉の意味を遊馬は一瞬で理解した。

「なにを言ってるんだ。あの力って……あれは……あんなもん、こっちの世界で使えるかよ。ふざけんな！」

　ツーに対してではなく、ツーを送り込んできた連中に対する怒りが遊馬の中にこみ上げた。「黒」は遊馬が使おうとして使えるものではない。ディーと遊馬が危機に陥おちいって初めてその力の扉が開く……。

　ディーがこちらの世界にいる限り、そんなピンチは訪れない。そう自分が油断していたことを遊馬は思い知る。油断した結果、ディーを苦しめてしまった。

　ツーは淡々とした口調で続けた。

「兵器はスペック通りに性能を出せばいいのです。厳島いつくしま遊馬。タイプ１は本来、防壁機能に特化した素体ではありませんでした。貴方あなたと接触したために、タイプ１は変質してしまった。すべては貴方に対応した結果なのです」

「俺おれに……対応だって？」

「タイプ１ではなく、あの力は貴方によって生まれた……」

　フィールドを囲んで観戦していたクラスメートたちには、二人の会話の意味などまるでわからない。ただ、ツーの性能が化け物じみているということだけは周囲の誰だれもが理解した。

「……ん……あ、あすま」

　ディーがゆっくりと目を開く。遊馬あすまはホッと胸をなで下ろした。

「大丈夫かディー？　痛いところはないか？」

　小さくふるふるとディーは首を左右させる。大丈夫だよという仕草とは裏腹に、どことなく力ない。完敗だった。それでもディーはなんとか口を開く。

「……ツーちゃん強かったね。すごいね……あのね、遊馬。ツーちゃんはまだ、不器用なんだよ。ディーと違ってツーちゃんは生まれたばっかりだから、力をどれくらい使うのかとかわからないんだよ。だからツーちゃんを許してあげて」

　ディーは微笑ほほえむ。優しげなまなざしに遊馬の胸の中の怒りが一瞬で蒸発した。ディーに負担をかけてしまった自分が遊馬には情けなく思える。

「対象の再起動を確認しました」

　ツーが再び手のひらをディーに向ける……が、そこに影が飛び込んできた。さつきは一歩も動くことができなかったのだが……割って入ったのは草くさ壁かべだ。

「おっと、一度勝負はつきましたから……もう十分なんじゃありませんか？　上層部からは模擬戦を行うという指示しか出ていません。実戦ならトドメを刺すまで気を抜けないところですが、模擬戦ですし成果としては十分でしょう」

　ツーはゆっくりと両手を降ろす。

「これより待機モードに入ります」

　ディーが身体からだを起こして立ち上がった。そのままゆっくりツーに歩みよると、手をさしのべる。

「……ツーちゃん、握手しよ」

「なぜですかタイプ１？」

「……仲直りする時は握手なんだよ。模擬戦でけんかしたわけじゃないけど、お姉ちゃんとツーちゃんは仲良しだよ」

　ディーはツーの手を勝手にとると握手して微笑むのだった。



　放課後、遊馬たちは旧校舎の部室にやってきた。真しん悟ごと桂けいも合流した……ものの、何か活動の課題があるわけでもなく、それぞれ自由にくつろいでいる。せっかく選抜チームとして集められたのに、「塔」が全面封鎖されたため、放課後に特訓しに行くこともできない。もともと魔装士になるのに勤勉な方でもない集団にとって、部室はだらけるための素敵な温床だった。

　ディーがツーをソファーにかけさせて、その隣にちょこんと座った。二人並ぶと確かに姉妹という感じだ。対面するソファーで遊馬は軽く眉み間けんのあたりを指でつまむ。

　これからどう接していくべきか、遊馬あすまは大いに悩んでいた。

「……あのね遊馬。ツーちゃんはきっとディーと同じなんだよ」

　模擬戦であわやという場面があったにもかかわらず、ディーのツーへの愛情は不動だった。それだけに遊馬はツーをとがめにくい。何を言ってもディーはツーを擁よう護ごしそうな雰囲気だ。遊馬は諭さとすように告げた。

「ディーはディーで、ツーはツー。二人は違うと思うんだが」

「そうですタイプ１。先ほど性能差のテストも完了しました。もし同じだというのであれば、相打ちになっていたはずです」

　ツーの口調は相変わらず淡々としていて味気ない。一方、ディーはというと……口をとがらせて怒っていた。口調はぼんやりしているのだが、それでも普段のディーより気持ちが高ぶっている。

「……そこは違ってもいいの。けど、ツーちゃんはお姉ちゃんと同じで、みんなと仲良くしたいんだよね？　それにねツーちゃん……お姉ちゃんだよ。ディーのことを呼ぶ時はお姉ちゃんって呼ぶんだよ」

「その必要は認められません。タイプ１」

「……あー！　もう……ツーちゃんは……ツーちゃんは……お姉ちゃんの言うことをきくんだよ」

　ほっぺたを膨らませて、両手をグーにしてディーは手を挙げる。その様は威い嚇かくするオオアリクイの子供のようだった。

　遊馬はなんとなくディーの雰囲気に桂けいを重ねてみる。ぴたりと何か当てはまる気がした。

「こりゃ、誰だれかさんの影響だな」

「あっちゃん。まるでお姉ちゃんのせいみたいな言い方だね？」

　桂がティーセットをトレーに載せてテーブルに紅茶を並べた。ずっと窓辺で背中を壁に預けていたさつきが吠ほえる。

「っていうかね、ツーは危険なのよ！　いくら訓練でもあれはやりすぎよ！　下へ手たをすれば遊馬だって……あぶなかったんだから」

　さつきの瞳ひとみがかすかに潤んでいた。アホ毛はだらりと垂れ下がり、心細そうな表情をしている。

「俺おれは大丈夫だ。まあ、ちょっとあぶないとは思ったんだが……」

　と言いつつも我ながら無む茶ちやをしたと遊馬は思った。だが、ディーのことになると身体からだが勝手に反応してしまうのだ。ほんの数ヶ月の間だが、ディーがいなくなることが遊馬には考えられなくなっていた。

　そんな遊馬にツーの冷たい視線が突き刺さる。

「なぜ、あのような行動に出たのですか？　私の攻撃を受ければ確実に死亡していました」

「死亡って……さらりと怖いこと言うな！」

「魔装具なら修理は可能です。魔装士は死亡すればそれまでです。あのような行動に出ると予測することができませんでした」

「俺おれの人生……紙一重すぎるな」

　ツーはじっと遊馬あすまの回答を待っている。

「だから……えーとな……仲間なんだ。仲間だから守る。それじゃダメか？」

「仲間……ですか。理解に……苦しみます」

　相変わらず無表情なのだが、ツーは珍しく言葉を詰まらせ気味だ。

　遊馬はどっと重い息を吐いた。ツーからは悪気や悪意は感じられない。彼女は機械的に命令に従い、実行したまでなのだ。

　とはいえ、すっかり部室内の空気が重たくなってしまった。ここにエリザがいれば、ツーにセクハラまがいのアタックでも仕掛けてくれそうなものだが……エリザは現在、魔装士協会のエージェントとして行動中で学園から姿を消していた。

「お、おい真しん悟ご！　何か楽しい提案はないか？」

「え？　ここで僕に振るのかい遊馬君」

　本をぱたりと閉じると真悟は腕組み思案した。先読みが得意な真悟だが、この展開は読んでいなかったらしい。

「ごめん。何も思いつかないや」

「な、なんでそうあっさりと諦あきらめるんだ！」

「それがね……考えてみるとショッピングに行っても散歩に出ても、何をしてもツーさんが笑顔にならなくて……」

「あ、ああ……なんとなくお前の言いたいことはわかった」

　先読みが得意だからこそ、真悟は読みきってしまったようだ。

「僕の予想が外れるかもしれないし、そんな顔をしないで遊馬君」

「俺の心の中を読むなッ!!　ったく、どうしたもんか」

　公園や水族館やショッピングモールのレインボータウンなどなど、遊びに行く場所にはことかかない虹にじ浦うら市だが、どれも遊馬にはピンとこなかった。

　さつきがびしっとツーを指さす。アホ毛も合わせてツーに牙きばを剥むいた。

「上層部とか難しいことはわかんないけど、いつまであたしたちといっしょにいるつもりなのよ？」

「お答えできません。機密事項に抵触します」

「ディーにはそんなのなかったわよ？」

「タイプ１との違いは説明しましたが、もう一度説明しますか？」

「かわいくないわね」

　さつきが一方的にツーを責めているのだが、ツーは悪びれる様子もなく相変わらずの無表情さだった。その隣でディーの瞳ひとみがうるっと潤む。

「……ごめんね。ツーちゃんに悪気はないから……ツーちゃんもさつきちゃんにごめんなさいして」

　ディーは今にも泣き出しそうだ。こうなってもやっぱりツーは冷淡に……と、遊馬あすまは思ったのだが、その予想は覆された。ツーはぺこりとさつきに頭を下げる。

「ごめんなさい」

　瞬間、ディーの顔がぱぁっと明るくなった。ツーの頭を胸に抱き寄せなでなでする。ツーが謝ったことよりもディーがツーをべた褒めするところにさつきは面食らって、敵意むき出しだったアホ毛がへなへなと垂れ下がった。

「……ツーちゃん、ちゃんと謝れたね。偉いね。すごいね。成長だね。いい子いい子だよ。ツーちゃんはやればできる子だってディーは信じてたよ」

　ほっぺたを寄せてディーはツーにべったりだ。

「やめてくださいタイプ１」

　少しだけ迷惑そうにツーは眉まゆをひそめた。遊馬はそれを見逃さない。やはり……ツーも無表情に見えて、感情が隠れている……と、遊馬は思う。

　ツーは確認するように遊馬に視線を向けた。

「これで問題はありませんか？」

「あ、ああ……」

「そうですか」

　一瞬だが、遊馬はツーが微笑ほほえんだような気がした。ほんの一瞬すぎて、瞬またたきする間にツーは元の仏頂面だ。さつきが遊馬の顔をのぞき込んできた。

「どうしたのよあんた？　ぼーっとしちゃって」

「なあさつき……今、ツーのやつ笑わなかったか？」

「へ？　なに言ってるのよ。ずっとムスッとしてたじゃない」

　目をこすって遊馬はもう一度ツーの顔を確認した。口角はぴくりとも動かない。そんなツーのほっぺたにディーはほおずりした。ぷにぷにとほっぺた同士がくっつき合う。

「ともかく、ディーの献身的な接し方がツーを動かしたってことだな」

「……ディーはなにもしてないよ。ツーちゃんががんばったんだよ。ね？　ツーちゃん」

　ディーがツーに再びがばっと抱きついた。きゃっきゃと笑うディーは、まるで自分のことのように喜んでいる。こんなにアクティブなディーは珍しい。

「タイプ１。拘束を解いてください。拘束を解いてください。拘束を解いてください。拘束を解いてください」

「……抱っこだよ。好きな人には抱っこしていいんだよ。エリザちゃんが教えてくれたの」



    

  
    
      



    

  
    
      「……………………ピ――――――――――――――――――――――！」

　ツーから甲高い警告音が鳴り響いた。続いて、軽やかなメロディーが流れる。

「…………処理不能のためタスクを中断してシステムを再起動します」

「ぱ、パソコンかお前はッ!?」

　遊馬あすまはツッコミつつも……自分で行ったツッコミがきっかけで案を思いついた。

「そうだ……えっと、この場合は草くさ壁かべにきくのがいいのかもな」

　桂けいが不思議そうに首を傾かしげる。

「どうしたのあっちゃん？　いい感じのデートスポットが見つかったとか？」

「ま、そんなところだ」

　ケータイを手に遊馬は口元を緩ませた。



　一同がやってきたのは飲食店街だ。昼間は学園の生徒たちで賑にぎわうのだが、この時間はどこのお店も閑散としている。その中でも特に静かな、寂れた一角で遊馬は足を止めた。

「ここって激安ラーメン屋さんじゃないの？」

　さつきがお腹なかのあたりをさする。

「別にお腹は減ってないわよ」

「いや、ご飯を食べに来たわけじゃないんだ。前に草壁からこの店の店主がアマチュアの魔装士だってきいたんだが、なんでも魔装具のチューニングの腕がすごいとかでな。プロの魔装士が調整を依頼したりもするらしい。店主自身も『塔』に入って見つけた魔力結晶で自作武器を作ってるそうだ」

「それとツーとどういう関係があるっていうの？」

「正直どうなるかはわからんのだが……」

　ガラガラと扉をスライドさせて遊馬あすまが店内に踏み入った。客はおらず店主が暇そうに新聞を広げている。

「すいません。あの、魔装具を見せてもらえま……あ、いや、学園の生徒はだめですか？　やっぱりプロ限定とか……」

　新聞を畳むと店主の鋭い視線が遊馬を射い貫ぬくように見据えた。普段のラーメン店の店主という雰囲気ではない。

「…………遊馬？　ラーメン食べるの？」

「いや、ディー。そうじゃなくてな……」

「いらっしゃい。お嬢ちゃん」

「……五目チャーハン大盛り」

「ストップ！　ちょっと待てディー。今日は食べに来たんじゃないんだ」

「……チャーハンもだめ？」

「だめだ。今日はその……ツーのために来たんだ」

　ディーに続いてツーが狭いラーメン店の奥に歩いていった。壁の前でぴたりと立ち止まり、視線を床に向ける。

「魔装士協会に未登録の魔装具の反応を検知しました。通報しますか？」

「待て待て待て待てぇい！　通報せんでいい！　いいか、全員勝手な行動は取るなよ！　お願いだから！」

　遊馬の首が左右に行き来する。どこで誰だれがボケるかわからないため、全周囲に遊馬は目を光らせなければならなかった。

　そんな中、真しん悟ごが涼やかな笑みを浮かべる。

「ツーさんだけに通報だね」

「おい真悟！　お前いつからだじゃれキャラになったんだ。ったく……」

　明らかに遊馬一人ではツッコミが足りていなかった。

「……遊馬、ドンマイ」

　いろいろと踏んだり蹴けったりな遊馬に、店主は哀れむようなまなざしを向けた。

「入んな……」

　厨ちゆう房ぼうの奥を店主は指さした。

「えっと、お、お邪魔します」

　遊馬あすまが恐る恐る中に入る。厨ちゆう房ぼうの奥は食材の倉庫だった。段ボールに野菜が積まれ、大型の冷蔵庫が奥の壁に二つ並んでいる。店主が向かって右側の冷蔵庫を指さした。代表で遊馬が開く。

　ガコン……と、冷蔵庫らしからぬ音を立てて扉は開いた。階段が地下へと伸びている。遊馬たちの背後から店主の声がした。

「適当に見ていってくれ」

　階段脇わきにある電灯のスイッチを押すと、店主はカウンターに戻って新聞を広げた。

「ちょっと、不気味じゃない？」

　さつきが遊馬の肩を手で掴つかみながらそわそわする。アホ毛は下り階段の奥を指していた。妖よう気きのようなものを感じているのか、毛先がツンと立っている。

「なんだか秘密基地っぽいな。そんな怖がるようなところでもないだろうに」

　言っていることとは裏腹に、遊馬もどことなく緊張していた。ディーが階段をのぞき込む。

「……遊馬。なにがあるの？」

「まあ、ディーにはあんまり興味がないものかもしれんがな」

　ぞろぞろと遊馬たちは下りていく。



　地下にもうけられた秘密の部屋は地上のラーメン店の三倍の広さはあり、さらに奥へと続く扉があった。

　壁には剣がかけられている。刀や西洋のブロードソードに、シミターと呼ばれる曲刀やら中国の青せい龍りゆう刀とうなどなど、種類も豊富だった。それらはすべて魔装具だ。

　拳けん銃じゆう型の魔装具も二十丁近くある。そのどれもがカスタマイズされていた。フルオート機能がついたものや、通常のものよりも強力な魔力弾が発射できるよう大型化されたハンドキャノンなどなど……魔装具好きには魅力的なものばかりだった。

「鞭むちがないわね。差別だわ！」

　壁やショーケースをざっと見渡してからさつきが不満の声をあげた。

「斧おのも少ないね」

　剣や槍やりに比べると、斧コーナーは隅っこにおいやられている。中には70％オフといった値下げシールが貼はってあるものまであった。斧は不人気なようだ。

　真しん悟ごは斧コーナーで立ち止まって、壁にかけてあった手斧ちようなを取ると小さく息を吐いた。

「あんたはいいじゃない。ジャンルがあるだけましよ！」

「そうだね……ただ、安売りされてるのを見るとそれはそれで悲しいんだけど」

　手斧についているプライスタグに真悟は視線を落とした。この手斧には幸いにも値下げシールはついていない。

「すごいね。ゼロがいっぱいだよ」

　真しん悟ごに促されてさつきがタグに視線を落とした。

「えっと……これって……に、二百五十万円!?　こんなちっちゃい斧おのが？」

　真悟が普段使う巨大な斧と比べると頼りなさすぎる大きさだ。

「メインで使うにはちょっと小さいけど、逆に小回りもききそうだし取り回しもよさそう……これなら投とう擲てき用にあってもいいかもね。魔装具をたくさん装備すると魔力が分散しやすいけど……うん、馴な染じむ感じがするよ」

　真悟が軽く魔力を込めると、手斧ちようなは拒否反応も見せずに同調した。同じように桂けいも日本刀を手にして、ゴクリとつばを飲んでいる。

「ディーちゃん……どうしよう……この刀すごいよ。最初から同調するし……しかも鞘さやが居合い用にカスタマイズされてるし」

「……値段書いてあるね」

　桂の隣でディーがプライスタグを読み上げようとして……止まった。

「……えっと、さん……さんぜん……えん？」

「三千万円です。タイプ１」

「……すごいの？」

「五目チャーハンなら五万杯食べることができます」

「……ハッ!?　ツーちゃん、お姉ちゃんって呼ぶんだよ」

「お断りします」

　値段が判明したところで、桂の手がぷるぷると震えた。

「あ、あっちゃん！　さ、さささ三千万円だって」

「頼むから壊さんでくれよ。いや……なんつうか、特にツー！」

「こちらの槍やりは五目チャーハンに換算して十万杯になります」

　遊馬あすまに止められる前に、ツーは朱色の槍を壁のハンガーから取り外した。少し勢いがよすぎたのか、壁に取りつけられたハンガーが外れてガシャンと落ちる。

「わああああああああああああ！　た、頼むからそっと扱ってくれ」

「こちらの槍を解析します。魔力結晶にはクラスＡの高純度なものが使用されているようです。制御系に独自のプログラムが走らせてあり、生徒に支給されるものとはソフトウェア面から違うようです。また、安全装置をバイパスさせることで魔装士への負担は増加しますが、威力を上げる傾向にあります」

　ツーはすらすらと分析結果を並べていった。

「……ツーちゃん物知りだね」

「私は『塔』での探査任務も想定されているため、解析能力も強化されています」

「……ツーちゃんは自慢の妹だよ」

「……………………」

　ツーは返答に困っていた。遊馬あすまはふと呟つぶやく。

「ツーでも困るのか……いや、困るんならやっぱり感情があるってことだよな？」

「私にはそういった機能は存在しません」

　ツーの槍やりを握る手にかすかに力が入る。今、この状況においてはあまり刺激しない方がいい……と遊馬は直感した。

「お、おっと。そうだな……そうだと認める。頼むから三千万円をぽっきりなんてしないでくれ」

「理解していただければよいのです」

　槍をそっと壁に立てかけると、ツーは続いてガンハンガーに向かった。誰だれも頼んでいないのに、武器の解説を始める。次にツーが手にしたのはアサルトライフルだった。

「こちらはフランスのＦＡＭＡＳをベースにした魔装具です。実銃同様、三点バースト機能を有しており、フルオート射撃での魔力の浪費を抑えることができます」

　ライフルを抱えるツーにディーが首を傾かしげる。

「……おいくらですか？」

「五目チャーハンに換算して十五万杯になります」

「……遊馬。十五万杯も食べられないね」

「いや、なんつうかどこからつっこんでいいのかわからんのだが……」

　ツーは次々と魔装具を手にしては、そのスペックを解説し価格を五目チャーハンに換算していく。

　いつの間にか真しん悟ごが手斧ちようなを持ったまま、遊馬の隣に立って呟いた。

「なんだか、こうして見てると本当に仲の良い姉妹だね」

「そうか？　つうか真悟……怖いから手斧を持ったまま微笑ほほえまないでくれ」

「気に入っちゃったんだ♪」

「お前、新しいおもちゃをゲットした日は添い寝するタイプなのか」

「遊馬君はそうなのかい？　じゃあディーちゃんと……」

「ストーップ！　おいやめろッ！」

「冗談だよ。でも、その焦りっぷりを見てると……何かあったのかな？」

「何もない！　何もないからな！」

　奇妙な夢を見たせいで遊馬の心臓が早鐘を打った。真悟は涼やかな笑みを浮かべて双子姉妹に視線を向け直す。遊馬もごまかすようにディーとツーに視線を向けた。

　相変わらずツーは無表情なのだが、少しだけ打ち解けられたように遊馬には思えた。



■第二次報告



　模擬戦においてタイプ１の防壁システムの無力化に成功しました。「黒」の発動は確認できず。

　タイプ１からの干渉増加。一部の状況において処理不能に陥おちいり再起動を行いました。

　厳島いつくしま遊馬あすまの指示で魔装具の個人研究施設を訪れました。魔装具と魔装士の相性問題に関して、システムの最適化によって負荷の軽減が可能になりました。魔力吸収システムを更新します。

　詳細情報は別途添付ファイルを参照ください。

　なぜ、タイプ１は私を全面的に肯定するのか。

　なぜ魔装士が魔装具を守るのか。仲間……違う……魔装具は……道具なのに。

　厳島遊馬の行動は理解……できません。

　私は……どうしてしまったのかわからない。

　タイプ１……ディー……おねえ……その、必要を……認めません。



　報告書の内容をすべて削除します。

　第二次報告。模擬戦においてタイプ１の防壁システムの無力化に成功しました。問題なし。任務を続行します。



    

  
    
      


第三章　感情制御に異常あり





　第十三独立寮には大浴場がある。各部屋にシャワーも完備されていたが、ディーはシャワーよりも大きなお風ふ呂ろが好きだった。

　ちゃぷん……と、ディーは肩までお湯につかった。絹のようにきめ細かく色素の薄いディーの肌がうっすら上気する。お風呂が好きなディーだが、一人では広すぎて寂しさを余計に感じていた。ツーを誘おうと思ったのに、ツーは寮のどこを捜しても見つからない。

「……ツーちゃん、お姉ちゃんのこと嫌いなのかな」

　閉め切られた大浴場は湯気で満たされて視界もおぼろげだ。そんな中、ガラガラと大浴場と脱衣場を隔てるガラス戸が開いた。霧のような白い湯気の中に人影が浮かび上がる。

「……ツーちゃん？」

　人影はゆったりとした足取りでお風呂の縁へりに腰掛けた。ツーではない……が、ディーもよく知る女の子だ。

「ここにいたんだねディーちゃん。二人きりみたいだし、スーパーお姉ちゃんタイムの始まりだよ！　このスーパーお姉ちゃんタイムが発動すると、妹のディーちゃんはお姉ちゃんに従わなければいけません♪」

　桂けいがにっこり微笑ほほえむと、肩までお湯につかっているディーに手をさしのべた。

「こっちにおいでディーちゃん。お姉ちゃんが背中を流してあげるから♪」

「……うん」

「素直でよろしい。あっちゃんにも見習ってもらわなきゃ」

　桂に手を引かれてディーは浴槽から引っ張り上げられた。じゃっぱんと水面が揺れる。ディーのなだらかな胸板やほっそりとした背中を伝い、お湯の滴しずくが滑り落ちていった。

　ディーはお風ふ呂ろ用の椅い子すにちょこんと座る。小さくて白い背中に、桂はボディーソープを泡立てたスポンジをすべらせた。きめの細かい泡はまるでホイップクリームのようで、ディーの身体からだをくまなく隅々までデコレーションしていく。

　その間、ディーは桂にされるがままだ。桂は愛いとおしそうにディーの身体にスポンジを優しく軽いタッチで滑らせる。

「ディーちゃんのお肌、赤ちゃんみたいにすべすべだねぇ……なんだか憂う乙女な表情だったけど、どうしたのかな？　悩み事ならなんでも言ってね。お姉ちゃんはディーちゃんの心の相談窓口だよ？」

　ディーは少しだけうつむき加減でぽつりと呟つぶやいた。

「……ツーちゃんがディーのことをお姉ちゃんって呼んでくれなくて、悲しいです」

「そっか。その気持ち、とってもよくわかるよ。お姉ちゃんもあっちゃんが恥ずかしがるから、いつももどかしい思いをしてるの」

「……恥ずかしい？」

「いつまでたっても、どれだけたっても、あっちゃんはお姉ちゃんにとって大切な弟なのにね。少なくともお姉ちゃんはあっちゃんが大人おとなになっても、ずっとずっとお姉ちゃんだよ……って言うとあっちゃん恥ずかしがって顔真っ赤にさせて怒るの」

「……ツーちゃんも恥ずかしいの？」

「あ、えーと……うーんと……ツーちゃんの場合はその……あのね……えっとね……」

　ツーはディーとの繋つながりを頑かたくなに拒否している……ように桂の目には映っていた。それを正直にディーに話していいものか、お姉ちゃん的には悩みどころだ。

「うーん、恥ずかしいのかな。どうなのかなぁ？」

「……ツーちゃんはディーのこと……嫌いなのかな」

　ディーが瞳ひとみを伏せて悲しげに呟いた。

「そ、そんなことはないと思うよ。ディーちゃんがお姉ちゃんとしてツーちゃんを守ってあげてるのは、きっとツーちゃんにも伝わってるよ！」

　桂はシャワーの温度を自分の手で確かめてから、サーッとディーの背中を流す。

「……ツーちゃんとも一緒にお風呂入ってお話ししたいな」

「そうだね。これからチャンスはいっぱいいっぱいあるから、心配いらないよ！」

　普段ならコクリとうなずくところなのに、ディーは思い詰めた表情のままだった。

「……ツーちゃんも……遊馬あすまのこと……好きなのかな」

　予想外のディーの反応に桂けいは肩をびくつかせる。

「えっと……どう……して、そんな風に思ったのかなディーちゃん？」

「……ツーちゃんが遊馬のことを好きだったら……どうしよう。ディーは……勉強もだめだし、綺き麗れいなものも作れないし、戦闘でも負けてるし……」

「そんなことないよ！　ディーちゃんはもっと自信持って！」

「……新しい方がスペックがいいんだよね。ディーはお姉ちゃんだから、たくさん我慢しなきゃいけないよね。遊馬も強い魔装具の方がいいよね」

　桂は首を大きく左右させた。

「ディーちゃんはディーちゃんだからこそ、価値があるんだよ。強さとか能力の高さとか、そういうのは関係ないと……お姉ちゃんは思うな」

　ディーの表情が少しだけ明るくなった。桂をじっと見つめてから、コクリとうなずく。

「……今度はディーがやるね」

　攻守交代とばかりに、ディーがたどたどしい手つきでボディーソープをプッシュ式の容器から放出する。が、勢いよく出しすぎてそこら中に飛び散ってしまった。

「ディーちゃん、そんなに力いっぱい押さなくてもボディーソープは出るから大丈夫だよ。ゆっくりだよ」

「……うん。ゆっくり……ゆっくり……」

　桂に言われた通り、ディーは慎重に容器をプッシュしてスポンジにボディーソープを染みこませた。小さな手でスポンジをくしゅくしゅっとさせて泡立てる。

　立ち上がり振り返って桂の身体からだを洗おうとする……のだが、ディーの足下には先ほど自分で豪快にまき散らしたボディーソープが広がっていた。

「……じゃあ、洗うね……あれ？」

　踏ん張りが利かずディーは豪快につるんと足を滑らせた。そのまま桂に向かって抱きつくようにダイブする。

「きゃあああッ！」

「……あうぅ」

　二人はもつれ合うように倒れ込んだ。桂の豊満な部分がクッションよろしく、ディーは谷間に顔を挟まれるような格好になる。桂の胸は吸いつくようにむっちりしていて心地よい。ディーはほおずりした。

「だ、大丈夫ディーちゃん？」

「……密着。ぴとり……くんくん……桂はいい匂においだね」

「み、密着しないで！　くんくんしちゃだめぇ！　女の子同士だけど、これってなんだか……なんだかとっても恥ずかしいよ！」

　桂けいの悲鳴にディーはようやく谷間から顔をあげた。相変わらず桂を押し倒したような格好のままだが……ディーの瞳ひとみがキラキラ輝く。

「……あ……これ……抱っこしながら洗いっこできるね。すごいね。大発見。今度遊馬あすまにも教えてあげなきゃ」

　ディーが身体からだを上下に滑らせた。肌と肌が重なり合い、こすれるたびにボディーソープが泡だっていく。ディーは人型魔装具ならぬ、人型スポンジだった。平べったい胸やほっそりとした太ももを桂に密着させて、懸命にボディーソープを泡立てている。

「ストーップ！　ディーちゃん、これはなんだかいけないよ！　とっても恥ずかしいし……けど、ちょっと気持ちいい……じゃない！　ダメ！　落ち着いてディーちゃん！　こんなところを他ほかの女の子に見られたら、ディーちゃんもお姉ちゃんも女の子が好きすぎて男の子に興味がない、エリザちゃんみたいな女の子だと誤解されちゃうよ!!」

　説得しつつも桂は力ちから尽ずくでディーから逃げることができなかった。背中がぞくぞくして力が入らないのだ。ディーのすべすべな肌の感触を全身で受け止めて、逃げることもできず桂は顔を真っ赤にさせていた。

「お願いだから誰だれも入ってこないでッ」

　声にならない悲鳴のように、息を殺して願う桂……だが、無情にもガラガラと脱衣場との境界線であるガラス戸が開かれた。白い湯気の向こう側に新たな人影が揺れる。

　長い黒髪を腕でアップにすると、脇わきの下からの健康的なラインが強調された。湯気のカーテンをかき分けて現れたのは桂に次ぐナイスバディーの持ち主……エリザである。

　エリザの足下で二人の美少女が組んずほぐれつ泡まみれになっていた。

「あらぁん♪　大浴場が大欲情になっているなんて……ちょっとわたくしが目を離していたあいだに百ゆ合りの園は満開でしたのね？　このタイミングでお風ふ呂ろにやってきてしまうわたくしの天運、すさまじいですわ！」

「出て行って！　エリザちゃん出て行って！」

　桂が悲鳴をあげるほどエリザの瞳がにんまりと細い糸のようになっていく。

「わたくしも参加させていただきますわぁん♪」

　桂の上に乗ったディーに標的を定め、抱きつこうとエリザが両腕をがばっと開いた……ところで、湯気のカーテンの向こうにアホ毛が揺れた。

「今、悲鳴みたいなのが聞こえたけど……って、何してんのよあんたたち」

　泡まみれで顔を赤らめながら抱き合う桂とディーに向かって、さつきの冷水のような視線が滝となって落ちてくる。

「……あのね、ディーが新しい洗いっこを覚えたんだよ。スポンジいらないし気持ちいいよ。よいしょ……よいしょ」

　ディーの胸が桂けいの敏感な胸の部分に触れた。ディーは無邪気でまったくもって意識していないのだが、桂の悲鳴が途端に艶つやっぽくなる。

「ひゃぁん♪　ゆ、許してディーちゃん！　助けてさつきちゃん！　見ないでエリザちゃん！」

　さつきの疑いのまなざしは桂に注がれていた。

「こ、ここここここここここここここここここっここここここれは事故だからッ!!」

　桂の必死の弁明が大浴場に反響するのだった。



　広い浴槽にディー、桂、さつきの三人が肩までつかった。その対面側の浴槽のヘリにエリザが腰掛ける。足を組んでエリザは小さく息を吐いた。

「わたくし、相変わらず忙しくて……今日は久しぶりにリフレッシュできましたわ。防水デジカメを携帯していなかったことだけは心残りですけれど、先ほどのシーンは心のフィルムにがっちりしっかりくっきりと鮮明に焼きつけましてよ」

　エリザが胸を張る。ぷるんと弾力のある二つの果実が揺れた。

「や、焼きつけないでよエリザちゃん！」

　桂が恥ずかしさのあまり鼻から下まで湯船に沈んでしまう。さつきが吐息混じりに返した。

「それで、忙しいあんたがなんの用なのよエリザ？　まさか本当に息抜きだけしに来たわけじゃないでしょ？」

「ご明察ですわ。詳しい話はできませんけれど……忠告しておきますわね。あのタイプ２には気をつけていただきたいの」

「……ツーちゃん？」

「あら、そんな風に呼ばれていますのね。技術部の研究員たちがつける長ったらしい名称からずいぶんとかわいいランキングが出世しましたこと」

　さつきのアホ毛がピンとエリザを指す。

「気をつけろってどういうことよ」

「まだ証拠や確証は出ていませんけれど、わたくしの推理では……この寮における二足歩行する蛇足的存在にして盲腸。忌いむべきハーレム属性の持ち主でありその名を口にするのもおぞましい邪悪と下心と性欲の権化たる……」

「遊馬あすまがどうしたのよ？　っていうか長いわよ。あいつの肩を持つ気はないけど、ちょっと言いすぎじゃない？」

　ムキになったさつきに微笑で返しながらエリザは続けた。

「ともかく、タイプ２は厳島いつくしま遊馬を狙ねらっていますわね」

　ディーが目を丸くさせた。

「……遊馬あすまを狙ねらってるの？　ツーちゃんが？」

「これはあくまで可能性のお話ですけれど、タイプ２はディーさんをベースにして生まれた、双子の姉妹のようなもの。そして自立した精神と気高い魂を持っているディーさんとは違って、魔装士協会上層部の命令に従って動いていますわ。わたくしたち現場の魔装士の戦力が低下した状態にある現在、素人ども……もとい上層部の発言権は大きくなっていますの」

　さつきが眉み間けんにしわを寄せて思い出そうと唸うなる。

「えーと、草くさ壁かべ先生が言ってたんだけど、なんだっけその……しび、びし……ビリジアンコンソメスープ？」

「シビリアンコントロールでしてよ、さつきさん。とにもかくにも上層部の連中が何か企たくらんでいるのは確かで、タイプ２……えーと、ツーさんはその命令に従って動いている……というのがわたくしの意見ですの」

「……ツーちゃんは悪い子じゃないよ」

「そうですわね。ディーさんの妹が悪い子なわけありませんわ」

　スッと立ち上がるとエリザは一瞬、真剣なまなざしになった。

「ただ、覚悟はしておいていただきたいんですの。たとえ本人が悪くなくとも従わざるを得ない状況というものは存在しますわ……かくいう、わたくしも組織の一員ですし、組織のために犠牲を払うこともありますのよ」

　ディーはちゃんとわかっていないようでぽかんとしていた。さつきが表情を曇らせる。

「ちょっと、脅かさないでよ？」

「ま、今のところはわたくしの取り越し苦労ですわね。少しのぼせてしまいましたわ」

　エリザは軽やかな足取りで大浴場をあとにする。ディーは湯気のカーテンの向こうに消えたエリザの背中を見つめつつぽつりと呟つぶやいた。

「……ツーちゃん、遊馬のこと狙ってる……やっぱり遊馬が好きなのかな」

　鼻の下まで沈降していた桂けいが緊急浮上をかけた。

「えっと、ディーちゃんそれはその……あの」

　さつきも困惑してアホ毛をヘリコプターのようにぐるんぐるんと回す。口も焦り気味だがよく回った。

「エリザが言いたかったことはそうじゃなくて……ツーにはまだないでしょそういう、人を好きになるとか嫌いになるとかっていう気持ちは。っていうか、まだっていうのもおかしいわね。きっとないわよ！　ないない！　だからディーは心配しなくていいんじゃないの？」

「……どうしよう。ツーちゃんが遊馬と……うう、ディーはツーちゃんみたいになんでもできないよ。どうしよう……どうしよう」

　ディーの動揺にさつきと桂けいも一緒になってうろたえるのだった。



　第十三独立寮の庭に建てられたプレハブが遊馬あすまの家だった。狭いながらも冷暖房完備で快適だ。前に住んでいたボロアパートと比べれば天国で、あの狭い部屋にディーと桂とさつきが押しかけた夜はもう遠い昔の出来事のような気がする。

　本当に春からあっという間の日々だった。短い間だったが何度か死にかけもしたし、濃厚すぎる毎日が続いている。

　ディーと出会わなければ、こんなに一生懸命になったりはしていない……そう、遊馬は自覚した。こうして今日までの日々をじっくり考える暇すらなかったように遊馬は思う。

　ディーと出会って、ディーを守って……ディーに守られて……。遊馬は必死に走ってきた。ただ、ふと……今、こうして立ち止まってしまったのだ。

　意識してからは、ディーの瞳ひとみをまっすぐに見られなくなってしまった。

　ベッドで天井を眺めなら、遊馬はぼんやりと心の中で呟つぶやく。

（――俺おれはディーにとっていったい……なんなんだ？）

　夢のことが頭から離れなかった。今までずっと遊馬は目をそらしてきた。

　ディーのあんな夢を見てしまったこと……見てしまった自分の心に遊馬は問いかける。

（――ディーは俺にとって……）

　恋人、妹、家族、魔装具……愛まな娘むすめ。いつも心配でハラハラさせられる……けど、健けな気げでかわいくて、自分に対して絶対的な信頼を寄せてくれる。自分が注いだ愛情以上のものを、要求してもいないのに返してくれる。

（――ディーは……そうだ……俺にとって子供みたいなものなんだ！）

　何も知らなかったディー。一緒に生活する間にたくさんのことを吸収して成長していく……そんなディーの成長が遊馬には嬉うれしかった。見守り、正しく導いていくのが自分の務めだ……と、遊馬は自己確認する。

　ベッドから跳ねるように身体からだを起こして、遊馬は立ち上がった。思わず声に出す。

「けどな……あの夢は……やっぱり……俺はいったいどうしちまったんだ!?」

　トントン……と、プレハブ小屋のドアがノックされた。寮の敷地内で遊馬のプレハブに来客があるとすれば、ディーたちくらいなものだ。

「開いてるぜ」

　スウッと音を立てずに扉が開く。そこには小柄な少女が立っていた。一瞬、遊馬はドキッとして胸を押さえてしまう。

　よく見れば小柄な少女はツーだった。ディーのことばかり考えていたせいで、遊馬にはツーの無表情ですらディーの笑顔に見えてしまった。

「夜分遅く失礼します」

　きりっとした口調に遊馬あすまはホッと胸をなで下ろす。このクールさは間違いなくツーだった。今、ディーと二人きりになるのが遊馬にはなぜか怖かった。

　一度深呼吸をして落ち着くと遊馬は口を開く。

「どうしたんだ？　独りで来るなんて」

「あの……用事がなければ来てはいけませんか？」

　遊馬は目を丸くさせた。今まで見てきたツーとはどこか違う。相変わらず冷たい雰囲気ではあるのだが……。

「ま、まぁ立ちっぱなしもなんだし入れ。桂けいみたいに美お味いしくはないが、茶くらいは出すから」

　ぺこりとお辞儀をしてからツーは部屋に入ると、遊馬のベッドに腰掛けた。その仕草はどことなくディーに通じるものがある。遊馬はミニキッチンでヤカンを火にかけた。マグカップを二つ用意して、以前、桂にもらった黒猫の描かれたパッケージの紅茶のティーバッグをカップに入れる。

「用事はなくても何か話した方が気が紛れるっつうか……いいことだと思うぞ。訪問はいつでも歓迎だ」

「…………」

「ああ、そうだ！　じゃあ俺おれから質問していこう。えーと、なんだったか……機密事項に抵触するのなら無理に答える必要はないからな」

「……了解しました」

「よし。じゃあ質問。どんなケーキが好きだ？」

「ケーキですか」

　遊馬は「興味ありません」で返されると思っていたため、とりつく島があったことに驚いた。

「お！　おお！　そうだ。やっぱりケーキには興味があるんだな。そりゃあ女の子だし当然だ。ケーキはいいよなぁ。最近俺はパンケーキにはまってる」

「パンケーキ？」

「ホットケーキとは違うぞ！　あくまでパンケーキだ。まあ、俺も両者の厳密な違いはわからんのだが、ともかく生地にヨーグルトをたっぷり入れるんだ。それとベーキングパウダーも増量する。すると食感が軽くなる。で、熱々の生地にバターを溶かして、生クリームとフルーツにメープルシロップをたっぷり……まさにごちそうだな！」

「把握しました。私は……味覚がないことを残念に思います」

　意気揚々と語っていた遊馬は肩を落とした。

「すまん。ちょっと調子に乗っていた。ツーは味覚がわからんって言ってたよな。今のは質問が悪かった」

「いいえ。貴方あなたの情報を得ることができました。相手を知り、理解を深めることも……時には必要です」

　逆にフォローされて遊馬あすまは半分口を開けっ放しにしてしまう。

「なんだか昼間とはずいぶんと雰囲気が違うな」

「そうでしょうか？」

「ああ……俺おれは今のツーの方が好きだな。取っつきやすくて話しやすいし」

　じっと遊馬を見つめると、ツーの動きがぴたりと停止した。

「……………………ピ――――――――――――――――――！　システムに障害発生。再起動します」

「再起動って!?　パソコンかッ！　やっぱりパソコンなのかッ!?」

　ツーが再起動している間にヤカンの口から湯気が上がった。火を止めてマグカップにお湯を注ぐと遊馬は再起動したツーに手渡し……気づく。

「あ、そういえば……」

「ありがとうございます。飲むことは可能です」

　戦闘能力強化の代償なのか、ツーは人間と同じように衣食住を共にするには不向きなのだと遊馬は実感した。

　何か話題がないか遊馬は頭の中を整理する。

「そ、そうだ魔力は大丈夫なのか？」

「大丈夫……とは？」

「燃料切れみたいなことにならないか心配なところがあったりもしてだな……ディーは魔力切れを起こして、一度プールの底に沈んだから、少し心配でな」

「搭載されている魔力吸収システムは虹にじ浦うら市内にいる限り、半永久的に稼働することを保証してくれます。また『塔』内部は虹浦市以上に魔力が充満しています。『塔』に入ってからの方が、タイプ１も能力が向上しませんでしたか？」

「そういえば……そんな気もするな」

「私が作戦行動中に魔力切れを起こすことはありません。吸収システム故障時の緊急用として、魔装士との同調機能も残されています」

「同調っていうのは……ああ、わ、わかった。みなまで言うな」

「私のスペックを理解してくださったことに感謝します」

　紅茶を口に含んでツーは小さく……微笑ほほえんだ。遊馬は目をごしごしこする。

「いま、笑ったんじゃないか？」

「質問の意味を理解できません」

　小さな手におさまらないマグカップを、両手で抱えるようにしてツーはベッドに腰を落ち着かせている。

「なあ……お前にもちゃんとあるんじゃないか？」

「質問の意味を理解できません」

「本当はディーみたいに、笑ったり泣いたり……できるんじゃないか？」

「スペックシートには仕様としてそれらの機能は残っていますが、私の運用に支障を来きたさぬようそれらの機能は現在、使用不可になっています」

「そう……なのか。なんだか寂しいな」

「寂しい……ですか？」

　自分でもなんでそんな風に言ったのか遊馬あすまにはわからなかった。

「もったいないっつうか……いや、今のは気にしないでくれ。俺おれもここのところちょっとおかしいんだ」

「訂正をもとめます。今の『俺も』という表現では、私までおかしいというくくりになってしまいます。私は正常です。正確にはあなたがおかしいのです」

「細かいやつだな。ったく、やっぱりお前はかわいくない。さつきの言う通りだな」

「かわいくある必要が認められません」

　半分以上紅茶は残っているのだが、マグカップをミニテーブルの上に置くとツーは立ち上がり遊馬に背を向けた。

「失礼します。お話ができてよかったです」

「なんか、怒ってないか？」

「そのような事実はありません」

　ツーは靴を履くと玄関から外に出る。

「すぐそこまでなんだが送ってやるよ。ちょッ……待てって！」

　遊馬は慌ててその背中を追うのだった。



　小川に小さな橋がかかっていた。そこを通って道なりに進めば女子寮の玄関だ。

　橋の上にツーの姿があった。月が小川の水面に分身を浮かべている。心地よい夜風が吹いた。昼間はまだまだ夏の暑さが長い尾を引いているのだが、夜は少しずつ過ごしやすくなってきている。せせらぎの涼しげな音が庭園のＢＧＭだった。

「待機命令を受けました」

「お、おう」

　月明かりにツーの顔が照らされる。その表情は影が落ちたような悲しげなものだった。

「お願いがあります」

「改まって、どうしたんだ？」

「貴方あなたにしか頼むことができません」

「俺にしか？」

　ツーなら単刀直入に言いそうなのに、なかなか彼女は切り出さない。

「ま、まぁ俺おれにできることならなんでも言ってくれ！」

「では……キスをさせてください」

「……は？」

　遊馬あすまは半口開けて目を丸くさせた。そんな遊馬に歩み寄ると、ツーは踵かかとをめいっぱいあげて……唇をそっと遊馬に触れさせる。

　いきなりすぎて遊馬はふりほどこうと思うことすらできなかった。柔らかい桜色の唇が触れた途端、遊馬の膝ひざがカクカクと笑い出す。

　ディーと同じだった。ツーに魔力を吸引されている。ほんの数秒だったが、ツーは閉じた目を開いて遊馬をそっと解放した。

「非常時用の魔力吸収システムの稼働を確認しました」

「お、おい！　今のは……なんなんだよ……」

　膝と一緒に遊馬は声も震えさせている。怒るという気持ちよりも焦りが勝っていた。

「魔力の充じゆう填てんを完了……ご協力に感謝します」

「なななななんでいきなりこんな真ま似ねをしたんだ？」

「私は味覚や感情など、タイプ１が持ついくつかの項目が使用不可になっています。データによると、設計段階でのタイプ１には今の私程度のコミュニケーション能力しかありませんでした。厳島いつくしま遊馬……貴方あなたと接触することで、タイプ１は急激に進化したのです。私にもそれらが備わるのではないかと……考えたからです」

　静かな口調でツーは告げた。遊馬はふらふらになりながら理解しようと必死に頭を回転させつつ、橋の縁へりを掴つかもうとして……足をもつれさせた。膝にふんばるだけの力が入らない。縁を掴み損ねて遊馬の腕は空を切り、将しよう棋ぎ倒だおし気味にツーにのしかかってしまった。

「すまん……が、せめて……今度なにかする時は説明を先にしてく……れ？」

　橋の一端に小さな影が立っていた。ツーを不本意ながら押し倒している状態で遊馬は絶句する。

　ディーだった。お風ふ呂ろ上がりでパジャマ姿のディーが、橋の反対側からじっと遊馬を見つめている。

「……遊馬……ツーちゃん」

「いや、その……どうしてこんなとこに？」

「……あのね、お風呂でね……洗いっこするのにディーは発見したんだよ……だけど、遊馬はツーちゃんとしたいんだね。ディーじゃ……だめなんだね？」

「何か猛烈に勘違いしてないかッ!?」

　振り絞った遊馬の抗議にディーはふるふると首を左右させた。涙の粒が夜の闇やみにこぼれて吸い込まれる。

「……遊馬あすまはツーちゃんに魔力を……ツーちゃんも遊馬のこと好きなんだね」

　見られた。遊馬の頭の中はその言葉で埋め尽くされた。不可抗力だと言いたいのだが、どう説明していいものかもわからない。遊馬の思考はただただ混乱していた。身体からだはツーによる魔力吸収で言うことをきかない。

　ディーは遊馬とツーに背を向ける。

「……おやすみ。遊馬……」

「おいディー待ってくれ！　誤解なんだッ!!」

　ツーは遊馬にのしかかられたまま、ぼんやりと夜空の月を眺めていた。

「ツー！　お前からも頼むから説明してや……」

「…………………………ピ――――――――――――――。システムに深刻なエラーが発生しました。再起動します」

「おぅいッ!!　くそッ！　動けぇええ足ッ！　笑うなぁ俺おれの膝ひざぁ!!」

　ナメクジのような速度ながら、遊馬は重たい身体を動かすと、なんとか立ち上がった。だが、時すでに遅し。ディーは聖域――女子寮の中に入ってしまったあとである。

「再起動完了しました」

　ツーが何事もなかったように立ち上がると、軽く衣服を叩はたく。

「頼むから今のことをディーにちゃんと説明してくれ」



    

  
    
      



    

  
    
      「今のこと？」

　立ち止まるとツーは遊馬あすまの顔を見つめて首を傾かしげた。

「そ、そうだ。今の……魔力吸収のことをだな……」

「大変申し訳ございません。深刻なエラーが発生したため、システムを自動バックアップに残されていた過去のデータに戻しました」

「日本語で頼む。いや、日本語なのはわかるんだが、俺おれにも理解できるように説明してくれ」

「私の記憶は今から三十分前のものになっています」

「つまりどういうことだ？」

「ここ三十分の間の記憶は消去されました」

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおい！」

「何か不具合が発生しましたか？」

　遊馬はがっくりと肩を落とした。

「いや、まあ事故だったんだ。事故なんだ……事故だ！　大事故だッ!!」

　ツーにキスされたところまで、ディーにきっちりと見られてしまった。ディーに嫌われた……改めて遊馬はその現実に打ちのめされる。

　ようやくふらふらとした感覚がなくなり、遊馬はケータイを取り出した。ディーに電話をかけるのだが……。

「出ない……ああ、どうすりゃいいんだよ！」

　遊馬は橋の上でうずくまった。そんな遊馬の頭をツーがなでる。

「元気を出してください」

「出せるかぁ……あれ？」

「どうしました？」

「今、俺のことを励まさなかったか？」

　ツーは小さく首を傾げる。

「何か問題でも？」

「いや……いいんだ」

「それでは門限もありますので失礼します」

　ちょこんとお辞儀をすると、ツーは寮の玄関に向けて歩き始めた。



　ディーが遊馬のプレハブに行くことはしばしばあった。きちんとそうする理由もある。魔装士は魔装具を常に携行して、同調率を上げなければならないのだ。ディーが遊馬のそばにいたがるのは、魔装具としての本能ともいえた。

　それに、遊馬はきっちり門限までにはディーを帰すため、さつきも強くは言えなかった。遊馬あすまを責めるとディーがそれをかばう。そんなパターンにさつきは陥おちいりがちだ。

　さつきは今、とある部屋の前にいる。軽く呼吸を整えてからドアをノックした。

「開いてるよ？　こんな時間に悩める乙女の相談かな？」

「な、なんでわかったのよ？」

　顔を真っ赤にさせてさつきが部屋のドアを豪快に開く。パジャマ姿の桂けいが読みかけの本をパタンと閉じた。小さなテーブルには冷たいハーブティーのグラスが置いてある。

「さつきちゃん一人なの？」

　普段ならディーもいっしょに来て、三人でパジャマパーティーなのだが……さつきは桂の部屋に入るなり、後ろ手にドアをパタンと閉めて鍵かぎまでかけた。

「そ、そそそそ……相談があって来たのよ！」

　桂は自室のミニ冷蔵庫を開いてさつきの分のアイスハーブティーを用意する。

「今日は相談される日なのかなぁ」

　先ほどディーに「ツーちゃんがお姉ちゃんって呼んでくれない」と相談を持ちかけられた桂には、本日二回目の相談タイムだった。

「誰だれか先に相談に来てたのかしら？」

「それは言えないなぁ。守秘義務だよ」

「そ、そうよね。みんなに聞けないからこうやってこっそり相談するんだし……」

　ミニテーブルについてさつきは座布団の上で正座した。

「それで、悩める子羊の相談事ってなにかな？」

　さつきのアホ毛はへにゃんとしなびている。

「あ、あのね。これはあたしの……友達の話なんだけど」

「うんうん。友達の話なんだね」

「そうよ！　だから私はその友達に頼まれて、桂に相談してるの。第三者的な冷静な視点からアドバイスしてちょうだい」

　桂は微笑ほほえみながらうなずいた。ホッと息を吐いてさつきは続ける。

「それで、その女の子なんだけど……す、すす……好きになっちゃった男の子がいるの。だけど、その男の子には、すごくその男の子のことを好きな別の女の子がいて」

「じゃあ、男の子をＡ君。さつきちゃんの友達をＢ子ちゃん。Ａ君のことが好きなＣ子ちゃんってことにしようね」

「え、ええ！　そんな感じね。で、Ｂ子はというとＣ子のことが……好きっていうか、嫌いになれないっていうか……」

「Ｂ子ちゃんにとってはＣ子ちゃんは大切な友達なんだね？」

「Ａのバカがはっきりしなくて、はっきりしないからその……Ｂ子にもチャンスがありそうなんだけど……Ｂ子は強情で意地っ張りで素直になれなくて」

「それにＣ子ちゃんのことも気にかけてるんでしょ？　もし、Ｂ子ちゃんがＡ君のことを好きって言って、相思相愛になっちゃったらＣ子ちゃん、悲しむんじゃないかって」

「そ、そんな気が、しなくもないようなするような……」

「やっぱりＡ君に選んでもらうのがいいかもしれないね」

「Ａはバカで鈍感で優柔不断だから無理ね！」

「Ａ君がきちんとどっちか選んだなら、Ｂ子ちゃんもＣ子ちゃんも恨みっこなしだと思うんだけど……そうはいかないのかなぁ」

　さつきはゴクリとつばを飲み込んだ。緊張で口の中がからっからになっている。アイスハーブティーのグラスを手に……一気飲みした。

「ぷはーっ！　えっと……それだけじゃなくて、もう一人登場してきたのよ」

「Ｄ子ちゃん？」

「ディーじゃなくて……あッ……えっと、そう。それでいいわ。仮名なんだし。で、そのＤ子は性格はかわいくないんだけど、Ｃ子の妹で……Ａはとある理由でＣ子の面倒を見なきゃいけないのよ。で、それにＤ子も加わって、Ｂ子としてはますます影が薄くなるっていうか、存在感がなくなるっていうか、アピールチャンスが激減してて……」

　一度小さく呼吸を整えてから桂けいは確認する。

「これって、さつきちゃんのお友達の話だよね」

「そ、そうよ！　だから遠慮なく言ってちょうだい」

　真剣な表情で桂は眉み間けんにしわを寄せつつ考えをまとめた。

「やっぱり、Ａ君次第な気がするんだけど……Ｂ子ちゃんがもっとＡ君に合わせてみるってどうかな？」

「合わせる……って？」

「Ａ君が『いっしょにいて幸せ』みたいな女の子になれば……なんて思うんだけど。もしかしたら意地っ張りなＢ子ちゃんには、素直なＣ子ちゃんが参考になるかもしれないね」

「なんでＡに合わせなきゃいけな……ハッ!?」

　さつきは途中で言葉を呑のみ込んで言い直した。

「わ、わかったわ。Ｂ子にはそう言っておくから。そうよね……Ｂ子ってこういうところがあるから、いっつもＡと衝突しちゃうのよ……お茶、ごちそうさま」

「Ｂ子ちゃんにがんばってって伝えてあげてね♪」

　さつきはうんうんと二回うなずくと、そそくさと桂の部屋をあとにした。独りになって桂がぽつりと呟つぶやく。

「Ａ君のお姉ちゃん役のＥ子ちゃんが出てこなかったのは、ちょっとショックかも」

　相談を受けてばかりの桂だが、自分も頼れる人に相談したい気分になるのだった。



■第三次報告



　厳島いつくしま遊馬あすまと接触。魔力を直接吸収しました。深刻なエラーという形で虚きよ偽ぎの報告をしました。すべて記憶は保持しています。タイプ１がやってきたことは想定外でした。タイプ１は私と厳島遊馬の接触に精神的なショックを受けた模様です。なぜか……胸が痛みます。私はこれまで通り、何もなかったこととして行動します。

　厳島遊馬の魔力を吸収したことで、何かが変わったように思えます。自分の中の……封印されていた何かが……動いて……動きだして……だめ……こんな報告……できない。



　報告書の内容をすべて削除。

　第三次報告。タイプ１と厳島遊馬を監視。「黒」の発現は確認できず。問題なし。任務を続行します。



    

  
    
      


第四章　さよならの雨





　会議室の席に壮年の男たちが並んでいた。その代表格は、草くさ壁かべと同年代の若さである。

　魔装士協会「塔」接触委員会。普段はネクタイもゆるみっぱなしな草壁だが、今日はスーツでビシッときめていた。相手は所謂いわゆる……上層部の連中だ。

「竜人ドラゴニアと直接戦闘した君の意見をきかせてもらおう。竜人や、その向こう側の存在との和平は可能か？」

「さぁ……ただ、戦力差があっては和平もなにもないですから、現場への追加予算は大歓迎……というくらいです。私によってたかってヤジを飛ばすためだけに、お歴々が集まられたわけではないでしょう？」

「戦力ならあるではないか」

　代表の冷たいまなざしに、草壁の表情が引き締まった。

「さて、なんのことでしょうか？」

「その戦力が制御できないことも我々は把握済みだ」

　草壁は黙り込んだ。

「だからこそ用意した新型の人型魔装具だ。旧型との比較データもあがってきている。模擬戦で旧型を圧倒したのは君も目の前で見ていたはずだ。今後は新型ベースの量産機を新世界に配備していく……人間が危険を冒すよりもよほど人道的だろう」

「ディーさん……旧型はどうするおつもりですか？」

「旧型に関する計画は白紙に戻し、学園による魔装士の育成も規模を縮小。今まで君ら魔装士の力で『塔』の探索は進められてきた。多くの犠牲も払ってきた。だが、時代は変わるのだ。新型によってな」

「ごくろうさまでした……とねぎらってくださるわけですか？」

　思わず草くさ壁かべの口から皮肉がこぼれてしまったのだが、代表は意にも介さず冷笑を浮かべたままだった。

「君は一エージェントにしておくには優秀すぎる。相応のポストとともに我ら委員会に迎え入れよう。もちろん、君がそれを望むことが前提だがな。以上だ。何か質問はあるかね？」

「いいえ……しばらく考えさせてください。失礼します」

　草壁は一礼してから委員たちに背を向けると会議室を出た。心の中で独りごちる。

（――さて、どうしたものでしょう。委員会の椅い子すは一見魅力的ですが、彼らが私を目の届く範囲内に置いて飼い殺しにする気満々なのは明白ですし。魔装具を取り上げられれば魔装士もただの人ですからね……クーデター……いやはや、それでは私がまるで悪役ではありませんか。ともかく現状維持には……ツーさんをどうにかしなければならない……ああ、私はなんて悪い大人おとななんでしょう）

　本土の委員会庁舎の長い廊下を歩きながら、草壁は口元を緩ませる。

「どうやら、超同調……いつでも使えるよう準備を進めた方がよさそうですね」

　カメラで監視されているとわかっていながら、草壁は挑発するように呟つぶやくのだった。



　草壁が朝のホームルームに姿を現さなかったことに遊馬あすまは胸騒ぎを覚えた。

　一時間目は草壁の担当する魔装具学で、さっそく自習になってしまった。特に自習課題も出されなかったため、休み時間のように生徒たちは教室で各々好きなことを始めている。

　顔を見せない草壁も気にはなるのだが、遊馬にはそれにも増して気にしなければならないことがあった。

「ディー？　お、おはよう。元気か？」

「…………」

　こくりとうなずくだけで、ディーは朝からずっとこの調子だ。さつきが腕組みして遊馬の前に立ちふさがる。

「どうしちゃったのよ？　まさかあんたディーになにかしたわけ？」

「いやディーにはしてないんだが」

「ふーん、じゃあ他ほかの誰だれかに何かしたっていうのね」

「いやいやいやいや、そうじゃない！　そうじゃないんだ……」

　ちらりと遊馬あすまの視線がツーに向いてしまう。それをさつきは見逃さなかった。

「ツーになにしたのよ？　ちょっとツー……白状しなさい。遊馬になにかされたんでしょ？」

　ツーは席に着いたまま、首だけを遊馬たちに向けて呟つぶやいた。

「特に問題はありません」

　ディーがぶわっと涙目になる。さつきは自分で招いたやぶ蛇状態に大慌てだ。

「ちょ、ちょっとディーどうしたのよ？」

「…………大丈夫だよ」

　涙目のディーに説得力はない。さつきの冷ややかな視線が遊馬にざっくり突き刺さる。

「この中でちゃんと事情を説明できそうなのはあんただけね」

　さつきが遊馬に詰め寄ると、ディーは教室の出口にとっとっと……と歩いていった。遊馬が呼び止めても振り向かない。

「どこに行くのよディー？」

「……ちょっと……行ってくるね」

　さつきにそう言い残すと、ディーは独り教室を出て行ってしまった。



　ディーはケータイの電源を落とすと、とぼとぼ昇降口に向けて歩いていった。授業中なので廊下に生徒の姿はなく、誰だれにも会わずに下駄箱までたどり着き……外に出た。鞄かばんも教室に置いてきてしまったので手ぶらである。

　晴天で雲一つない空を見上げて、ディーはぽつりと呟いた。

「……遊馬なんか……嫌い」

　今までディーも単独行動をすることは何度かあったのだが、それはいつもやむなしという状況に置かれたからだ。

「……ディーはこれから、独りで生きていきます。今日までありがとうございました」

　学園の校舎に向き直るとディーはぺこりとお辞儀をした。

　回れ右をして歩き始める。普段は右折する交差点を左折した。学園の近くとはいえ、通学路を少し離れただけでディーの知らない街並みが広がっている。

　一度も歩いたことのない道だった。踏み込んだらもう二度と遊馬の元に帰れない……ディーは不安になるのだが、首をぶんぶん左右させる。

「……遊馬にはツーちゃんがいるから、ディーはむしろ自由なんだよ。遊馬なんていなくてもへっちゃらなんだよ。それにディーはね、遊馬にいっぱい教えてもらったから、もうなんでもできるんだからね」

　小さな肩をちょっぴり怒らせて、自分を鼓舞しながらディーは一歩を踏み出した。

　歩く。歩く。歩く。最初は早足気味で意気揚々と進んだ……ものの、五分もしないうちに勢いはすっかりなくなってしまった。ディーはそっと後ろを向いて確認する。

「……遊馬あすま……いない」

　振り返ってみても同じような建物ばかりの住宅街が続いていた。

「……別に帰らないんだから、帰り道は覚えてなくてもいいんだよ」

　勢いに任せて何度も曲がり角を右折したり左折したりしたせいで、もうどっちが学園の方角か、ディーには見当もつかない。

　一瞬、ケータイ端末の電源を入れようかという考えがディーの脳裏をかすめた。

「……ダメ……」

　市内の地図も呼び出せるケータイ端末だが、端末に発信器がついていることくらいはディーもわかっている。遊馬に居場所を特定されたくなかった。

「……大丈夫だよ。ディーはもう立派なレディーだから、地図は自分で広げていくんだよ。自分の足で歩いていくんだよ」

　ディーが再び歩きだそうとしたところで、民家の塀の上から声が響いた。

「にゃん？」

「……わわ、ご挨あい拶さつ。にゃーん？」

　白地にオレンジの虎とらっぽい猫がディーをじっと見つめていた。ディーはすかさず猫語で返す。

「にゃにゃん♪」

　猫は長い尻尾しつぽをフリフリさせて塀の上でうまくバランスをとっている。胴長でピンっと張った白い髭ひげが立派だった。

「ごろごろごろごろ」

　喉のどを鳴らして猫は塀の上からぴょんと下りてきた。ディーの足にすり寄る。目を細めて喉を遠くの雷のようにごろごろ鳴らし、尻尾をピンと立ててご機嫌だ。

「……猫ちゃんも独りなの？」

　しゃがんで猫の頭をなでなですると、猫は嬉うれしそうに後ろ足だけで立ち上がり、ディーの膝ひざに前足を置いて乗りかかるようにしながら白いほっぺたをぺろぺろとなめた。

「……くすぐったいよ。ちゅーはね、好きな人とするんだよ」

「にゃん」

「……猫ちゃんはディーのこと好きだからちゅーするの？」

　首輪はしていないのだが、妙に人なつっこい。

「にゃん」

　返事をするようなタイミングで猫は鳴いた。

「……じゃあ、ディーといっしょに行く？」

「にゃん！」

　ディーが立ち上がり歩きだすと猫もそのあとについてくる。ディーのツインテールが揺れると、それに反応して猫パンチを放った。

「……トレーニングなの？」

「にゃんにゃん」

「……そっか、鍛えてるんだね」

　ディーはぼんやり空を見上げた。学園での訓練は午後からだ。遊馬あすまがツーと手をとり合って訓練する姿をディーは思い描いた。

「……ディーもいつもしてるけど、今日からやらないんだよ。そうだ……ディーはディーっていいます。初めまして。猫ちゃんはお名前なんていうの？」

「にゃうん？」

「……ないのかな？　じゃあディーが名前つけてあげるね。ディーは名前つけるの得意なんだよ……ツーちゃんにもつけて……ううッ」

　思い出して一瞬、ディーは涙目になった。小さく首をふるふる左右させて、ごまかすようにディーは微笑ほほえむ。

「……う……うーんと、白いのと黄色っぽいオレンジだから……ゆでたまごちゃん」

「フシャ―――――ッ！」

　まるで意味がわかっているかのように威い嚇かくする猫に、ディーは困ってしまった。

「……じゃあ、もう一つだけ考えてあげるね……えーと、うーんと……なまたまごちゃん」

「にゃふん」

　怒る気も失うせたというような感じで、猫は耳をぺたんとさせた。

「……じゃあ、中間をとってたまごちゃんに決定しました。異論は認めません」

「にゃん」

　たまごちゃんと命名された猫は、ディーの隣を歩く。ずっと顔はディーの方を向いていた。揺れるツインテールが気になって仕方ないらしい。時々、ディーは髪の毛でたまごちゃんを翻ほん弄ろうする。ひょいひょい動くツインテールめがけて、たまごちゃんはジャンプしたりころがったりと目まぐるしくアクションした。

「……すごいねたまごちゃん。ジャンプジャンプ！」

「ふにゃあああああああああ！」

「……たまごちゃんがいるから寂しくないね」

　虹にじ浦うら市内に正午を知らせる鐘の音が流れた。学園で午前中の授業が終わるのは十二時半で、そのあとは昼休みに入る。

「……この鐘の音が聞こえたら、もうちょっとで昼休みなんだよ。だからご飯だね。ご飯は一人で食べるより二人で食べた方が美お味いしいんだよ」

「ふにゃあ？」

「……ディーはご飯、本当は食べなくても大丈夫なんだよ。けど、たまごちゃんはお腹なか空すくよね？」

　住宅地を抜けたディーは広い広い幹線道路に出くわした。ガソリンスタンドといっしょになった大型のコンビニを見つける。ディーは行ったことも見たこともないのだが、そこはまるで高速道路のパーキングエリアの縮小版といった感じだった。

「……待っててね。ディーが美お味いしいの買ってきてあげるから」

　コンビニの前にたまごちゃんを残して、ディーは入店した。ドアを開くとピンポンピンポンピンポン♪　と、軽快なメロディーのチャイムが流れる。

　お金は持っていないディーだが、ケータイにキャッシュカードと同じような機能がついていることを思い出した。ほとんど無駄遣いをしていないためお小遣いがたっぷり残っているはずである。

「……電源いれなきゃだめなの？」

　サンドイッチと牛乳をレジに持っていったディーに、店員さんがうなずいてから説明する。どういう仕組みかだとか、ポイントサービスやらなんやらをきっちり教えてくれた店員さんだが、ディーには便利なサービスに関してはちんぷんかんぷんだった。

　ただ、電源オンの必要性だけは理解する。

「……い、一瞬だけだから」

　電源をオンにした途端、メール通知や着信通知がわんさか自動受信された。遊馬あすまから何度も何度も電話が来ていた。ディーは見なかったことにしてお買い物を済ませ、すぐにケータイの電源を落とす。

「……知らないんだから。ディーはメールも電話も見てないんだからね」

　振り切るようにコンビニの外に出ると……先ほどまでぴったりとくっついてきていたたまごちゃんの姿が消えていた。

「……あれ？　たまごちゃん？　どこ？　隠れてないで……いないの？　いなく……なっちゃたの？」

　幹線道路はたまごちゃんにとって縄なわ張ばりの外だった。猫は気まぐれなのだ。ディーは来た道を戻りながら捜すのだが、たまごちゃんは見つからなかった。まるで夢か幻だったようにディーには思えてくる。

　ひとりぼっちに逆戻りだ。

「……ぅう……ディーは……独りでも……大丈夫だよ……がんばるよ……寂しくないよ」

　たまごちゃんは見つかりそうにない。住宅街に戻るのは気が引ける。

　コンビニの袋を下げたまま、ディーはとぼとぼと幹線道路を歩き始めた。巨大なダンプカーが工事用の資材を載せて走り去っていく。この先は工事中の区域で、人通りは皆無だった。

　ディーが首をあげると、虹にじ浦うら市を周回するモノレールの高架線が頭の上の高いところを通っている。

「……遊馬あすまと乗ったんだよね。みんなでいろんなところに行ったよね」

　ディーの口から吐息が漏れた。

「……独りだと……行けないんだね……さ、寂しく……ないよ。ディーは……ディーは……平気だよ。そうだ……ご飯にしようね……ご飯を食べれば元気になるんだよ」

　高架下のコンクリートブロックに座り込むと、ディーはコンビニの袋からサンドイッチを取り出した。大好きなタマゴサンドだ。ふわふわのパンにマヨネーズと卵のクリーミーで濃厚な味がする……はずだった。

　三角形のはじっこを一口ほおばる。なんの味もしなかった。パンはふわふわで卵もいっぱいなのに、味がぼやけてわからない。

「……あれ……美お味いしくないよ……サンドイッチ……美味しいはずなのに……ディーはサンドイッチ好きなんだよ」

　遊馬を探して振り返っても誰だれもいなかった。あるのはコンクリートの灰色をした柱だけだ。ディーの頭の上をモノレールがスーッと通り過ぎていく。

「……遊馬……遊馬ぁ……美味しくないよ……なんで……なんで……」

　ディーは膝ひざを抱えてうつむいた。青空だったはずがいつのまにか曇天になり、雲は厚みを増していく。昼間なのにすっかりあたりは薄暗くなってしまった。ぽつぽつと雨の滴しずくが空から落ちてくる。

　高架下にいれば濡ぬれることはないのだが、ディーは立ち上がった。

「……遊馬……遊馬といっしょがいいよ……でも、ディーはどうしていいのかわかりません。遊馬がツーちゃんのことを好きになるのを……ディーは……ディーは……」

　まばらだった雨の滴は大粒になっていた。ディーは構わず歩き出す。その足取りは重く、目的地もなく、ただぼんやりとディーは歩く。歩く。歩く。

　まだ開発途中のエリアにディーはふらふらと迷い込むのだった。



　一方、遊馬はといえば……大慌てである。ディーが忽こつ然ぜんと消えてしまった。授業もそっちのけで遊馬はさつきや桂けいと手分けして校内を捜し回ったのだが、ディーの姿は校舎のどこにも見あたらない。

　昇降口からディーの外履きが消えていたため捜索範囲は拡大した。学園の敷地内だけでも迷子になるには十分な広さがある。が、ここまで校舎を捜して見あたらないとなると、もう学園の外に出てしまったのかもしれない……遊馬の焦りは募るばかりだ。

　昇降口に遊馬、さつき、桂、ツーの四人が集まった。エリザは学園に来ている気配がなく、真しん悟ごは公欠だ。身体からだの都合もあって真悟にはラボでの定期的な健康診断が義務づけられているらしい。

「草くさ壁かべッ！　ディーの居場所くらい把握してるんだろ？」

　遊馬あすまが吠ほえた。ケータイ端末越しに草壁の素すっ頓とん狂きような声が返ってくる。

『どうしたんですか厳島いつくしま君？　私は今、いろいろとやらなければならないことがあって本土に出張中の身なんですが』

「お前以外に誰だれがディーを誘拐するんだよ！」

　遊馬の言葉に一瞬、草壁が沈黙した。

『はぁ……。そうですか……誘拐……誘拐ですか』

「なにか心当たりがあるんだな？」

『ありませんよ。しかし厳島君がそこまで慌てるということは、ディーさんとはケータイ端末で通信ができない状態なんですね？』

「ディーの居場所がわかってりゃ、こうしてお前なんぞに好きこのんで電話するか！」

『先生をお前呼ばわりするなんていけませんね。こんな教育をした担任の顔が見てみたいものです』

「鏡でも見てろ役立たずの無能教師ッ！　もう頼まんッ!!」

　遊馬は通話を打ちきった。さつきが心配そうに遊馬の顔をのぞき込む。

「どうなの？　その様子だと黒幕は草壁先生じゃなさそうだけど」

「今更あのダメ教師がディーを拉ら致ちする理由なんて見当もつかんし、今回ばかりはあいつは白っぽいな。そうだ、ツーにはわからないのか？」

　藁わらにもすがる思いの遊馬にツーは淡々とした口調で報告した。

「センサーの有効探知範囲内に人型魔装具の反応は検出できませんでした」

「ここは警察に届け出た方がいいかもしれないね。あっちゃん！　大丈夫だよきっとすぐに見つけてくれるよ！」

　桂けいがケータイを取り出すと……ツーがその手をとって首を左右させた。

「人型魔装具は人間ではありませんから、紛失届は出せますが捜索はしてもらえません。また、魔装具を紛失した際の責任はその持ち主が負うことになります」

「俺おれの責任だ……俺が目を離したから……だから処罰だろうが受けてやる。今は誰の手を借りてでも、ディーを見つけてやらんと」

　今にも昇降口から飛び出していきそうな遊馬をツーはじっと見据えた。

「魔装具協会からの依頼で管理を任された試作機を紛失した場合……おそらく退学処分となるでしょう。そうなった場合、タイプ１とはどのみち引き離されることになります」

　遊馬には返す言葉がなかった。

「市内をあたしたちだけで捜せっていうの？」

　さつきが吐息混じりに呟つぶやく。桂けいは眉まゆを八の字にさせながら考えていた。

　桂の見解は……誘拐ではない。ディーにお風ふ呂ろで相談されたことと、ツーという強力なライバルの登場……この二つの出来事から桂が導き出した答えは……家出だった。

　ツーに遊馬あすまを取られてしまったと思い込み、ディーは家出に及んだのかもしれない。

　ただ、桂には守秘義務があった。遊馬に教えてしまっていいものか……。

「あ、あのね……誘拐じゃないんじゃないかな？　ほら、思春期特有の悩める乙女の逃避行……みたいな。ともかくここで立ちっぱなしでもしょうがないし」

「ああ……誘拐なら犯人から何かしら要求はあるだろうしな」

　遊馬はひとまずうなずいた……のだが、桂の言葉をきいても、遊馬はどうにも落ち着かない。

「ね、あっちゃん。市内は広いけど、ひとまずわたしたちだけででも、手分けして捜してみよ？　ディーちゃんが行ったことがある場所。思い出がある場所とかを……ね？」

「わかった……俺おれは……ディーの生まれた場所に行ってみる」

　遊馬はいてもたってもいられないようで、靴を履き替えるともう昇降口から外に飛び出していた。さつきがそれに続く。

「じゃああたしはレインボータウンね。迷子の案内をしてもらうわ！」

　桂がうなずきながら遊馬とさつきのあとを追う。桂も靴を履き替えた。

「うーんと、夏に緑地公園にキャンプに行ったんだけど……ツーちゃんの方がいいかも。森の中をセンサーで捜してみて。お姉ちゃんは水族館をあたってみるね」

「了解しました」

　捜索範囲が決まり、遊馬たちはそれぞれの目的地に向かい分散した。

　晴天が厚い雲で覆おおわれたのは、その一時間後のことだった。



　雨。降りしきる雨。土砂降りだった。地面に叩たたきつけられた雨粒が四散して濃い霧のように立ちこめている。湿気でむせかえり呼吸をするのも困難な、冷たく重苦しい雨だった。

　工事現場に人の姿はない。

　打ちつける雨音だけが支配する。それ以外の音は何もかも雨音にかき消されていた。

　たった独り、工事現場の端っこにぽつりと立ってディーは空を眺めていた。全身水浸しだ。寒さは感じなかった。味覚も嗅きゆう覚かくもない。目を閉じればもう、雨の音以外何も感じなくなる。

（――ディーは辛つらいから……道具に戻りたいよ……何も……感じたくないよ）

　胸が……痛い。ディーの胸はずっとチクチクと痛みを感じていた。胸のチクチクは止まらない。感じたくない。消えてしまいたい。そう願うのに……思うほど痛みだけは増していく。他ほかの感覚がなくなって痛みはより鮮明になる。

　ディーはその場にうずくまった。

　雨はいっそう激しさを増してディーの身体からだを打ち据えた。

　その感触がなくなる。音だけはずっと聞こえているのに、ディーの身体を打つ雨はフッと消えてなくなっていた。

　うずくまったまま目を開き、ディーはそっと顔をあげる。

「……あす……ま？」

「ごめんねディーちゃん。遊馬あすま君じゃないんだ」

「……し、師匠？」

　傘かさでディーを守るようにして真しん悟ごが微笑ほほえんでいた。少しでも傘からはみ出せばびしょ濡ぬれなのだが、真悟は背に魔装具のケースを背負っていて、それで雨を防いでいた。傘のほとんどをディーに差し出している。

「どうしたんだい？　こんなところで」

　耳障りな雨音の中でも真悟の声は凛りんと通っていた。

「……あのね……ディーは……独りで生きていこうって思ったんだよ……だって遊馬にはツーちゃんがいるし、ディーのこと遊馬はいらなくなっちゃったんだよ……ディーは魔装具だから……いらないってなったらもう遊馬のそばにいられないし、いっしょにいちゃだめだし……だからひとりぼっちでも大丈夫にならなきゃって……でも……」



    

  
    
      



    

  
    
      　真しん悟ごは真剣なまなざしで告げた。

「人間はね……独りでは生きていけない……いや、独りで生きちゃいけないと僕は思うんだ。独りは辛つらくて苦しいからね」

「……ディーは道具に戻りたいって思ったよ……だけど、胸がチクチクして……止められなくて」

　真悟はしゃがみ込んだ。ディーと同じ視線で微笑ほほえみかける。

「泣いてるのかい？」

「……違うよ。雨だよ……」

「そうだね。雨だね。ディーちゃんは泣いてないよ」

　ディーの頬ほおをぽろぽろと滴しずくがいくつもこぼれていった。

「……師匠はどうしてここにいるの？」

「ここに来なければいけない気がしたんだ」

「……遊馬あすまはディーのこと、もう必要ないんだよ」

「そんことはないさ。遊馬君はきっと、何度もディーちゃんを呼んだんじゃないかな？」

　ディーはハッと目を丸くさせた。ケータイには遊馬からのメールのお知らせ通知がたまったままだ。

「……師匠は、遊馬に言われてディーを捜しにきたの？」

　真悟はゆっくり首を左右させた。

「言われなくたって捜したよ。ディーちゃんは大切な仲間だから。ただ、今日はその……遊馬君よりも先にディーちゃんを見つけたのは偶然かな。偶然……ディーちゃんを感じたんだ。僕の胸の中にある魔力結晶がディーちゃんに共鳴したのかもしれないね」

「……師匠。ディーは帰れないよ。だって、ディーは自分で決めて遊馬から離れたんだよ……ディーの勝手でいなくなったのに……」

「どうして遊馬君から離れたんだい？」

「……遊馬にはツーちゃんがいるから……ディーはお姉ちゃんなのに……しっかりできなくて……」

「僕から遊馬君に知らせてあげようか？」

「……ダメ。帰れないよ。帰ってもディーの場所はもうないから」

「帰りたいんでしょ？」

　真悟は「いっしょに帰ろう」とは言わなかった。それは遊馬の台詞せりふだと、真悟は頭の片隅で思っていた。

「……ディーはツーちゃんに勝てないよ。自信……ないよ。ツーちゃんは頭もいいし、強いし、遊馬もツーちゃんに魔力……あげちゃったし。きっとディーはもう……いらないから」

「そのことをちゃんと遊馬あすま君と話したのかい？　遊馬君はディーちゃんをいらないって言ったのかな？　僕には信じられないな」

　ディーは小さく首を左右させた。

「……言ってない。けど……怖いよ。ディーは……いらないって言われるの……怖いよ。遊馬にいらないって言われたら……ディーはきっと壊れちゃうよ」

　真しん悟ごはうなずいた。ディーの頭をなでてあげようとして……思いとどまる。なでてあげるのも抱きしめてあげるのも、それはやっぱり遊馬の役目だ。

「みんなが見つけてくれるまで、そばにいてもいいかな？」

「……師匠。風邪ひいちゃうよ」

「健康診断を受けてきたけど、至って健康だって言われたばかりなんだ。僕はどうやら普通の人よりも丈夫で抵抗力も高いみたいでね」

　真悟は自分のケータイ端末の電源をオフにした。それでも遊馬はここに来る……真悟にはそんな根拠のない確信があった。



「わかった。ここからなら環状線で三駅ってところだ！　現場で落ち合うぞ！」

　遊馬はケータイの通話を切るとモノレールの駅に飛び込んだ。

　ディーと遊馬が初めて出会った場所……廃はい墟きよとなった研究施設の捜索は空振りである。時間が経たつほど遊馬の焦りが大きく膨らんでいった。

　学園を出る前の桂けいの言葉を遊馬は思い出す。

（――逃避行……ディーは俺おれから……逃げたのか？）

　遊馬には思い当たる節があった。ツーとのことだ。ツーともみ合いになって倒れたところをディーに見られて、きちんと誤解を解けずにいた。

（――俺は……なんてバカなんだ）

　遊馬の後悔に比例するように雨脚は強くなり、まだ昼間なのに厚い暗雲が垂れ込めて市内は薄暗い。

　モノレールに駆け込むと遊馬は呼吸を整えた。先ほどの通話の相手はツーである。三駅先の駅から幹線道路に出た先にあるコンビニで落ち合うことになった。

　桂やさつきは距離もあって合流に遅れるようなので、先にツーと二人で捜索することにしたのだ。

　静かにゆったりと進むモノレールに苛いら立だちながら、遊馬はただただディーの無事を祈った。モノレールの窓の外は濃霧のように真っ白だ。駅を一つすぎ、二つすぎ、目的の駅にようやくたどり着く。ドアが開くまでの時間すら、今の遊馬にはもどかしい。短距離走の選手がスタートする勢いで下車すると、人ひと混ごみをかき分けて遊馬は改札を出た。

　雨。降りしきる雨。ケータイ端末の地図を確認しながら、傘かさもささずに遊馬は走る。人の流れていく繁華街方面とは逆方向の、幹線道路方面に一直線だ。

　五分もしないうちにガソリンスタンドと隣接しているコンビニを見つけた。

　ツーがコンビニの軒下で、ビニール傘かさを二本手にして遊馬あすまを待っている。息を切らせる遊馬にツーはぽつりと呟つぶやいた。

「予想していた合流時刻よりも早かったですね」

「……ハァ……ハァ……なんで……ここらへんに……いるって……」

「ケータイ端末の使用履歴を確認しました。タイプ１はここでサンドイッチを購入しています。時刻は一時間ほど前です」

「……じゃあ……誘拐……じゃ……ないんだな」

「店員に確認したところ、学園の制服姿の私と似た少女が、開発地帯方面に歩いていったという証言を得ました」

「……ハァ……フゥ……よし……わかった迎えに……行くぞ」

　焦りとむせかえるような湿気で遊馬の呼吸は整わない。

「了解しました。進行速度をゆるめましょう。貴方あなたがもちません。センサー探知範囲内に反応を捉とらえ次第、報告します」

　傘を手渡されて遊馬はツーとともに開発地帯に向けて歩き始めた。



　二つのビニール傘が通行禁止の看板を抜けて開発地帯の工事現場に入っていく。視界は濃霧のような細かい水の粒子に遮られて真っ白だった。

「本当にこっちで合ってるのか？」

「センサーに反応……二つ」

「二つって……ディーだけじゃないんだな？　どっちだッ！　おいッ！　ディー返事してくれッ!!」

　もう嗄かれ気味になっている遊馬の叫びは、叩たたきつける雨に打ち消されていた。

「急ぐぞツー！」

「その必要はないかと思います」

「ふざけるなッ！　ディーが襲われてるかもしれないんだぞ？」

　遊馬はぐいっとツーの腕を引っ張るのだが、ツーは微動だにしなかった。

「そちらではありません。反応はあちら側からです」

「お、おう！　ともかく急ぐからな」

「三メートル先に崖がけがあります」

　駆け出そうとした遊馬が足を止める。

「私が先導します」

　逆にツーに手を引かれる形で遊馬は早足で歩く。土管を抜け、コンクリートで造られた建物の土台を上り、この豪雨で氾はん濫らんした用水路を迂う回かいした。アスレチックコースのような進路をツーは選ぶ。

「大丈夫なのか？　こんなところにディーのやつ……」

　鉄筋を足場にして遊馬あすまが高台に出ると、広場のような拓ひらけた場所にたどり着いた。ディーがいた。その顔は傘かさに隠れているのだが、ディーがちょこんとコンクリートブロックに座っている。びしょ濡ぬれだった。傘を差しだしている人影に遊馬が身構える。

「誰だれだッ！　おま……え？」

　傘を持っている人影が立ち上がった。その顔に遊馬は唖あ然ぜんとなる。

「やあ、今日はこんな雨なのにお散歩かい？　奇遇だね。僕もなんだ」

「真しん悟ご……そっちこそなんでこんなところにいるんだよ」

「言ったよ。僕はお散歩だって。そうしたら同じくお散歩中だったディーちゃんとばったり遭遇してね。こうして授業をサボって二人でお話ししてたのさ」

「なんだそのお散歩って……俺おれがどんだけ心配したかわかってるのか！　それにツー。二つの反応って真悟だったのか？　なんで言ってくれんのだ！」

「反応の詳細について確認をとる前に、目標に向けて移動を指示されましたので」

「ああ悪かったな俺のせいだよ！」

　座っていたディーが立ち上がった。自慢のツインテールも雨でぺたんこだ。

「……遊馬」

　ディーから続く言葉が出ない。ごめんねと謝るわけでもなく、来ないでと拒むわけでもなく……ディーは何も言えなかった。遊馬は傘を投げ捨ててディーに歩みよると……ぎゅっと抱きしめる。そこにディーがいること。腕の中に感じるディーの存在を噛かみしめるように、ぎゅっとぎゅっと抱きしめる。

「よかった……本当に……無事でよかった。あんま心配かけさせんでくれ」

「……遊馬、怒ってないの」

「怒ってお前がいなくならないなら、いくらでも怒る……けど、違うだろ。俺がその……ツーとあんなことになってたから。きちんと誤解を解きたかったし、謝るのは俺の方だ」

　ディーも遊馬をギュッと抱き返す。

「ツーに頼まれたんだ。ディーと同じように俺から魔力を吸ってみたいって」

「……本当に？」

「信じてもらえないかもしれないが……どうやらそのときに不具合が起きたみたいで、ツーはそのことを覚えてないようなんだ」

「……ツーちゃん？」

　遊馬に抱きついたまま、ディーは首だけをツーに向ける。

「昨晩、システムの再起動があり、それ以前の記憶を一部喪失しています」

「……ツーちゃんが遊馬あすまにお願いしたの？」

「その可能性は……あると判断します」

「……そっか、ツーちゃんも……遊馬の魔力に触れてみたかったんだね。ディーの妹だもんね。同じ人を……好きになっても不思議じゃないよね。それなのにお姉ちゃんのこと捜しに来てくれて……ツーちゃんはいい子だね。ありがとう。ありがとうね。お姉ちゃんは今回、すごく悪い子でした」

「タイプ１。私に誰だれかを好きになるという機能はありません」

「……なくても、いつの間にか好きになるんだよ」

「理解不能です」

　遊馬が慌ててディーをいっそうぎゅっと抱きしめた。

「おっとストップ！　そこまでだ。これ以上言うとツーがまたフリーズを起こして再起動しちまう」

「…………ふりーず？」

「あのなディー。ツーのやつは処理不能な状況になると再起動しちまうんだ」

「……恥ずかしがり屋さん？」

「いや、まあその……そういうことにしておけばいいのか？」

　困ったように遊馬は真しん悟ごに視線で助け船を要求した。濡ぬれ鼠ねずみの遊馬に真悟は苦笑いだ。

「いいんじゃないかな。そんな感じで。それよりこの中で唯一の生身の人間が、びしょ濡れで立ってたら風邪ひくんじゃない？」

「あ、ああ……風邪ひかなくてもこのままでいたらまずいよな」

　遊馬はディーをお姫様抱っこすると、広場から建物方面に向けて歩き始めた。

「帰るぞ。悪いが真悟、さつきと桂けい先輩がこっちに向かってるんで、メールを打ってくれないか？　ディーも無事見つかったし、二人には寮に先に戻ってもらおう」

　真悟はうなずくと傘かさを持ち替えて、ケータイを制服のポケットから取り出し電源を入れた。遊馬が来た道を戻り始める。ディーと触れ合っているため身体能力が強化されており、アスレチックコースのような工事現場を行く足取りは軽い。

　遊馬の胸に抱かれてディーは小さく首を傾かしげた。

「……ケータイの電源切ったの、怒らないの？」

「電池切れってことにしておいてやる」

「……ディーも電池切れ」

　お姫様抱っこをされたまま、身体からだを起こしてディーは遊馬の頬ほおに軽くチュッと唇を寄せた。遊馬ががくんと膝ひざをつきそうになるが……なんとかこらえる。

「……ごちそうさまでした」

「や、やるときは事前に言ってくれ！　お、おい真悟！　ツー！　帰るぞ」

　立ち止まって遊馬あすまが振り返る。

「うん。じゃあ行こうかツーさん？」

　真しん悟ごが目を細めて向き直ると、ツーはじっと真悟を凝視していた。

「小お山やま田だ真悟。なぜこの場所にタイプ１がいるとわかったのですか？」

「偶然だよ」

「貴方あなたはいったい……何者なのですか？」

　一瞬、真悟の表情が険しくなった。

「自分が何者なのかを考えるって、なんだか哲学的だね。ツーさんは自分の存在について考えたことがあるかい？」

「私は量産を前提とした先行試作単独人型魔装具素体Ｄタイプ２です」

「僕にはツーさんはディーちゃんの妹に思えるんだけど……。ともかく、お姉ちゃんとは仲良くね」

「私は貴方を……警戒します」

　ツーは真悟を追い抜いて遊馬とデイーに続く。真悟は困ったように頭をぽりぽりと掻かくのだった。



■第四次報告



　タイプ１に今後、厳島いつくしま遊馬の魔力の吸収を許可されました。ほっぺたにチュ……という方式をとることとなります。原理は不明ですが、唇に触れる方が吸収効率は高いと進言したところ、それはしてはいけないとタイプ１から注意を受けました。タイプ１もそれに関しては「……我慢する」とのことです。

　タイプ１は私にも人を好きになる機能が備わると言いました。そのようなパッチのリリース予定は未定でありアップデートの見込みはありません。ですが……。

　私は……故障していません……自己診断プログラムにも問題は出ていません。ただ、あの光景が……頭の中から離れません。タイプ１を抱きしめて泣きながら笑う厳島遊馬が……理解できないのです。理解できない……それで終わらせたくない。理解したい。理解したい……理解したい。理解したい。理解したい。理解したい。理解したい。理解したい。理解したい。理解したい。理解したい。理解したい。理解したい。理解したい。理解したい。理解したい。理解したい。理解したい。理解したい。理解したい。理解したい。理解したい。理解したい。理解したい。理解したい。理解したい。理解したい。理解したい。理解したい。理解したい。理解したい。人を好きになるということを理解したい。

　私にその機能はないのに……。

　昨晩、厳島遊馬から魔力を吸収したさいに、私はなぜ自分に再起動をかけてしまったのか……それも、わかりません。ただそうしなければ……自分が壊れてしまいそうでした。

　もし私が消えてしまっても、彼はタイプ１と同じように私を捜してくれるのでしょうか？

　そんなことになれば、私はもう……考えてはいけない。私は彼らには不要な存在。彼らに必要とされるのはタイプ１です。私は彼らの元にはいられない。

　なのに、離れたくないと……思う私がここに……いる。



　送信しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ………………ＮＯ　報告の内容を削除。



    

  
    
      


第五章　みんな誰だれかを愛してる





　雨の日の翌日、普段通りに学園のカリキュラムを終えて遊馬あすまは部室にやってきた。ソファーにかけると右隣にディーが座り、遊馬の腕に抱きつくようにしながら呟つぶやく。

「……ぴとっ」

　磁石のようにくっつきたいという気持ちを擬ぎ音おんにして、ディーは遊馬に密着した。さつきがすかさず遊馬の左隣に座って引き離そうとする……のだが。

「密着します」

　椅い子す取りゲームよろしく、ツーがささっとさつきより先に遊馬の左隣に座る。無表情のまま遊馬の腕に抱きついた。遊馬は左右からディーとツーに挟まれ、密着されている。

「ちょっとあんた！　ディーはともかく、なんでツーまで懐いてるのよ！」

　さつきが正面から顔をつきつけるようにしてツッコミをいれる。

「わぁ♪　あっちゃん四し面めん楚そ歌かだねぇ」

　さらにソファーの後ろに回って桂けいがにっこり微笑ほほえんだ。

「四面楚歌とは意味が違うだろ。桂先輩は勉強もできるのに……さてはわざと間違えてるな！　今までもそうだったのか!?」

「さて、どうでしょう？　ところであっちゃんは四し面めん楚そ歌かの意味知ってるの？」

「えっと、確かな……中国の古いことわざで、城にこもった軍隊が東西南北四方向から敵軍に包囲されてしまった……みたいな感じだろ？　俺おれの場合、敵意は今のところ正面からしか来てないので四面楚歌じゃなくて、正面さつきってとこだな」

　さつきのアホ毛が遊馬あすまの首にくるくる巻きついた。キュッと締める。

「なんであたしだけ敵対勢力なのよッ！」

「お、おまえいつのまにそんな技を編み出したんだ！　や、やばいギブ！　ギブアップ！　ゲフッ!!」

　締め上げるさつきにディーが悲しげな視線を向けた。さらに遊馬の後ろで桂けいが心配そうにさつきを見つめている。先日のＢ子ちゃんへのアドバイスがまったく生かされていない……。

「これはその……ちょっとじゃれてるだけよ。にゃ、にゃんにゃん♪」

　手を丸めてさつきは猫パンチを虚こ空くうに放った。桂が遊馬の死角となる真後ろで「うんうんよくできました♪」と、言わんばかりにうなずく。

　遊馬は大いに戸惑った。

「おい、どうしたんださつき。大丈夫か？　何か変なものを拾い食いでもしたのか？」

「するわけないでしょ！　だいたいなんで心配するのよ？　かわいいでしょ？　今のじゃれる仕草とか、かわいい女の子の魅力満載だと認めなさいよ！」



    

  
    
      



    

  
    
      「……にゃんにゃん♪」

　さつきに触発されてディーも手を丸めて猫の真ま似ねをした。遊馬あすまの顔が赤くなる。さつきの時とは明らかに反応が違っていた。

　さらに、それを見たツーまで手を丸めて猫のポーズだ。

「タイプ１の行動をトレースします。にゃん、にゃん」

　非常に淡々としたにゃんにゃん♪　だった。

「じゃあお姉ちゃんもにゃんにゃん♪」

　ソファーの前にぐるりと回り込んできて、桂けいまで猫の手で遊馬に迫った。桂がにゃんにゃん♪　と手を動かすと、そのたびにたゆんぷるんと二つの大ぶりな果実が揺れる。

「お、おいぃッ！　助けろ真しん悟ご」

　反対側のソファーでくつろぎながら本を読んでいた真悟は、パタンとページを閉じる。そっと本をテーブルに置き、そのまま手を丸めるようにして呟つぶやいた。

「にゃんにゃん」

「お前までノリノリか――ッ!!」

　猫プレイ（？）を全員にパクられたさつきは、負けじと続ける。

「ご、ごろにゃーご♪」

「なあさつき。どうしてそうなった？」

「さつきは猫だからわからないにゃん」

「しっかりしろ！」

「猫だからしっかりしてないにゃん。くったりしてるにゃん」

　遊馬の膝ひざに頭を乗っけてさつきは膝ひざま枕くら状態になった。左右のディーとツーもいっそう遊馬に身を寄せる。遊馬は立ち上がろうとした……のだが、ツーが遊馬の腕を掴つかんだまま放さない。

「貴方あなたもにゃんにゃんしてください」

「いや、なぜだ？　なぜそうなる？　やるか！　俺おれがしっかりしなくてどうするんだ」

「してください」

「理由はないのかッ!?　なんか、ちょっと変だぞ。全員して俺をからかってるんだな！」

「私は正常です。それに全員にゃんにゃんなので、からかうとかよくわかりません。にゃんにゃんはじゃれたいだけなのです」

　じっとツーに見つめられて遊馬は言葉を詰まらせた。ディーもツーの言葉にうなずいて瞳ひとみをキラキラさせる。

　遊馬の膝の上を制圧中のアホ毛が揺れた。さつきの頭がぐるんと遊馬に向き直る。

「覚悟しなさいにゃん！　言わないとこの膝の上から動かないにゃんよ？」

「なんで俺おればかりよってたかっていじめやがりますかお前らは！」

　桂けいがにっこり微笑ほほえんだ。

「でもほら、真しん悟ごくんはもう『にゃんにゃん』って言ってるし、このにゃんにゃん部でにゃんにゃん言ってないのはあっちゃんだけだよ？」

「待て。いつからここはそんな得体の知れないいかがわしい名称の部になったんだ」

「選抜チームって言っても、今の学園の運営状態だとそもそも『塔』にも入れないし、このさいにゃんにゃん部でいいとお姉ちゃんは思うな」

「……ディーも賛成」

　さつきはツッコミを口走りかけたのだが、思いとどまった。ここで常識人のポジションに戻っては、恥を忍んでにゃんにゃん言い出した苦労が水の泡だ。

「あたしが言い出しっぺだから、あたしが部長にゃん！」

「頼むから常識人側に戻ってきてくれさつき」

　さつきは仰あお向むけ気味になると遊馬あすまの顔面に猫パンチを食らわせた。

「うお！　なにしやがる！」

「さっさとにゃんにゃん言うにゃん」

　涼やかな笑みのまま真悟もうなずいた。

「そうだよ遊馬君。人間、素直な方がいいと思うよ」

　ツーがまとめる。

「過半数が賛成した以上、抵抗は無意味と判断します。反対しないでください。にゃん」

「反対しろツー！　抵抗の意志を示すことは無駄じゃないぞ！」

「私はむしろ賛成です。にゃん」

　遊馬は目を閉じた。

「わ、わかった…………………………………………………………………………にゃん」

　長い沈黙を経て、遊馬はぽつりと呟つぶやいた。それを耳にするやサッと身を翻ひるがえしてさつきがテーブル側につっぷす。

「う、う、あはッ……あははははは！　やっぱり無理よ！　あんたににゃんはないと思うわ！　かわいげゼロね！」

　涙目になるほど笑うさつきに、遊馬が牙きばを剥むく。

「て、テメェ！　そっちの方からにゃんだのなんだの言い出しておいて、やっぱり俺を辱はずかしめるのが目的だったのかさつき！」

「も、もちろんよ！　わかってて罠わなにはまるなんてあんたもまだまだね！」

　桂が小さく息を吐いた。涙目になって笑うさつきだが、その涙は本当は悔し涙なように桂には見えた。

　さつきが遊馬に素直になれる日は……永遠に来ないのかもしれない。一方、素直さの権化たるディーはというと、遊馬あすまに嬉うれしそうに微笑ほほえみかけていた。

「……遊馬もにゃんって言えました。かわいいね」

　ツーもディーの言葉に一度、小さくうなずいた。

「厳島いつくしま遊馬が語尾ににゃんをつけたことを記録しました」

　双子姉妹は息もぴったりで、遊馬を追い詰める。もちろんディーにもツーにも悪意はない。だからこそ遊馬は困ってしまう。いけないことをしているわけでもないのだから、遊馬は二人を叱しかるに叱れない。

「真しん悟ごだってその……にゃん……って、言っただろ！　俺おればかりクローズアップするな！　むしろ真悟の恥ずかしいところにもっと着目すべきだ！」

「僕の場合は堂々と言うからね。遊馬君はそうやって恥ずかしがるからさつきさんに大爆笑されちゃうんじゃない？」

「は、はははは恥ずかしいだろうが常識的に考えてッ!!」

　特にやることのない選抜チーム。ただ集まってまったりするだけの部室。平和で幸せな時間がゆっくりと流れていた。昨日の雨が嘘うそのように晴れ渡り、心地よい秋の風がそよいでいる。ディーが無理にお姉ちゃんと言い張ることもなくなった。ツーもどこか角かどがとれたようで、遊馬は恥ずかしい思いをしながらも……このまま平和が続くことを心の中で願っていた。



　桂けいは寮に戻る途中、アルバイト情報誌をコンビニで購入して帰ってきた。「塔」で稼げなくなった生徒のために、普通のアルバイトが学園の生徒たちに解放されたばかりである。

　喫茶店のウェイトレスさんやケーキ屋さん……お金に困っているというわけではないのだが、選抜チームに草くさ壁かべから指示も出ないためアルバイトをする時間は十分にあった。ディーやツーには社会勉強になる……かも。と、桂はほくそ笑みながら、下見のつもりでページをめくる。

　トントンと桂の部屋のドアがノックされた。

「どうぞ♪　開いてるよ」

　ドアが開くと、そこには小柄な少女が直立していた。ピンと伸びた姿勢とまっすぐな視線に、桂は驚きの表情で返す。

「ツーちゃん？　これはお姉ちゃん的に意外だったかも」

　ツーはスッとお辞儀をすると部屋に入ってきた。

「えーと、お茶は……飲まないんだっけ」

　コクリとうなずいてから、ツーはじっと桂を見据える。桂は動けなくなっていた。なんとなく重圧を感じる。

「ど、どどどどうしたのかなツーちゃん？　料理のレシピと恋の悩みならお姉ちゃんにおまかせだよ！　それ以外の相談は内容によるけど……が、がんばるよ！」

　雰囲気を和なごませようと桂けいは努めて軽めの口調だ。すると……ツーはこくりとうなずいた。

「肯定します」

「へ？　あの、こうてい？　グラウンド十周とかの校庭かな？」

「いいえ。その校庭ではありません。イエスという意味です」

「あ、えっと……うん。イエスだね。お料理したいのかな？」

「否定します」

「も、もももももももしかしてツーちゃんに好きな人ができた……とか？」

　この手の質問はさつきのものだけで実は手いっぱいな桂だが、こうして頼られた以上はきかないわけにはいかなかった。

「わかりません。だからこうして相談に来ました。私が特別な感情を抱くのは、故障なのでしょうか？」

「そんなことないよ！　ツーちゃんが誰だれかを好きになるのは自然な成り行きだよ！　ディーちゃんの妹だもんね？　そして、ディーちゃんは何を隠そうこのお姉ちゃんの妹だし、あっちゃんと真しん悟ごくんは弟でさつきちゃんは妹。つまりこのお姉ちゃんこそがみんなの頼れる、最強クラスのプロフェッショナルお姉ちゃんなんだよ。だからディーちゃんの妹のツーちゃんがプロお姉ちゃんのわたしに相談するのもごく自然な流れなんだよ！」

　桂が胸を張る。勢いがよすぎてゆっさりぷるんと二つの丘が小規模な揺れを起こした。

「了解しました」

　何を了解したのかは語ることなく、ツーは直立不動のまま語り始める。

「私は人型魔装具の次のステップとして開発されました。『塔』は危険が多く、竜人ドラゴニアをはじめとした未知の脅きよう威いが支配しています。そこに人間が向かうことは、非人道的と上層部は考えています。そのため私は単独兵器としてのデザインがなされています。人間とのコミュニケーションは最低限のものがあればよい……はずでした」

　桂は黙って聞き入った。

「ですが……この数日間に蓄積されたデータをフィードバックするうちに、処理できない状況に何度か陥おちいりました。再起動をかけ自己診断プログラムと自己アップデートによって処理してきました。それでも……おいつかないのです」

「おいつかない？」

「はい。感情という要素が、私の処理能力の限界を……超えているのです」

「そっかぁ。どうしようもない、抑えられない気持ちだね」

　自分なりに桂は咀そ嚼しやくして解釈しつつ、ツーに確認する。

「あ、あのツーちゃん？　誰かを好きになったんだよね。誰かな？」

　恐る恐る尋ねる桂に、ツーはうつむいてしまった。

「やっぱり……あっちゃんかな？」

「遊馬あすまさん……」

　遊馬の名前を口にしたところで、ツーの表情がどことなく和やわらいだ。

「遊馬さんは、タイプ１を……ディーを大切にしています。私はディーとは違います。だから、ディーのように遊馬さんが私を受け入れてくれるとは限りません。それでも……私は……」

　桂けいは立ち上がると、ツーをそっと包み込むように抱きしめた。

「不安になっちゃうよね」

　ツーの本音を聞けたような気がして桂は嬉うれしかった。ただ、その反面、みんなの味方を称するお姉ちゃんとしては困ったことになってしまった。

（――ど、どうしよう！　ディーちゃんもさつきちゃんもツーちゃんもかわいいし、みんなに幸せになってほしいけど……お姉ちゃんがむしろ誰だれかに相談したいくらいだよ！）

　ツーを抱きしめて頭をなでながら、桂はすっかり困り果ててしまうのだった。



　ディーは遊馬の部屋でごろごろしていた。遊馬と二人きりである。テレビの方に顔を向けたまま、遊馬のベッドの上でころんと一回転したり、枕まくらに抱きついたり、ごろごろしていたかと思えば、遊馬の隣に座ってみたり。

　寮の門限までこうして遊馬の部屋にいることが多かった。これが普通の女の子なら不謹慎だの不純だの不健康的だのと言われて非難が遊馬に集中殺到するところなのだが、ディーには魔装具という免罪符がある。

　魔装士と魔装具は常に近くにあって、お互いの同調率を高めなくてはいけない。学園の生徒が魔装具を肌身離さず携行するのは自然なことなのだ。

　ディーは遊馬の隣に座って無果汁のオレンジジュース（正確にはソフトドリンク）のグラスに口をつける。コクコクと小さく喉のどを鳴らしてオレンジジュースを飲むと、ディーは遊馬ににっこり微笑ほほえんだ。

「……遊馬、大好き」

「え、お、おお、おう」

　ディーが唐突に恥ずかしい台詞せりふを口にするのはしばしばあるのだが、遊馬は未いまだに慣れない。ディーに見つめられると遊馬は恥ずかしくて顔が真っ赤になる。変な夢のことをまたしても遊馬は思い出してしまった。二人きりというのは遊馬側からすればちょっと気まずいのだ。

「……抱っこ」

　両手を広げてディーは遊馬に抱きついてきた。こんなところを他人に見られたら恥ずかしいうえに、目撃者がさつきなら何を言われるかわかったものではない。

「ま、待て待て！　なんだか今日は変じゃないか？」

「……ディーはいつも通りだよ。いつも通り遊馬あすまが大好きです」

　こんな風に臆おく面めんなく言われたうえ、抱きつかれようものなら鬼の自制心を自負する遊馬といえども、どうにかなってしまいそうだ。

　ただでさえ、最近あんな夢を見てしまったのである。

「す、ストップ！　ディー！　ちょっと落ち着こう。な？　えーと、別にディーのことが嫌いだからっていうわけじゃないんだ。そこんところは誤解しないでくれ。そのうえで、一回離れてみよう」

「……抱っこ嫌？」

「嫌じゃない、嫌じゃないんだ」

「……よかった。遊馬も抱っこ好きなんだね」

　目を細めてディーは遊馬の胸に顔を埋めてくる。遊馬の顔がみるみる赤くなった。ここでギュッと抱きしめ返してしまったら、そのあとは取り返しのつかないことになりかねない。遊馬の理性は今にも弾はじけてどこか遠くに飛んでいきそうだ。

「ディ、ディー！　いいか、こうして一緒にいるのは同調率を上げるためなんだが、その……俺おれはディーが好きだ」

「……ディーも遊馬が好きだよ」

「だからこそ、せ、せせせせ節度あるお付き合いをだな……していかねばならんのだ」

　もう一度ディーは顔をあげた。エメラルドグリーンの瞳ひとみがうるっとしている。ここで、さつきや桂けいやエリザかもしくはツーでもいいから乱入してくれれば……と遊馬は願った。　もう、ディーのかわいさに耐えきれそうにない。さらさらとした金髪をなでると、ディーは無邪気に微笑ほほえむ。ほっそりとした身体からだ。この身体のどこからあれだけの力を出しているのか、遊馬は今でも信じられない。そうだディーは……女の子だけど魔装具なのだ。

　魔装具だ……そう、遊馬は言い聞かせるのだが……ネジが飛んだ。

「あ、あああああああああああああああああッ！」

　遊馬はディーを抱きしめると、ぐいっと押し倒した。ディーはぽかんとしている。

「お、俺は……俺はディーを……一人前のレディーにしなきゃならんのだ……なのに……お、落ち着け……俺」

「……遊馬、大丈夫？」

　心配そうなディーの表情に、遊馬はふと我に返った。すぐにディーの体を解放して、ゆっくりと立ち上がり手をさしのべる。

「すまんディー。気の迷い……じゃない、立ちくらみだ。座った状態で倒れるのは立ちくらみとはいわんかもしれんが」

　ディーは遊馬の手をとって、うんしょっと立ち上がろうとして……テーブルに身体が軽くあたった。それくらいならどうということはないのだが、不幸にもテーブルの上には飲みかけのオレンジジュースがグラスに半分以上入っている。当たりどころが悪かった。

　テーブルの端にあったグラスが倒れて、ディーにオレンジ色の液体がどばっとかかってしまう。上着がびしょ濡ぬれだ。濡れてしまったにもかかわらず、ディーは満足げにぺったんこな胸を張った。

「……ディーはオレンジ味になりました」

　大好きなオレンジ味を身にまとってディーはご満悦だ。

「なりました……って。誇らしげに言うことか！」

「オレンジ美お味いしいから、ディーはパワーアップしたね」

「それはパワーアップじゃないだろ……まったく」

　ぶつくさ言いながら遊馬あすまはミニキッチンから布ふ巾きんを持ってきて、テーブルと床にこぼれたオレンジジュースを拭ふき取った。とりあえず床はオッケーだ。問題はオレンジ味になったディーである。

「このままじゃまずいな。着替え……着替えっと」

　タオルと自分のＴシャツをタンスから取り出し遊馬が振り返ると、ディーが、ばっ！　と両腕をあげて待機していた。

「なにをしてるんだディー？」

「……遊馬、脱ぎ脱ぎさせて」

「へ？」

　間抜けな返事をしながら遊馬はきょとんとする。

「……桂けいとお風ふ呂ろするときとか、脱がせっこするよ？」

「じ、自分でやるんだそれくらいは！」

「……ぶぅ」

　ディーが口をとがらせる。ディーの感情表現の豊かさに遊馬は驚きと嬉うれしさを感じるのだが、これからもっとディーは成長していって、要求も多くなっていって……かわいさを増していくのが遊馬には大いに悩ましい。

　このままでは理性がもたない。

「い、いいかディー。そういうのは女の子同士でやるんだ。けど、俺おれは男だろ？」

「……そうなの？　遊馬とはできないの？」

「そうだ。できないんだ」

「……そっかぁ。また一つ、ディーはお利口になりました」

　言うや否や、ディーは遊馬の前で脱ぎ脱ぎし始めた。

「待て待て待てぇい！」

「…………？」

　半脱ぎ状態でディーは首を傾かしげる。ぺったんこな胸にぴったりな小学生向けのブラが脇わき腹ばらの上あたりからちらりと見えた。遊馬あすまは顔を背ける。

「……遊馬。お話しするときはちゃんと相手の顔を見るんだよ？」

「すいません」

　思わず遊馬は敬語で謝っていた。そんな遊馬の背けた顔の方に、ディーが回り込んでくる。相変わらず半脱ぎ状態だ。

「……遊馬、待ってるよ？　ディーはどうしたらいい？」

　きょとんとしているディーに遊馬は返答できなかった。

「わ、わかった。脱ぎ脱ぎさせてやるから」

　遊馬は首を上に向けて天井を見ながら、ディーの上着をすぽんと脱がす。

「……脱げたよ」

「で、でだな、他ほかに濡ぬれてるところはないか？」

　タオルを手渡して遊馬は訊きく。ずっと天井を見上げている遊馬に、ディーも同じように天井を見上げて呟つぶやいた。

「……ここじゃお星様は見えないよ？」

「い、いいから拭ふいてくれ！」

「……うん」



    

  
    
      



    

  
    
      　もそもそとディーのツインテールが遊馬あすまの視界の下の方で揺れていた。

「……よいしょっと」

　何か白いものが天井にふわりと投げられた。それは……ブラジャーだ。ぺったんこさん用のブラジャーにはオレンジ色の染みがついていた。

「な、投げるな！」

「……あッ……うんと、えっと……気をつけるね」

　おそらく誰だれかの影響なのだと遊馬は思う。こんな風に豪快に下着を脱ぎそうなのは……エリザあたりだろう。遊馬は極力視界を下げないように上を向いたままシャツをディーに手渡そうとした。

　ディーはばっと両腕をあげている。

「……遊馬、着せ着せして」

「するかッ!!」

「……残念」

　ディーは遊馬の死角でシャツを頭からすぽんと被かぶった。Ｔシャツ少女の完成だ。

「……着られました」

「おう、え、えらいぞディー」

　ようやく首を元に戻して、遊馬は安あん堵どの息を吐く。が、その直後に硬直した。遊馬のＴシャツが大きめなので首もとに余裕がありすぎるのだ。それに……胸のほとんどあってないような脹ふくらみの先の部分に遊馬はついつい目がいってしまう。

「……どうしたの？　シャツ変なの？」

「変じゃないが、このままだとディーの服にオレンジの染みが残るからな。早くランドリーに行くんだ」

「……まだ門限じゃないよ？」

「こ、こういう染みは早く洗う方がいいんだ」

「……うん。じゃあ、また明日ね」

　あっさりと承諾して、ディーは汚れた衣類を抱えると遊馬の部屋から出て行った。玄関の前まで見送ると遊馬はふぅっと息を吐く。

　ディーの背中は小川にかかった橋を渡って寮の玄関方面に消えていった。ドアを閉じて自室に戻ると遊馬は目を閉じる。深呼吸をしたところで……ドアがノックされた。

「なんだディー？　忘れ物……か？」

　ドアを開けるとディーではなく、そこにはアホ毛をゆらゆらさせた活発そうな少女が立っていた。

「な、なにかご用でしょうか鬼おに切きりさん」

「なんで声が震えてるのよ？　それに無駄に敬語なわけ？」

「いや、なんとなく」

　断りもせずにさつきは遊馬あすまの部屋に入ってきた。テーブルの前に座る。

「ちょっと！　お茶の一つもでないの？　あ、冷たいのがいいわね。熱いのはだめよ！」

「ったく、水道水でいいか？」

「麦茶くらいあるでしょ！」

　遊馬がしぶしぶ冷蔵庫を開けて、グラスに作り置きしてある麦茶を注ぐ。

「んで、何か用なのか？」

「用事がないのに来ちゃいけないの？」

「いけないとは言わんが……いや、いかんだろ。男女がその……なんつうか」

　口ごもる遊馬にさつきの目が輝いた。

「そ、そうよね！　男女が一つ屋根の下ってなんだか危険よね」

「なんで嬉うれしそうなんだお前は」

「別に嬉しがってないわよ」

　さつきは麦茶には手をつけず、遊馬のベッドの上にごろんとした。

「何を……してるんだ？」

「く、くつろいでるのよ！」

「顔をこわばらせてリラックスを主張するな」

　さつきの奇行に遊馬は腕組みすると首を傾かしげる。

「ちょっとあんた、そこに座りなさい」

「なんで命令口調なんだよまったく」

　遊馬はテーブルのそばに座らされた。さつきがぴょんと跳んでくる。遊馬の隣に座ってさつきは落ち着きのないまなざしで遊馬を見つめた。彼女の分身とも言えるアホ毛はしっちゃかめっちゃかに揺れまくっている。

「だ、だだだ……だっ……ぉ」

「なんだか既視感を覚えるんだが」

「え？　既視感ってなんのことかしら？」

「ついさっき、同じようなことがあったんだが……」

「気のせいじゃない？　あんた最近疲れてるのよ。ほら、ツーのこととかディーのこととかで。その点、あたしはあんたに負担をかけてないわよね？」

「負担はかかっていないが、プレッシャーは常時受けてるな」

「まるであたしがあんたの天敵みたいじゃない！　よ、よぅしそこまで言うんなら……抱きッ！」

　さつきは顔を真っ赤にさせて遊馬に抱きついた。

「なんでこのタイミングで抱きつくんだッ!!」

「天敵に捕食された気分はどうかしら？」

「ど、どうかしら……ってなぁおい、もしかして……見てたのか？」

　プレハブの窓に遊馬あすまの視線が行く。

「見てたってなに？　なんの話かさっぱりね。それより遊馬、このままだとあたしに食べられちゃうわよ？　反撃しなくていいのかしら？」

　蛇のようにアホ毛をくねらせるさつきに、遊馬は眉まゆを八の字にさせた。

「あのなぁ、反撃ってなんだ」

「なんだとはなによ！　そこまで言うなら……こうよ！」

　こちょこちょこちょこちょ。

　さつきは遊馬の脇わき腹ばらをくすぐり始めた。九月に入って夜は若干過ごしやすくなったとはいえ、暑がりな遊馬はＴシャツ一枚だ。

「お、おいいいいいいい！　や、やめッ！　あ、あば、あばばばばばば！」

「ほらほら、悶もん絶ぜつさせてあげるんだから！」

　遊馬はさつきに押し倒される。くすぐりには弱かった。幼い頃ころから桂けいに何度となくやられてきた遊馬だが、慣れるどころか……弱点になっている。

　遊馬が悶絶して身を反らせる……と、テーブルに足がぶち当たった。その衝撃で麦茶のグラスがごろんと倒れて遊馬に馬乗りになっているさつきの上半身がびしょ濡ぬれになる。

「ちょっと、なんてことしてくれたのよ！　む、麦茶味になっちゃったじゃない！」

　遊馬を解放してさつきは立ち上がった。

「し、知るかぁ！　今のはお前のせいだろ！　つうか麦茶味って……」

　このあとの展開もなんとなく遊馬には読めてしまう。

　さつきはばっ！　と両腕をあげた。

「ほら、脱ぎ脱ぎさせてよ！」

「させるかッ!!　つうか、どうしてこうなるんだ？」

「どうしてって……そんなの……き、決まってるでしょ」

　あげていた腕を降ろしてさつきはうつむいた。威勢のよかったアホ毛もぺたんと垂れ下がる。

「あたしはディーにはなれないけど……あんたと……ディーみたいに……バカ……バカバカバカバカバカバカバカバカ―――――――――――――――ッ!!」

　顔を真っ赤にさせて、さつきは腕を振り上げると遊馬にビンタをお見舞いしたあげく、麦茶味のまま部屋から飛び出すように出て行ってしまった。

「おい待てってばさつ……き」

　追いかけようと遊馬は立ち上がる……のだが、さつきは寮の方にあっという間に走り去っていった。寮の中に入られると、遊馬にはもうどうしようもない。門限など関係なく、寮舎は男子禁制だ。

　プレハブの外に出たところで、遊馬あすまはがっくりと肩を落とした。



　翌日、遊馬はディーとさつきと桂けいと一緒に登校したのだが、ツーの姿はみられなかった。

　桂とは学年が違うため途中でわかれ、教室についてから改めて遊馬は確認した。

「なあさつき、ツーはいないのか？」

「し、知らないわよ！　あたしにきかないでよ！」

　さつきは顔を真っ赤にさせている。昨日の逃亡からまともに遊馬の顔を直視できなくなっていた。遊馬は諦あきらめ気味に視線をディーに向ける。

　ディーも首を小さく左右させた。

「……ツーちゃんいなくなっちゃった」

　ツーの行方不明はディーを真ま似ねたのかも……と、遊馬は頭を抱える。教室にもいない。一足早く登校しているんじゃないかという、遊馬の希望的観測は打ち砕かれた。

「電話にも出ないんだよな。メールも届いてるのかわからんし」

　先日ディーを見つけることができたのは、ツーがディーのコンビニでの買い物履歴を見つけてくれたおかげである。そのツー本人が消えてしまった。

「べ、別に……いいじゃない。捜しにいかなくたって」

　さつきが小さく呟つぶやいた。

「んなこと言っても、ツーはディーの妹なんだし……」

「ツーはしっかりしてるし、きっと大丈夫よ」

　遊馬もその点に関しては、さつきの意見に同意していた。だからディーの時のような焦りはない。

「……ディーはしっかりしてない？」

「いやいやいや、そういう意味で言ったんじゃないぞ。ただ、ツーはその……」

「……ツーちゃんはディーを見つけてくれるくらい、方向とかわかるから大丈夫だよね」

「そ、そそそそういうことだ！」

　遊馬は逆にディーにフォローされてしまった。とはいえ、このままにしておくわけにもいかないのは確かである。

　予鈴が鳴り、それに合わせて草くさ壁かべが教室に姿を現した。教壇の前に立つなり口を開く。

「えー、みなさんにお知らせです。先日、このクラスの仲間になったツーさんですが、ラボで長期メンテナンスが必要となり、しばらく登校できなくなりました」

　さらりと重要なお知らせをする草壁を、遊馬が苛いら立だたしげに教室の前に歩み出て睨ねめつける。

「そういう重要事項を毎回さらっと流すように言うな」

「あれ？　厳島いつくしま君、どうしたんですかそんなに怖い顔をして」

「ツーをどうしたんだ？」

「どちらかといえば開発者よりの魔装士でもある私は、もちろんラボにも顔が利きますけれど……ツーさんの開発は上層部直ちよつ轄かつの研究チームですからね。あ、ちなみにツーさんの魔力吸収システムで吸収した魔力を蓄えておく魔力電池は、私が開発したものなんですよ。どうです？　先生ってすごいでしょ？」

「話をそらすな！」

　遊馬あすまにくっつくようにディーも教壇の前に立った。じっと草くさ壁かべを見つめる。

「……ツーちゃん帰ってこないの？」

「いいですか。間違っても奪還とか考えちゃいけませんよ」

「それは俺おれたちにそうしろっていうフリなのか？　そそのかしてるのか？」

　眼鏡めがねを指で押し上げてから草壁は首を左右させた。

「厳島君。あまり目立たないでください。貴方あなたは自分の才能と力に対して若干、いえ大いに無む頓とん着ちやくなところがあります」

　念を押されて遊馬は言葉を詰まらせた。力とは「黒」のことだとすぐに理解する。プロの魔装士以上の力を誇り「塔」のモンスターを操って、こちらの世界に攻撃を仕掛けてきた竜人ドラゴニア……その竜人を倒しモンスターの群れを消滅させたのは……遊馬とディーなのだ。

「だ、だけどあれは『塔』の中でしか使えないし……」

「使おうと思えば使えると思いますよ。ディーさんとの同調が限界値を超えることが条件のようですけど」

「……限界値？」

　ディーが聞き慣れない単語に首を傾かしげた。

「同調率が１００％を超えた状態なのですが……まぁ、ともかくツーさんに関してはこれ以上何もしないのがベストでしょうね。さあ席についてください。今日も『塔』は封鎖されていますから、退屈で平和な普通の授業です」

　草壁に追い払われて、遊馬はしぶしぶ引き下がった。



　ツーはガラスの棺ひつぎの中に眠るように横たわっていた。ラボの地下深くにある研究施設の中でも最高機密を扱うレベル９。そこがツーの生まれた場所だった。

　主動力である魔力吸収システムは停止されている。白衣姿の研究者たちはツーが完全に停止していると思い込んでいた。

　遊馬から吸収した魔力を、ツーは胸の奥にしまい込んだままだ。もしこれが研究者たちに見つかれば……なにか悪いことが起こるかもしれない。ツーはそんな恐れを抱いていた。

　遊馬の元に戻るためには、何もなかったように振る舞わなければいけない……そう、ツーは考える。ごまかしを実行に移した。

　ダミーのデータを走らせる。そのダミーの数値が研究室のディスプレイに表示され、研究者たちは吐息を漏らした。

　ディーのデータがツーのものと比較されるようにディスプレイに並ぶ。研究者の一人が呟つぶやいた。

「しかし、単独兵器の量産試作機とはいえ、タイプ２に監視をつけないというのはやはり無理があったのでは？」

「監視などつけてみろ……タイプ２のセンサーに発見されるのがオチだ。それよりタイプ１との比較データだが……」

「完成ですね、主任。すべて想定したデータを上回る数値です。タイプ２を量産して『塔』に送り込めば、失地回復なんて時間の問題ですよ」

「魔装士と魔装具の時代は終わり……ということか」

「なんだか寂しそうですね？　嬉うれしくないんですか？」

「昔を思い出してな」

「そういえば、主任はラボに転属される前はプロの魔装士だったって噂うわさがあるんですけど……本当ですか？」

「ああ……まったく、誰だれがそんな昔話をほじくり返したんだか」

「どうして研究者になったんですか？」

「仲間を……守れなかったんだよ」

「す、すいません。なんか……その……」

「気にするな。忘れてくれ」

「と、ともかく、これで魔装士が危険を冒さずに済むんですね？」

「そうなることを願っているよ。ただ、本当にこれでよかったのかとも……思うがね」

「主任がそんな弱気でどうするんです！　自信持ってくださいよ！」

「自信ってのはあまり持ちすぎても重荷になるもんなんだよ」

「自分は主任のこと尊敬してますし、やっぱりこの研究はすごいと思うんですけど……ところで主任、タイプ１はどうするんですか？」

「考えるのは上層部の連中だが……タイプ２で人型魔装具が完成したとなれば、これ以上のデータ収集は不要だからな」

「まだあの力について、研究できると思うんですけど」

「あんな力があるからこそ、このままにはしておけないだろうに」

「じゃあ、凍結するんですかね？　やっぱり」

「よくて凍結……ゆくゆくは解体だろうな」

「なんだかもったいないですね」

　二人の研究者の会話が聞こえていた。ガラスケースに横たわったままのツーの指が、ぴくりと動く。ツーの口元から呪じゆ文もんのように言葉が紡がれた。

「素体との再リンクを確認。起動準備に問題発生。自己修正プログラムにて対応。問題箇所をオーバーライド。システムオールグリーン。起動します」

　二人の研究者が目を丸く見開いた。ガラスケースの中の異変に視線が釘くぎ付づけになる。

「しゅ、しゅしゅしゅ主任!?　なんで動くんですかッ!?」

「まさか……暴走したのか？」

「主任やばいですよ！　こちらの制御プログラムを自分で書き換えてますッ！」

　ガラスケースに触れると、ツーは魔力を手のひらに集約した。ビシッ！　ビシビシッとケースに亀き裂れつが走る。

「強化ガラスなのにッ!?」

　助手が悲鳴をあげながらキーボードを叩たたき続けた。

「だ、ダメです！　主任ッ!!　タイプ２が自閉モードにッ!!　こっちのコマンド受けつけてくれませんッ!!」

　飴あめ細ざい工くのように強化ガラスは砕け散った。ツーは立ち上がろうとして引き戻される。首の裏にコードがつながっていた。そのコードは寝台に続いている。

　コードを引きちぎり、ツーは立ち上がった。じっと主任研究員を見つめる。

「驚いたな。自分で自分を変えられるなんて……まるで人間じゃないか」

「感心してる場合ですか主任！　上の人たちに知れたら大目玉ですよ！　っていうか、こういうパターンだと暴走した自律兵器って人間に牙きばを剥むくでしょ？　僕ら殺されちゃいますよ！」

「他ほかの研究員が非番でよかったな」

「僕はよくありませんてば！」

「すまん。主任と助手というのは一いち蓮れん托たく生しようだ」

　ツーがゆっくりと主任に歩み寄る。その前に助手が立ちはだかった。

「しゅ、主任！　主任は死んじゃいけない人です！　ここは逃げてください俺おれが……あぐッ……」

　無造作にツーは助手の側頭部にハイキックを放った。本気でツーが蹴ければ普通の人間の身体からだなど吹き飛ぶのだが……助手の身体はその場でガクッと床に崩れ落ちた。まるで格闘技の試合のＫＯシーンよろしく、ツーは助手を一発で気絶させる。

「私を……許してください」

　ツーは小声で呟つぶやいた。その一言に主任は低く唸うなる。

「許して……そうか……そうかそうかそうか……そういうことか。タイプ２……いや、ツー。君は自分で考えて行動しているんだな。何か、なすべきことがあるんだな」

「お答えできません。貴方あなたには……私の糧かてとなってもらいます」

　ツーの腕が主任の喉のどを握るように掴つかむ。

「吸収システム起動。接触による魔力の吸収を開始します」

　主任研究員の身体からだから魔力が吸い上げられる。

「こんな機能を……自分で……」

　全身から力が抜け落ちて主任も床に倒れ込む。ツーは研究用のコンソールに向き直った。コンソールのパネルに触れると、操作する。

「ラボのメインフレームに侵入しました。隔離エリアのロックを解除。レベル９までを開放します」

　研究室の分厚い自動ドアが開いた。ツーは歩き始める。その表情は冷たさすら感じさせないほど、無感情で無機質だった。



■第五次報告



　防衛プログラムを起動しました。これより「塔」に向かいます。さようなら。



    

  
    
      


第六章　ツーを止めろ！





　警備兵がラボの玄関前に待機していた。特殊部隊のような全身黒ずくめで全員が防弾ベストを装着し、サブマシンガンで武装している。ラボの建物を囲む壁を背に、三人一組のチームが六チーム。誰だれの顔にも緊張の色が濃かった。

　警備隊長が全員に指示を出す。

　ラボの建物正面にあるビルの屋上に、狙そ撃げき手しゆが待機していた。

「対象の足を狙ねらえ……」

「了解チーフ」

　短いやりとり……その無線を傍受してツーは呟つぶやいた。

「無線通信の暗号を解読。コードに割り込みをかけました。警告します。今すぐに武装を解除してください」

　狙撃手は無線からの声に耳を疑った。むさ苦しい男の声しか聞こえないはずの無線から、少女の声が響いたのだ。標的を拡大するスコープ越しに見た少女の口の動きと、少女の声がぴったり重なる。

　少女の身体が狙撃手に向き直る。狙撃手は恐怖を押し殺し、上官の命令に従った。

　足を狙ねらってライフルのトリガーを引く。ほんの一瞬の動作だが、少女は……ツーはその指の動きにぴたりと合わせるように反撃した。ツーの手のひらで魔力の光が爆はぜたかと思うと、直線距離にして三百メートル先で狙そ撃げき手しゆが構えていたライフルが、男の腕の中からはじけ飛ぶ。銃声が響くよりも速く、正確に魔力の光が標的を射い貫ぬいた。

　警備隊長は全員に指示を出す。

「撤収だ。俺おれたちの出る幕じゃあない」

　ツーがラボの敷地の外に出ると、複数確認されていた反応は波が引くように消えていた。それと入れ替わるようにして、男が一人……ビルとビルの間からゆったりとした足取りで歩み出る。そのまま男はラボの正門の前でツーの前に立ちふさがった。

　槍やりを片手にそっと呟つぶやく。

「メンテナンスと聞いていたんですが、情報に行き違いがあったみたいですね」

「用件はなんでしょうか？　草くさ壁かべ先生」

　ツーの視線が草壁をじっとスキャンした。

「学園ではしがない教師ですが、今日は魔装士協会のエージェントなんですよ。用件は……まあ、詳しく話す前に一つ、貴方あなたの優秀なセンサーで周囲をざっとスキャンしてみてください」

「複数の反応が遠ざかっています。速度から車両と思われます。先ほど狙撃手が配置されていた建物からも反応が消えました」

「結構。この周辺には私たち以外誰だれもいなくなりましたね。それでは本題に入りましょう」

　草壁は槍の切っ先をツーの顔に突きつける。

「私を停止させようというのですか？」

「ええ。貴方に内蔵されている魔力電池は私が開発したものですから。少しは責任を感じているんですよ。いいですかツーさん。これ以上ラボから離れれば、うっかりでは済まなくなります。かばいきれません。今の状況ですら貴方の立場は危ういのですから……大人おとなしく戻ってください」

　ツーは首を小さく横に振った。見上げるように草壁に告げる。冷たい視線だった。草壁の背筋に震えが走る。

「私は単独兵器として『塔』に赴おもむかなければなりません。任務遂行の障害となるものは徹底的に排除します」

「そう……ですか。わかりました。どうやら本気で魔装士協会と戦うつもりみたいですね……お相手しましょう」

　槍の切っ先を引くと草壁は構え直すのだった。



「とまあ、ここまではよかったのですが、私としたことがツーさんにこてんぱんにされてしまいました。皆さんをお呼び立てしてすいません」

　総合病院の病室で足の先から頭のてっぺんまで、包帯でぐるぐる巻きにされた草くさ壁かべが自じ嘲ちよう気味に笑う。ここまで大人おとなしく事情を聞いていた遊馬あすまは大きく息を吐いた。

「とまあ……じゃねぇだろ」

　病院に遊馬たちを呼び出した張本人は、包帯で巻かれた顔の上から眼鏡めがねをしている。個室に通されたのは遊馬だけだった。ディーたちは廊下で待機中だ。

「でも怪け我がの功名とも言うでしょう？　私がこうして病院に呼び出したおかげで、ツーさんと遭遇せずに厳島いつくしま君たちは助かったわけですから」

「結果論だろうが！」

　総合病院は「塔」が閉鎖されてからというもの、病室が満室になるということはなかったのだが……ある兵器の暴走によって、昏こん倒とうした学園の生徒たちで溢あふれかえっていた。

　ツーは草壁を撃破したあと、しばらくしてからふらりと学園に舞い戻ったのだ。授業中だった校舎の一ブロック丸ごとツーの被害にあってしまった。遊馬たちは草壁にこうして病院に呼び出され、ひとまず難を逃れたのである。

「エリザからの報告によると……ツーさんは魔力吸収システムのリミッターを自力で解除してしまったみたいですね。大気中の魔力を吸収するだけでなく、近隣にいる魔装士の才能がある人間から、まとめて魔力吸収をしたようです」

「分析はどうでもいい。ツーは……どうなるんだ？」

「どうにもなりませんよ。いえ、厳密に言えばどうすることもできません。幸い死者が出ていないのだけは救いですね。魔力を吸収された生徒も三日もすれば回復するでしょう。しかし……核ミサイルで虹にじ浦うら市ごと吹き飛ばしても、今のツーさんなら吸収した魔力を使って防御してしまうかもしれません」

　全身包帯姿にもかかわらず、草壁の口だけはよく動く。

「魔装士なら……どうにかできるのか？」

「私がこの通りですからね。まあ、ここまでツーさんが暴れてしまったら、ツーさんの量産化を推し進めていた人たちは戦々恐々としているでしょう。彼らがきっと対処しますよ」

「対処って……」

「破壊……するんでしょうね。彼女を破壊する方法があるならば……という前提条件がキツイですが。今回のツーさんの件、魔装士協会上層部が隠いん蔽ぺいするにはいささか騒動が大きくなりすぎました。破壊できないならもう、ツーさんの好きにさせるしかないでしょう。正直なところ……お手上げです」

　遊馬はぎゅっと拳こぶしを握る。

「なんかの間違いだろ？　ツーがこんな真ま似ね……するなんて。だってあいつはディーの妹なんだぞ？　そりゃ、自分自身を兵器だとか思ってるかもしれんが……最近はちょっとずつ変わってきてたんだ！」

「人間だって豹ひよう変へんしますからね。とりあえず私が知っている情報と、今後起こるんじゃないかという予想はこんなところです。ツーさんの現在の居場所や彼女がこれから何をしようとしているのかはわかりませんが……」

「俺おれがどうするのか、わかってて話してるんだよな？」

　遊馬あすまの怒りをはらんだ視線に草くさ壁かべはそっぽを向いた。

「先生としては、これ以上学園の生徒が危険な目に遭うのはちょっと困るんです」

「魔装士協会のエージェント的にはどうなんだ？」

　再び視線を戻すと草壁はじっと遊馬を見つめる。

「ツーさんを救えるとすれば、きっと貴方あなただけですよ……厳島いつくしま君」

　みるみるうちに遊馬の顔が赤くなった。

「恥ずかしい台詞せりふでごまかすんじゃねぇよ。ともかく、ツーは俺たちで説得する」

「じゃあ、よろしくお願いしますね。うまく説得できたら、あとのことは私に任せてください。大船にのったつもりでいいですよ。ハッハッハッハッハ！」

「うるせぇ……けど、そこらへんは頼りにしてる」

　背を向けた遊馬をベッドの上から草壁がもう一度だけ呼び止めた。

「おそらくツーさんと本気で戦う羽目になるでしょう。その覚悟はありますか？」

「覚悟は……してるつもりだ」

「あの力を使ってしまっては、元も子もありませんよ？」

「わ、わかってる！」

　遊馬の背中が震えていた。

「怖いなら止やめてもいいと思うんですけど」

「む、武者震いだ！」

「いつもいつも、押しつけてしまってすいません厳島君」

「申し訳ないと思うんなら、何か秘密兵器の一つや二つ出してやがれ」

　草壁の包帯に隠されている口元が緩んだ。

「その言葉を待っていました厳島君。エリザにこう伝えてください。『超同調』とね」

「ちょう……なんだって？　それが秘密兵器なのか？　べ、別に本当に出してくれんでも、俺たちで説得できるんだからな！」

「一言なんですから覚えてください。『超同調』です。それに私にツンデレられても困りますよ厳島君」

　コホンと咳せき払ばらいをしてから草壁は続けた。

「まあ秘密兵器といっても、どれほど効果があるかはわかりません。ここのところエリザにも協力してもらって……まだシステム自体、調整中なのですが。別にこういった事態を想定していたわけではありませんよ。実験材料に恵まれてラッキーなんてこれっぽっちも思っていませんから。ともかく、このシステムは魔装士不要論者な上層部の方々に、魔装士の可能性を見せつけてその必要性を説くために用意していたものなんです。『塔』の探索に自律式の人型魔装具だけではやっぱり危ういと私は思いますから……おっと、今のは全部聞かなかったことにしてください。こっちの話です。ともかくエリザには『超同調』とだけ言えばわかりますから」

「毎度、こうやって助け船を用意してくれるんだな？」

　背を向けたまま遊馬あすまは小さく息を吐く。

「私こそが真のツンデレキャラなんですよ」

「うるせぇッ!!」

　何かを振り切るように遊馬は肩で風を切って病室の外に出るのだった。



　病室から出て廊下を進むとロビーに突き当たる。そこでディーたちが遊馬の帰りを待っていた。ディーは今にも泣き出しそうな表情だ。

「……遊馬、ツーちゃん、本当に悪い子になっちゃったの？」

　ツーが学園の生徒たちから魔力を吸い上げたことをディーはずっと気にかけていた。

「ツーを止められるのは俺おれたちだけだ」

　さつきが腕組みしながら口をとがらせる。

「止めるって簡単に言うけど、相手はツーなのよ？　まともに戦えるわけ？　戦闘訓練でもこてんぱんにされたじゃない？　ま、あたしが加勢すればあんな風にはならないと思うけど」

　自信満々のさつきとは反対に、桂けいの表情は悲しげだ。普段の優しくてほんわかとした空気がすっかりなりを潜めている。

「お姉ちゃんが説得すれば、きっとツーちゃんも大人おとなしくなって……くれないかな？」

　ディーもうんうんとうなずいた。

「……ディーもツーちゃんとお話ししたいよ。ツーちゃんはディーが遊馬から逃げた時に、ディーのこと捜してくれたから。今度はディーが見つけてあげる番だから」

　ロビーの壁に背中を預けていた真しん悟ごが、もうすぐ読み終わりそうな文庫にしおりを挟む。

「ツーさんが理由もなくこんなことをするなんて、僕には信じられないな」

「俺だって信じたくない。けど……」

　放ほうっておけばツーは市内のどこかで、また魔装士や学園の生徒の魔力を無差別に吸収するかもしれない。説得が通じず、魔力吸収能力をツーが遊馬たちにも使ってきたなら……勝ち目はまずなかった。

「あのね遊馬君。僕は……これ以上ツーさんに何もしない方がいいように思えるんだ」

「なんでだよ!?　ツーに魔力を吸収されるのがオチだって言いたいのか？」

　真しん悟ごは首を左右させる。

「そうじゃないんだ。そうじゃないんだけど……ね」

「じゃあどうなんだよはっきり言ってくれよ！」

「いや、ごめんね。僕の思い過ごしさ。説得すればきっと上う手まくいくよ」

　真悟は涼やかに微笑ほほえむ。遊馬あすまは追及しようにも、この表情をされてしまうとお手上げだった。真悟は物腰は柔らかだが、妙に頑固なところがある。

「思い過ごしって……ともかく、まずはツーの居場所だが……まだ魔力を吸収しようっていうなら……ここに来る可能性だってあるわけだし」

　一時的に意識を失うほど魔力を吸収された学園の生徒たちも、時間とともに回復しつつある。その回復のタイミングを見計らってツーが病院を襲撃することは十分に考えられた。

　ほかにツーが行きそうな場所が遊馬には思い浮かばない。

　重苦しい空気が支配する。誰だれの表情も暗かった。遊馬たちが難しい顔を突き合わせているロビーのエレベーターのランプが点灯した。全員の視線がそのランプに自然と集まる。

　エレベーターは一階からあがってくると、この階で止まった。チーン！　という音とともに扉が開く。

　少女の高笑いが陰気なロビーに響き渡る。院内ではお静かに……という張り紙などどこ吹く風だ。

「オーッホッホッホッホ！　わたくしのことをすっかりスルーして楽しい学園生活に浸っていた罰ですわね！」

「……病院は静かにしなきゃだめだよ」

　さっそくディーにツッコミをいれられたのだが、エリザは嬉うれしそうに目を細める。

「あはん♪　ディーさんに叱しかられるなんてわたくし的にはご褒ほう美びですわ」

　身体からだをくねらせつつエリザがエレベーターからロビーにやってきた。遊馬がじっとエリザを見据える。

「草くさ壁かべ先生の見舞いか？」

「あら、そんなわけないでしょう？　それより、草壁のクズ野郎に話を聞いたのでしたら、もう把握していますわよね？　うふふ、貴方あなたのようなケダモノで外道な方と会話する間、こうしていないとわたくし正気を保てませんの」

　そう言いながらエリザはそっとさつきの背後に回り、スカートの上からさつきのお尻しりをなで回した。完全な不意打ちにさつきのアホ毛がビンッ！　と天を衝つく。

「あ、あんたごく自然な素振りと手つきでなにしてくれるのよ！」

　慌ててさつきがエリザの手を払いのけ、壁を背にお尻を防御した。

「違いますわ誤解ですわ。スカートのお尻のところに糸くずがついていましたのよ♪」

「目が泳いでるわよ！　で、なんか有益な情報はあるんでしょうね？　ツーの居場所とかわかったんなら白状しなさいよ！」

　エリザは人差し指をたてると自分の唇にそっとあてた。

「今回、主に用事があるのはわたくしの心のアイドルなディーさんと、そこのケダモノ一号ことディーさんの付属物ですわね」

　さつきが遊馬あすまを憎らしげに見つめた。

「なんで俺おれがそんな殺意の波動に目覚めたような視線で睨にらまれねばならんのだ」

「いつもあんたばっかり特別扱いじゃない！」

「俺だって好きで特別に扱われてるわけじゃねぇ」

　ぶっきらぼうにさつきに告げてから、遊馬はエリザに向き直る。

「ま、それはそれとして……ツーさんがどこに向かったのか予測がつきましたわ」

「居場所がわかったのか!?」

　思わず遊馬はエリザに掴つかみかかるような勢いで一歩踏み出した。瞬間、エリザがバックステップで遊馬と距離をとる。

「わたくしの半径一メートル以内に侵入したら、殺しますわよ外道！」

「お、おう……すまん」

　エリザの男嫌いは相変わらずだ。

「すまんで済んだら防衛省と核のスイッチは要りませんわ！」

　さつきがたまらず声をあげる。

「さっさとツーの居場所を教えなさいよ！」

　桂けいも真しん悟ごもエリザの動向に注目していた。全員の視線を一手に受けてエリザは美しく長い黒髪をさらりと耳にかけるように持ち上げる。病院の消毒液の匂においが、一瞬だけフローラルなシャンプーの香りに置き換わった。

「居場所についてはわかりませんけれど……魔装士協会の『塔』管理システムがいきなり改ざんされましたの。こんなことができるのはツーさんだけですわ」

「改ざんって……なんだ？」

　遊馬がぽかんとしていると、ディーがすかさず説明した。

「……海の幸だよ」

「そりゃ海産物だろディー」

「……違う？」

「たぶん違うな」

　ディーと遊馬のやりとりにエリザは眉まゆを吊つり上げる。

「コンピューターのシステムを書き換えられましたの！　しかも、こちらで上書きできないように再設定まで……ツーの性能はスペックを完全に逸いつ脱だつしてますわね。おかげで『塔』の管理システムの復旧に手間取っていて……」

　さつきが真剣なまなざしで腕組みしながら口を開く。

「それで……どうなったのよ？」

「封鎖されていた『塔』への転送門が稼働してしまいましたわ。レベル３地域に転送可能状態になっていますの」

　遊馬あすまが眉み間けんにしわを寄せた。

「ツーは『塔』に行こうとしてるのか？」

「ええ。魔装士協会上層部の連中は転送門のある神殿を空っぽにして明け渡すつもりですわね。ツーさんによって門は開きっぱなしですけれど、あと数時間もすればツーさんが書き換えたシステムも復旧しますわ。ツーさんがあちらに向かったのをいいことに、そのま『塔』の中にひとまず封印しようという魂こん胆たんが見え見えですわね」

「ツーはもう『塔』の中なのか？」

　遊馬がもう一歩エリザに踏み込みかけて自制した。

「それが『塔』への門を開いてから、まだツーさんが転送されたっていう報告は来てませんの。その報告があがってくるのは時間の問題でしょうけれど……」

　さつきがエレベーター前にやってくるとボタンを押した。

「なら簡単ね。神殿で待ってればツーには会えるんでしょ？　こんなところでもたもたしてないで転送門に急ぎましょ！」

　思い立ったが即実行のさつきを、ディーはとてとてと小ガモのように追いかけた……のだが、エリザがディーの手を握ってさつきについていかせない。

「……エリザちゃん、離して」

「そうはいきませんわ。ディーさんと外道はわたくしと一緒に来てもらいましてよ」

　エリザのいきなりの申し出にさつきが吠ほえた。

「ディー抜きでツーを止めろっていうわけ？」

　桂けいも眉まゆを八の字にさせて困惑する。

「えっと、確かにディーちゃんはツーちゃんと戦えないと思う……けど、いいのかな？」

「あら、外道はまだ話していませんでしたの？」

「話すって……あ、ああ。さっき草くさ壁かべ先生が言ってたやつか」

　遊馬は草壁から聞かされた「超同調」のことを思い出した。エリザが病院にやってきたのは、なにもツーの動向を知らせるためだけではないようだ。

「時間がないなら、俺おれとディーもすぐにでも転送門に行った方がいいんじゃないか？　もしシステムが復旧したら『塔』への道は閉ざされちまうんだろ？」

「確かにそうですけれど、復旧に当たっているのはわたくしと旧知の仲の女史ですから多少は遅延工作もできますわね。それよりも、問題はツーさんが『塔』に入ってから遠くに移動してしまうケースですわ。あまり遠くに行かれてしまっては、今のわたくしたちに捜しようはありませんもの」

　遊馬あすまはぐうの音も出なかった。エリザは追い打ちをかける。

「それに模擬戦でツーさんにフルボッコされた口がよくおっしゃりますわね。ともかく、外道とディーさんはわたくしが責任を持って預かりますわ！」

　自慢の黒髪を手でもてあそびながらエリザは微笑ほほえむ。到着したエレベーターの開くボタンを押したままさつきが吠ほえた。

「あんたに任せるのすんごぉおおおおおく心配なんだけど！」

　真しん悟ごがチェロケースを担いでエレベーターに乗り込んだ。じっとエリザを見つめる。

「な、なんですのそのいやらしい視線は！　セクハラで訴えますわよ！」

「僕らは『塔』でツーさんが遠くに行かないよう、時間を稼げばいいんだね？」

　微笑む真悟にエリザはコクコクと二回うなずいた。あまりに聞き分けがいいのでエリザは拍子抜けしたように目を丸くさせている。

「そ、その通りですわ。しっかりと釘くぎ付づけになさい」

　さつきが桂けいをエレベーターへと引っ張り込む。桂はされるがままだった。

「あんたに任せるのは心配だけど、あたしたちがやるべきことははっきりしたわね！」

「エリザちゃん……あっちゃんとディーちゃんのこと、頼んだよ？」

　詳しい説明はしていないのに、さつきと桂もエリザを信じていた。

「何も聞きませんの？」

「詳しい事情を聞いてる時間はないでしょ？　ま、あたしと桂と真悟の超優等生トリオを前にすれば、ツーだって戦意喪失して白旗あげるわよ♪」

　お気楽に宣言してからさつきはエレベーターの閉じるボタンをプッシュした。扉が左右からゆっくりと閉まっていく。遊馬が声をあげた。

「お前ら……無む茶ちやすんなよ」

「あんたの出番なんてないわよ！」

　さつきはあっかんべーをしてみせた。扉が閉まりエレベーターが一階に降りていく。

「……遊馬、ディーたちはどうするの？」

　不安げにディーが遊馬の手を握った。普段よりもその手は冷たく……かすかに震えている。遊馬はギュッと握り返した。すると、震えが収まりじんわり手のひらに温ぬくもりが戻ってくる。

「エリザと一緒に行くしかなさそうだな……で、エリザに質問なんだが、さっき草くさ壁かべ先生から聞かされた『超同調』ってのはなんなんだ？」

「口で説明するのは難しいですわね」

　エリザがエレベーターの上に向かうボタンを押した。

「上って、この上にあるのは病室だろ？」

「屋上にヘリを要請してありますわ」

「……ヘリ？　へりたこぷー？」

　ディーはぽんやりとした顔で天井を見上げている。

「ヘリコプターですわ♪　あらディーさんってばかわいいですわね！　食べちゃいたいくらい♪　これからいっしょにちょっとした空中散歩ですわ。外道がいなければ最高ですのにもったいない」

　エリザに手を引かれてディーがエレベーターに乗る。遊馬あすまもそれに続こうとしたのだがエリザは閉まるボタンを押した。

「外道は階段で追いかけてくださいませ。このエレベーターは女性専用になりましたわ」

「緊急事態なんだろ無む茶ちや言う……なッ!?」

　問答無用でドアは閉められ、エレベーターは遊馬を残して屋上階に上っていってしまうのだった。



　総合病院を出たところで、真しん悟ごはチェロケースから巨大な斧おのの魔装具を取り出した。意識して同調率を高める。普段から魔装具を持ち歩くだけで身体能力は強化されるのだが、こうして手にした方が格段に力が向上した。

「ここから転送門のある神殿まで、走った方が早くつきそうだね」

　桂けいもさつきも首を縦に振った。市内でおおっぴらに魔装具の力を使うのは禁止されているのだが……病院の外はまだ昼過ぎだというのに、深夜のように静まり返っている。さつきがケータイ端末でニュースを確認した。

「なるほどね……『塔』から半径二キロの範囲に避難勧告が出てるわ。原因は送電関係のトラブルってことになってるけど……これって明らかに嘘うそよね？」

　真悟が小さくうなずいた。

「桂さんもいいかな？」

「準備オッケーだよ真悟くん」

　真悟を先頭に三人は走り出す。

　そんな三人の上空をヘリが通り過ぎていくのだった。



　ほどなくして真悟たちは神殿に到着した。転送門の使用が制限されてからというもの、神殿はサブマシンガンなどで武装した警備兵が常駐するようになっていたのだが……周囲に人の気配は皆無だった。警備兵は全員、この場所を放棄して撤収したらしい。

「誰だれもいないとなんだか不気味ね」

　さつきが愛用の鞭むち――蛇姫サーペントを片手に神殿内部に一番乗りした。

「さつきちゃん……戦う気満々みたいだけど、わたしたちはツーちゃんの話を聞きにきたんだよ？」

「わ、わかってるわよ！　けど、ツーが本当に暴走してるっていうなら……あっちは問答無用でしょ？　学園の生徒の魔力を吸い取るなんて……ディーなら絶対にしないわよ」

　怒気で鼻息も荒いさつきに、桂けいは反論できなかった。真しん悟ごが落ち着いた口調で告げる。

「ともかく本人に聞いてみよう」

　薄暗い神殿内の奥に光の柱が立っていた。光の柱は転送門が起動した時の証あかしだ。

「タッチの差だったみたいね」

　さつきたちが転送門の魔法陣までたどり着くと、光の柱はすぅっと消えた。桂が近くのコンソールを確認する。

「行き先はレベル３地域の……砂丘みたい。このままの設定でもう一度転送門を起動すれば、ツーちゃんを追いかけられるよ？」

　対面を前にして桂は心配と憂いが混ざったような複雑な表情をしていた。

「もちろん行くに決まってるでしょ！」

　桂はメモ帳を取り出すと、遊馬あすまに宛あてて走り書きをしてからメモを破ってコンソールの上に残した。転送門の起動をタイマーでセットして魔法陣の上にあがる。さつきも真悟も準備を終えていた。

「ツーさんと戦闘になった時の作戦はあるかな？」

　真悟がさつきに確認する。

「ツーの攻撃は両手から出る光線ね。足を止めずに常に動き回って狙ねらいを絞らせないこと……それくらいだわ」

　桂はうつむいてしまった。

「なんでツーちゃん、こんなことしたんだろ」

　遊馬のことを好きになりかけていたツーの豹ひよう変へんが、ずっと桂の心の中で引っかかったままだった。

　三人を光の柱が包み込む。まぶしい光が止やんだかと思うと、さつきたちの目の前に……茶褐色の巨体がどすぅうんと倒れ込んだ。砂煙が舞い上がりさつきは軽く咳せき込こむ。細かい粒子の砂のせいで、視界が黄色い霧で覆おおわれた。涙目になりながらさつきは蛇姫サーペントを構えて警戒する。

　一陣の風が砂煙を吹き飛ばした。視界が良好になったところでさつきは眼前の状況に絶句する。

　サンドドラゴンの巨体が小山のように横たわっていた。そのドラゴンはクリーム色のつややかな鱗うろこに全身を覆われており、どっしりとした四肢を持つ砂丘の王者だ。翼は退化して空を飛ぶ力は失ったが、重厚な見かけによらず砂の上を泳ぐように移動する機敏さを持ち合わせていた。

　レベル３地域では屈指の大型モンスターであり、基本的に学園の生徒が遭遇した場合、極力交戦を避けるように言われている。

　さつきたちの目前でその巨体が光の粒子になって消えた。ボウリングの球ほどもある、くすんだ色の魔力結晶がごろんと転がる。

　それは一つだけではない。砂丘のあちこちに大小様々な魔力結晶が落ちているのだ。そして、その数は今も増え続けていた。さつきが呟つぶやく。

「どうやら……まだこの近くにいてくれたみたいね……ツー！」

　魔力の光が砂の地面を切り裂くように走った。砂丘には砂の中を泳ぐ魚のようなモンスターも生息しているのだが、砂の海を割るように走った魔力の火線に、砂魚の群れが一網打尽にされる。

「派手にやってるわね……ここらへんのモンスターを根絶やしにしようっていうのかしら？」

　さつきは息を呑のんだ。砂丘には隠れられる場所もない。それだけにツーの姿を見つけるのは容易たやすかった。

　砂丘の稜りよう線せんに立ってさつきが声を張る。

「ツー！　そこまでよ！　っていうか、あんたなにしてんのよ？」

「周辺地域の敵の掃討を確認しました」

　ツーはさつきには見向きもせず、ぽつりと呟いた。そのまま歩き始める。

「探索を再開します」

「ちょ、ちょっと待ちなさい！」

　攻撃してくる可能性も考慮して警戒していたさつきだが、ある意味拍子抜けだった。歩く速度はそれほど速くもないため、さつきたちはツーに駆け寄った。砂に足を取られて走りにくいものの、すぐにその背中が大きくなった。

「おいついたよツーちゃん！」

　桂けいがツーの前に回り込んだ。ようやくツーは足を止める。

「何かご用ですか？」

「ご用もなにも……ね、ツーちゃん帰ろう？」

「それはできません。私は探索任務の最中です」

　さつきも桂と並んで吠ほえる。アホ毛は早くもビンッと警戒モードになっていた。

「探索って……なんで学園の生徒を襲ったのよ？　まさか探索に必要だからとか言わないわよね？」

「肯定します。『塔』内の大気中にも魔力が存在しますが、探索を円滑に進めるために事前に魔力の補充を行いました」

　ツーは無表情のまま軽く会釈をした。さつきは苛いら立だたしげに鞭むちの柄を握りしめる。口元を結んでさつきはツーを睨にらみつけた。

「そんなことしていいと思ってるの？　死人こそ出なかったけど……あんたのせいで病院は満員御礼状態よ！　自分がやってることがあぶないって認識できないわけ？　人に迷惑かければ、あんた自身だってあぶなくなるのよ？」

「私の戦闘能力はすでにプロの魔装士を凌りよう駕がしました。なんぴとたりとも私に危害を加えるのは不可能です」

　アホ毛が天を衝つきさつきは涙をにじませながらもう一度吠ほえた。

「あたしが言いたいのはそういうことじゃないわよ！　あんた、戻ってこられなくなるわよ。この『塔』の中から出てこられないようにされちゃうのよ！　そうしたらもう、ディーにも会えないのよ？」

「タイプ１との性能比較テストは終了しました。問題ありません」

　さつきは左手に鞭を持ち替え……瞬時に右腕を振り上げる。

「バカッ！　聞き分けなさいよ！」

　目を覚ませと言わんばかりの平手打ち……が、振り下ろされる直前でツーはさつきの動きに反応した。振り下ろされた腕を掴つかむとひねり上げるようにしてから投げ放つ。

「――――ッ!?」

　さつきの身体からだが宙に舞った。

「敵対行動を確認。警告。これ以上の探索の妨害を行う場合……排除します」

　空中で身を翻ひるがえしてさつきは難なく着地する。苦虫を噛かみつぶしたような表情で、ツーを見据えてさつきは蛇姫サーペントを右手に持ち直した。ヒュン！　と鞭が空を切り砂の地面を軽く穿うがつ。舞った砂すな埃ぼこりが砂丘を吹き抜ける風に溶けて消えた。

「ほんと、かわいくないわ！　いくわよ桂けい！　真しん悟ご！」

「え、えっ……でも……」

　迷う桂とは対照的に、真悟は十字架のような意匠の施された巨大な斧おのを肩に担ぎ上げた。

「相手がツーさん……だからこそ、本気でいかないといけないね」

　普段は細めている瞳ひとみを見開いて、真悟は担いだ斧を振り上げる。それだけで溢あふれ出た魔力の波動が大気を揺らしてゴゴゴゴゴ……と音を立てた。

「交戦の意志を確認。排除します」

　ツーの両手に魔力の光が集約する。スカートが魔力ではためいた。光が集まるほどツーが発する圧力は強くなる。学園の生徒の中でもとりわけ濃厚な戦闘経験をしてきた三人でなければ、ツーの魔力に圧されて気を失っていたかもしれない。

　向かい風のような魔力を受けながら桂が口をへの字に結ぶ。

「ツーちゃん……わかったよ。説得できないなら……お姉ちゃんが胸を貸してあげるんだから！」

　三人が三方向に散った。ツーを中心に間合いを取る。ツーは両手の魔力を放つと同時に、くるんとその場で一回転した。まるでダンスでも踊るようで、スカートがふわりと遠心力で持ち上がった。愛らしい仕草……だが、それは三人への攻撃だ。

　ツーの手のひらから伸びた光線は、魔力でできた巨大な刃やいばを成していた。片方を真しん悟ごが斧おので弾はじき、もう片方を桂けいが刀で受け止めた。真悟はまだ余裕があったのだが、桂はぎりぎりで踏みとどまっている。ツーの視線が真悟に向いた。

「やはり危険な存在でしたね」

「僕を評価してくれてたってことかな？」

　桂に受け止められていた魔力の刃を消すと、ツーは真悟が受け止めているもう一方に魔力を倍、注ぎ込んだ。水晶のように透き通った輝く魔力の刃が二回りほど大きくなる。輝きもいっそう増して、ダイヤモンドのようにキラキラと美しい。

　その美しさに見とれている余裕は真悟にはなかった。

　ダイヤの巨剣を天に向けてからツーは無造作に真悟に叩たたきつける。

　ギュイイイイイイイイイイイイイイイン！　と魔力のぶつかり合いがエフェクターをかけたエレキギターのようにうなりをあげ、青白い火花が激しく散った。まるで爆発でも起こったように、真悟を中心にクレーターができあがり砂が雨のように降り注ぐ。

「し、真悟くんッ!?」

　桂は開いた手を伸ばし駆け寄ろうとしたのだが、砂に取られたように足が動かない。動けなかった。二人の間に入っても、今の桂には止める術すべがない。真悟の邪魔になりかねない……そう桂は直感した。

　桂が魔装士として優秀だからこそ、レベルの桁けたが違うツーと真悟の戦いに参加できないのだ。

　真悟はなんとか斧でツーの一撃を受けきった……のだが、真悟の足が臑すねのあたりまで砂丘に埋まった。

　真悟とツーは互いの刃をまみえたまま、一瞬ぴたりと静止する。

「さすがだね。ディーちゃんの妹っていうのは伊だ達てじゃないか」

「訂正してください。すべてにおいて私はタイプ１の上であり、私は彼女の妹だから強いのではなく、私は私だから強いのです」

　真悟の巨斧の刃にダイヤの刃が食い込んできた。大きさや見た目だけでなく、硬度も威力も最初の一撃とは段違いだ。

　ツーが刃を引き……再び巨剣を天に掲げる。

「あたしがいるのを忘れてるわね！」

　ツーの掲げた手首にさつきが鞭むちを巻きつけた。ツーは腕をぶんぶんと振るう。さつきは鞭むちを手にしたまま、ツーの動きに引きずられて砂丘を転がった。硬い地面に叩たたきつけられるよりはマシで砂がクッションになったのでダメージはないのだが、頭から砂を被かぶるように転がり服の中が砂まみれだ。

「なんてバカ力なのよ！」

　たまらずさつきは蛇姫サーペントによる拘束を解く。真しん悟ごが立て直す時間を少しは稼げたかもしれないが、ツーの動きを止められない非力さにさつきは内心落胆していた。

　真悟に向けて再びダイヤの巨剣が振り落とされた。珍しく苦く悶もんの表情を浮かべる真悟。そのこめかみのあたりを冷たい汗が流れ落ちた。

　砂丘には日陰がなく、太陽は降り注ぎ暑い。空気は乾いて汗はかいた途端に蒸発してしまいそうだというのに、真悟は全身に冷たいものを感じていた。

　死の臭においを嗅かいだような恐怖を真悟は覚える。

「真悟くんッ！　これって……まずいよね……」

　真悟の苦戦に桂けいがたまらず刃やいばを返した。抜いた刀身に魔力を込めて、ツーに向かって走り込むと桂は全力で一いつ閃せんする。

「それでは私には届きません」

　ツーの冷たい言葉に桂は戦せん慄りつした。刃を返して峰みね打うちにしたことを後悔する。振るった刀はツーの身体からだに触れる前に、光の壁に遮られたのだ。光の壁を強打した反動を抑えきれず、桂の手から刀がはじけ飛んだ。手がしびれて一瞬、桂は棒立ちになる。

「桂ッ！　逃げてッ!!」

　嫌な予感にさつきが悲鳴をあげる……が、遅かった。ツーの左手が桂の喉のど元もとに音もなくすっと伸びる。

「直接接触による吸収を行います」

「ツー……ちゃん……やめ……て……だめ……だよ」

　がくんと桂の身体から力が抜けた。助けようとさつきが鞭を放つ。雷のように不規則かつトリッキーな動きでツーを打ち据えようとしたのだが……。

「攻撃の軌道をトレースしました」

　桂の身体をそっと離すとツーは紙一重でさつきの鞭を回避した。桂は眠るように砂の上に横たわる。さつきは目を見開いた。

「桂ッ!!　い、生きてるわよね？　まさか……殺したりしてないわよねッ!!」

　さつきが涙目になりながら鞭を連打した。そのすべてをツーは最小限の動作で避ける。釘くぎのように地面に打ちつけられた真悟が、埋まった足を砂から抜いて身構え直し、ツーに向かって走り込んだ。巨斧を振りかぶり突進の加速に質量という名の威力を乗算する。

「少し……強めに行くよ」

　ツーがさつきから真悟に向き直る。真悟はジャンプして太陽を背にしていた。両手持ちした斧おのを重力加速も利用しつつ、ツーに向けて振り落とす。桂けいのように峰みね打うちにする……といった迷いはない。ツーは両手に魔力を集めて光の壁を発生させた。

　真しん悟ごの魔力とツーの魔力がぶつかり合って、再び青白い火花を散らす。真昼の太陽の下であってもその火花は強く、激しく発光していた。

　真悟が仕掛けている間にさつきは桂に駆け寄った。倒れた桂の上半身を抱き上げる。

　桂は目を閉じたままだった。

「しっかりして！　桂ッ!!」

　さつきは桂の身体からだを揺するのだが、反応はない。ただ、小さく呼吸しているのだけは確認できた。

「真悟ッ！　桂、生きてるわ！　けど……」

「さつきさんッ！　お願いがッ！　あるんだけどッ！」

　右に左に、リズムを刻んで斧を振るい、ツーの防壁を打ち据えながら真悟が告げる。

「桂さんを連れてッ！　戻ってくれないかなッ!?」

「あ、あんた一人でどうすんのよ？」

「僕一人の方がッ！　戦いやすいんだよねッ!!」

「それって、あたしたちが足手まといって言いたいわけ？」

「うんッ!!」



    

  
    
      



    

  
    
      　普段は大人おとなしい真しん悟ごだが、単刀直入だった。それだけ余裕がないのだ。

「い、言ってくれるわね！　あんたも……むかつくわよ！　もう……ツーなんて放ほうっておけばいいじゃない！　探索したいっていうなら勝手にやらせればいいのよ！」

　さつきの悲鳴にツーがうなずいた。

「肯定します。私の任務の妨害をしないのであれば、危害を加える意志はありません」

「そんなことをッ！　したらッ！　君がッ!!　二度と手の届かないところにッ!!　消えてしまうよねッ!!」

「否定は……しません」

「僕はねッ!!　遊馬あすま君とディーさんにッ!!　約束したからッ!!　二人が来るまでッ!!　僕はここでツーさんをッ!!　足止めしつづけ…………るッ!!」

　がこん、がこん、がこん、がこん……。延々と責め手をゆるめず真悟は斧おののラッシュを続ける。瞳ひとみをしっかりと見開き、ツーを見据えて力強く斧を振るい続ける真悟に……ツーは反撃せず防御に徹していた。

「広域魔力吸収開始」

　ツーが呟つぶやくと、彼女の足下に魔法陣が生まれた。円形の魔法陣は砂丘に広がり、さつきと桂けいの足下にも届く。

「逃げてッ！　さつきさんッ!!」

　真悟は咄とつ嗟さに叫ぶのだが、さつきが桂を抱き上げたところでツーの能力が発動した。さつきの身体からだから力が抜けていく。

「ちょっと……なんなの……よ？」

　急激に魔力を吸い上げられて、さつきは桂の身体を支えられなくなり砂の上に突っ伏した。

「魔装具を手放すんだ！」

　巨大な斧を投げ捨て真悟は忠告したのだが、一足遅かった。折り重なるように桂とさつきが砂の海に倒れ伏す。

「戦闘不能を確認」

　広がった魔法陣はツーの足下に収束していった。ツーの身体から再び魔力が風圧のように発せられる。さつきと桂の魔力を得てさらに威力を増していた。

「まいったね。こんなに強いなんて……」

「諦あきらめていただけましたか？　もはやその巨大な斧の魔装具を使用できるだけの力はないと推測できます」

「ツーさんの言う通りだよ」

　真悟は上着に手をかけると脱ぎ捨てる。シャツの上に革製のハーネスを装備していた。背中側に真悟は手を伸ばす。

　そこにあったのは小型の手斧ちようなだった。

「けど……まだ、戦えるからね」

　ツーは冷たい視線で真しん悟ごを見据えながら、そっと開いた手のひらを真悟に向けた。魔力の光線を放つ銃口を突きつけながらツーは小さく首を傾かしげる。仕草はかわいらしいのに、その行動は兵器のそれだ。

「なぜ、そこまでするのですか？」

「逆に僕の方が聞きたいよ。なんでこんなことをするんだい？」

「探索が私の任務だからです。その遂行の妨げとなるものは排除します」

「僕にはまるで、虹にじ浦うら市で学園を襲撃するための理由付けとして言っているように聞こえるんだけど……正直に話してくれないかな。秘密は守るし……力になりたいんだ」

　真悟はそっと、意識を失った二人に目配せした。自分でリミッターを外せるようになったツーだが、学園でも今も魔装士の命を奪うまで魔力を吸収しない。自分でリミッターをもうけて、魔力の吸収に制限を加えているのだと真悟は推測する。

　そこに真悟は話し合いの余地を感じていた。

「障害は……排除します。周波数調整……モードＴ起動」

　一瞬、ツーが悲しげな表情を見せた。だが、すぐに元の人形のような生気のない顔立ちに戻ると、彼女は小さな右の手のひらから強力な魔力の火線を走らせる。その一撃が真悟の右大だい腿たい部ぶを打ち抜いた。魔力が電撃のように真悟の身体からだを貫通する。外傷こそないが、真悟の右足は感覚を失っていた。右足に受けた魔力の衝撃が全身に広がり、真悟は胸をおさえる。

「モードＴは対象物の内部に魔力の放電を行います。敵の魔装具の核となっている魔力結晶に深刻なダメージを与えることが可能です」

「魔力結晶にダメージ……そうか、僕の正体を知ってるんだね」

　真悟は苦く悶もんの表情を浮かべながらも倒れない。手斧を構え直す。

「私は人間を殺すことができません。安心してください」

「だから魔力吸収で気絶させてるのかな？」

「はい。ただ、貴方あなたのように吸収しきれないケースもあると学習しました。人間は殺せませんが、貴方を破壊することは可能です」

「その言い方、ちょっと傷つくな。僕は人間だよ」

　右足を引きずりながら真悟は間合いを詰める。が、その途中でツーは真悟の左大腿部を打ち抜いた。再び真悟の全身を電流のように魔力が駆け抜ける。

「――――ッ!?」

　声にならない悲鳴をあげて、それでも真悟は倒れない。

「これで行動不能になるはずです」

「行かせないよ……遊馬あすま君と約束したからね……」

「では、仕方ありません」

　魔力の光線が真しん悟ごの左肩に炸さく裂れつした。続いて右肩にも一撃が加えられる。それでも真悟は立っていた。一方的に攻撃しているツーの方が、真悟の得体の知れない力に戸惑いを隠せなくなっていた。

「理論値を超えています。理解……不能……破壊します」

　ツーが両方の手のひらを合わせて突き出し真悟の胸に狙ねらいを定めた。

　真悟は四肢から全身に魔力の衝撃が幾度も走り、胸の奥がふつふつと沸騰するように熱くなっているのを感じていた。

　すでに危険な状態で、この上直撃を受ければ真悟の心臓……魔力結晶は破壊されかねない。

　それでも真悟は笑う。

「ははは……よかった」

「なぜ笑うのですか？」

「時間も稼げたし、桂けいさんもさつきさんも無事だったからね」

「理解……不能ですッ！」

　真悟は目を細めた。その表情に恐怖はない。ツーが光線を放つ。その光線は真悟の目前で……爆はぜた。

　泡のような防壁が真悟の身体からだを包み込み、ツーの攻撃から真悟を守ったのだ。ツーの表情が再び曇る。

「来てしまったのですね」

　魔法陣のあるストーンヘンジから二つの影が姿を現した。

「ツー……お前を止めにきた」

「……ツーちゃん……もう、やめて」

「命令には従えません。私は現在、私の命令を最優先するようにプログラムされています」

　真悟の隣に遊馬は並び立つ。ディーもそのあとをついてきた。

「よかった。遊馬君……約束は守ったよ」

「真悟。遅れてすまん」

「ここらへんのモンスターはツーさんがみんな倒したみたいでね……しばらくは安全だと思うから……少し、眠らせてもらうね」

　遊馬が到着して一気に気が抜けたのか、真悟はばたんと砂地に倒れ込んだ。



    

  
    
      


第七章　姉妹





　三十分ほど時間はさかのぼる。

　旧校舎の昇降口から中に入るなり、エリザはディーの手をとって一階の奥に連れて行った。

「おいエリザッ！　そっちは開かずの間方面だぞ？」

　遊馬あすまが大型テレビが眠っているのでは？　と、なんとなくあたりをつけてはいたものの、ドアに鍵かぎがかかっていて入れない部屋が多くある。それが旧校舎一階の奥……遊馬が勝手に命名した開かずの間方面である。

「ええ、開かないようにしてましたもの。なにかの拍子にうっかり見つかっても困りますし」

　エリザがディーを連れて立ち止まった部屋のドアには、保健室と記されたプレートがかかっていた。エリザが鍵を開く。

「……ほけんしつ？」

「上層部には内緒で、こっそりこちらに移設しておきましたの」

　エリザが扉を開き、遊馬とディーは保健室に誘われた。そこには保健室によくある身長計や体重計、薬品の入った棚に白いカーテンで区切られたベッドなどなど……は、見あたらず、部屋の中央にデーンと巨大な棺ひつぎのようなものが置かれているだけだ。それは金属製のカプセルで、台座からいくつもの太いコードが延びて冷蔵庫のような業務用巨大コンピューターサーバーと接続されている。

　遊馬はじっとりとした視線をエリザに向けた。

「なんだ……この仰ぎよう々ぎようしい物体は」

「これが『超同調促進装置』ですわ」

「この中に入ればそれだけで強くなれるとでも言いやがりますか？　おいエリザ……切り札ってこんな棺かん桶おけなのか？」

　あきれ顔の遊馬にエリザは高笑いで返す。

「そのまさかですわ！　わたくしが草くさ壁かべの技術力を利用して調整しておきましたし、いつでも使えましてよ！」

「ともかく草壁先生の作ったものってことは……副作用は覚悟しておくか」

　以前、竜人ドラゴニアとの戦いでカートリッジタイプの魔力電池を草壁から託されたのだが、使いすぎて副作用でピンチに陥おちいった記憶が遊馬の脳裏によみがえる。

　だが、ここまで来て逃げるわけにはいかなかった。副作用くらいの代償ならあとでいくらでも払う……と遊馬は覚悟を決めた。

「時間が惜しい。とっととやってくれ」

　エリザは腕組みしながら憎らしげに遊馬あすまを見据える。イライラしているのかつま先で床をトントンと叩たたいていた。

「これは緊急事態だから超法規的に今回だけは見なかったことにして差し上げましてよ！　こんな外道と純情可か憐れんなディーさんを……うう、こんなに悔しいことはありませんわ」

「なんで怒ってるんだお前は」

　荒っぽくコンピューターのコンソールをエリザが操作すると、棺ひつぎの蓋ふたがスライドして装置は開放された。プシューッ！　っと、白いスチームが上がる。棺は一人用のカプセルベッドという雰囲気だ。このままコールドスリープでもして宇宙船に搬入されてしまいそうな雰囲気だった。

「そこに魔装士が寝て！　はい、とっととお入りなさい！」

「お、おう……」

　遊馬は促されるまま寝台につく。ウォーターベッドのような不思議な寝心地だった。

「つうか、寝てる場合じゃないんだが……」

「お黙りなさい外道！　それで、愛用の魔装具をカプセルの中に……い、入れますの」

「入れるってまさか……」

「……ディーも入るね」

　うんしょっと、ディーが寝台に転がり込んできた。狭いカプセルの中で密着状態だ。遊馬が顔を真っ赤にさせた。エリザが目をつぶってコンソールにあるキーボードのエンターキーを押す。

「変なことをしたら許しませんわよ！　ディーさんが許してもこのわたくしが許しませんわ！　絶対に！　絶対にぃぃぃぃッ!!」

　カプセルの蓋がガシャコン！　と、音を立てて閉まった。エリザの声も蓋が閉まるとまったく聞こえなくなる。しん……と世界が静まり返った。遊馬の視界は闇やみに覆おおわれる。ディーの吐息が間近に感じられた。くすぐったいような、こそばゆいような感触に遊馬の胸がドキドキと鼓動を速める。

「……遊馬とくっついてるね」

「おいこれで何がどうなるんだッ！　そもそも『超同調』ってなんなんだッ!?」

　訳もわからないまま遊馬とディーは密閉空間に閉じ込められてしまった。

「何をすりゃいいんだよ？　こんな状態で……」

「……遊馬、怖いの？」

「こ、怖かないが、早くさつきたちを追いかけない……と」

「……遊馬、なんだか……ディー……眠くなって……」

　カプセルが密閉されたかと思うと、二人の意識はあっという間に遠のいていった。



　白いカーテンが風に揺れていた。窓は開け放たれている。遊馬あすまはベッドの上にいた。いつものプレハブの見慣れた部屋が、オレンジ色の光に染められる。

　朝焼けなのか、夕焼けなのかわからない。部屋の時計の秒針は止まっていた。

　心地よい風が吹き抜ける。寝苦しい夏の夜が遠い昔のように思えた。ぼんやりと、遊馬の意識ははっきりしない。

　わかるのは、遊馬の身体からだを覆おおうタオルケットの手触りと……柔らかい小さな背中の感触だけだ。

「こんな夢を……見たような気がするんだが」

　背中を向けていたディーがころんと遊馬の方に向き直った。

「……遊馬……ここ、どこ？」

　慌てて遊馬は顔をあげて下を見ないようにする。

「わ、わわわわからん……夢なんじゃないか？」

「……夢？　二人で同じ夢を見てるの？」

　こうして遊馬に尋ねてくるディーも、遊馬が見ている夢の産物なのかもしれない。そう感じながらも遊馬はディーに返す。

「同じ夢を見るのが『超同調』っていうなら、これで強くなれたのか？」

「……ディーはもっと遊馬と一つになりたいよ」

「お、おい！　夢の中とはいえ、そういう危険な台詞せりふは……」

　ディーが遊馬に抱きついてきた。肌と肌の触れ合う感触に遊馬の心臓が破裂しそうになる。同じような鼓動を遊馬はディーからも感じていた。

　ディーが魔装具だというのを遊馬は忘れてしまいそうだ。触れ合ううちに、まるでディーと自分の身体が溶け合って一つになったような……。

「やばい……なんかやばいぞ……装置を止めてくれ！　エリザッ!!」

「……ディーは……遊馬ともっともっと……くっつきたい。遊馬は……嫌？」

「お、俺おれは……俺はディーの……保護者だからな」

「……ディーは遊馬のこと……好きだよ」

「俺だって……だけど……ディー。俺は人間なんだ」

「……？」

「いつかディーの前からいなくなるんだ。最後までいっしょにはいられない。俺は歳としを取って死んでいく。ディーを残して……だから、ディーのことを好きになったら、俺は苦しいんだ。好きになっちゃいけないって思うんだ。本当は俺は……パティシエになって、小さくてもいいから自分の店を持って……それで、ディーには看板娘になってもらいたいんだ。そんな風に……考えちゃいけないってわかってる。わかってるけど……」

「……ディーもだよ」

　遊馬あすまの腕の中で少女は微笑ほほえんだ。少し、悲しげな憂うような瞳ひとみで遊馬を見上げる。

「……ディーもね、わかるよ。遊馬とは違うから。ずっといっしょにはいられないから。けど、それでもいい……今だけでもいい……いっしょにいられるあいだだけでもいい……少しでも長く、そばにいて……いっしょに笑っていたいから」

「ディー。お前……」

「……好きだよ。遊馬」

　遊馬の目から一筋の涙が頬ほおを伝って流れ落ちた。

「俺おれ、なんで泣いてるんだ。格好悪いだろ……男なのに……」

　夢の中なのか現実のことなのか遊馬には曖あい昧まいではっきりしない。風に揺れていたカーテンがぴたりと動きを止める。オレンジ色の光が地平線に沈んで世界は再び漆しつ黒こくに包まれた。



　ガシャン……と、カプセルの蓋ふたが大きな音を立てて開いた。遊馬はディーをぎゅっと抱きしめていた。抱いたまま身体からだを起こす。ディーは遊馬に身体を預けていた。その頬に一筋の滴しずくが流れ落ちる。

　遊馬は吠ほえた。

「な、なんだよ今のはッ!?」

　起き上がって部屋の中を見回すと、エリザが頭をかきむしっていた。

「いやああああああああああああ！　システムエラーなんて……やっぱり草くさ壁かべがいないとダメじゃない！　このダメコンピューターッ!!　変質的プログラムッ!!」

　コンソールについているディスプレイをエリザがバンバンと叩たたいている。

「あの、ちょっといいかエリザ。結局何がどうなったんだ？」

「知りませんわ！　わたくしが調整しましたけれど、作ったのはあいつですもの！　失敗したならあいつの責任ですわね！」

「悪いことは全部草壁先生のせいなのか。いや、それには同意するんだが……」

　遊馬の腕の中で愛らしいまんまるな瞳をぱちりと開けて、ディーが呟つぶやいた。

「……もう終わり？」

「結局、機械が故障しちまったみたいなんだ」

「……ディーはね、嬉うれしかったよ」

「嬉しいって……まさかディーもあの夢を見たのか？」

「……ひみつ」

　カプセルの縁へりに手をかけてディーは外に出ると、遊馬に手をさしのべた。

「……行こう。遊馬……ツーちゃんが待ってる。説得しなきゃ」

「お、おう！　エリザ、お前はどうす……いや、いい」

　エリザはコンソールをいじくり倒していた。

「むきいいいい！　作った人間と同じで性根が腐った装置ですわね！　ここをこうして……エラーですってッ!?　信じられませんわッ!!」

「校庭にヘリが待機したままだよな。勝手に借りていくんで、文句は草くさ壁かべ先生に言ってくれ」

　ディーの手をとって遊馬あすまは足早に保健室を後にした。



　結局、何が変わったのかは遊馬にはわからない。もしかしたら何も変わっていないのかもしれない。ただ、心の中は静かだった。波一つ立たない鏡のような水面が、遊馬の中にすぅっと広がったような……不思議な感覚だった。

　ヘリに運ばれ神殿にたどり着くと、桂けいの残したメモに導かれて遊馬とディーはこの場所――レベル３地域の砂丘にやってきたのだ。

　桂とさつき、真しん悟ごは砂丘に倒れ伏し……ツーを止められるのはもう遊馬とディーだけだった。

　風が止やみ、青空には雲一つない。世界から音が奪われてしまったように静かだった。

「なあ、どうしてこんなことをしたんだツー？」

「すべては探索のためです。これ以上の議論を私は必要としていません」

　ツーは遊馬たちに背を向ける。

「魔力を推力に変換します。周波数調整……完了しました」

　両手を地面に向けてツーは呟つぶやいた。その身体からだがふわりと浮き上がる。魔力の風圧に指向性を持たせて調整し、ツーは即席でプログラムを書き上げ自分自身をバージョンアップさせたのだ。ディーには逆立ちしてもできる芸当ではない。

「……ツーちゃん、飛んだ」

「ぼんやり見てる場合か！　つうか、なんでもありだなツーのやつ」

　ふわりと宙に浮き上がったツーは、糸の切れた凧たこのように青空に舞い上がった。そのまま西に向けて飛行を開始する。

「……ツーちゃんを追いかけないと」

　遊馬は振り返った。さつきと桂はまだ意識を失ったままだ。このままにもしておけない……そんなところに、転送用魔法陣から人影が飛び出してきた。

「わ、わたくしを置いていくなんて酷ひどいですわディーさん！」

　エリザが肩で息をしながら砂を踏みしめ声を張る。ヘリを遊馬たちに持っていかれたため、魔装具と同調して全力疾走で追いかけてきたらしい。さすが魔装士協会のエージェントという迅速さだ。

　遊馬は笑顔になった。

「すまんエリザ！　あとは頼むッ!!」

「ちょ、ちょっとお待ちなさいッ!!　わたくしを便利に使っておいて、タダで済むと思っていますの？」

「桂けい先輩とさつきと真しん悟ごが命がけでツーを引き留めてくれてたんだ……ここから先は俺おれが……いや、俺たちががんばる番だからな」

　ディーも遊馬あすまの言葉に深くうなずくと手をぎゅっと握り返した。ツーが飛び去った方角へと二人は手をつないで走り出す。即席で組んだ飛行プログラムよりも遊馬とディーのスピードの方が上回っているようで、ツーとの距離は少しずつだが縮まっていった。

　空を見上げて遊馬はぽつりと呟つぶやく。

「なんでツーのやつ……最初から空を飛んで逃げなかったんだ？　桂先輩やさつきや真悟と……戦わなくても逃げきれただろうに」

「……きっと、ディーと遊馬を待ってたんだよ」

「待ってたのに、今こうして逃げるってのもおかしくないか？」

　遊馬の反論にディーは無言だった。ディーは難しそうに眉まゆを八の字にさせている。

　追走するうちに遊馬の息は切れ始めたのだが、それと同様にだんだんとツーも失速し高度を落とし始め……最後には地上に降り立った。

　上ばかり見て走り続けていた遊馬は、ツーが下りてくるまで風景の変化に気づかなかった。たどり着いたのは砂丘の果ての砂浜だ。

　水平線の向こうまで青い海が続き、空の青と海の青が混ざり合って境目がなくなっていた。潮の香りが遊馬の鼻孔をつく。

　海辺に降り立つとツーは二人に振り返った。

「……ハァ……ハァ……やっと、終点みたいだな？」

　軽く息を切らして遊馬がツーに呼びかけた。砂丘の寂しげな光景よりも、陽光にきらめく水面に押しては返す波の音が感じられる砂浜の方が遊馬には好ましく感じられた。

　理由も自分ではよくわからないのだが、遊馬はこの浜辺がツーの心の中と重なっているような気がした。綺き麗れいで静かで、それでも波の音がして……砂丘のような空虚さはないけれど……なんとなくもの悲しく寂しさを覚える光景だ。

「なぜ私についてきたのですか？」

　生気の抜けた瞳ひとみが遊馬に問いかける。

「勝手に暴走して勝手にいなくなるなよ」

「暴走などしていません。私は役目を果たしているだけです」

「その役目ってのは、一人で『塔』を探索することなのか？」

「それが人間を守るのに最良の選択なのです」

「だからって、何も知らない無関係な生徒から魔力を奪っていいわけじゃないだろ？」

「殺してはいません」

「お前なぁ……魔力が必要ならせめて俺おれに相談してからでも遅くないだろうに」

　ずっと淡々と受け答えをしていたツーが、一瞬だが返答を躊ちゆう躇ちよした。

「……貴方あなた一人で私を満たしてくれるのですか？」

「み、満たすとまではいかんかもしれんが……魔力の量だけなら自信はあるぞ！　使いこなせてないけどな」

「私には貴方は必要ありません。私には相性はありません。誰だれからでも魔力を吸収することができるよう、適応しました。もう……私の邪魔をしないでください」

　だんだんとツーの言葉に抑揚がつき始めていた。波の音が大きくなるように……水面が揺れてうねるように。

「このままだとお前は『塔』に閉じ込められちまうんだぞ？　それにこの広い『塔』の中のどこに行こうっていうんだ」

　ツーはスッと海の向こうを指さした。

「新大陸です。レベル８地域よりも先の世界……竜人ドラゴニアが送り込まれてきたであろう、我々にとっての転送門に相当するものがあると考えられます。その破壊も私の任務です」

「任務って……新大陸なんて聞いたことないぞ。それにたった独り……」

　寂しいんじゃないか？　と、言いかけた遊馬あすまの言葉をツーは遮った。

「寂しくなどありません」

　水平線を背負ったツーのツインテールが潮風に流されるように揺れている。ツーは静かな口ぶりで続けた。

「学園での魔力吸収によって、私の魔力電池は満たされています。『塔』内においてより効率よく大気中の魔力を吸収できるようパラメーターを調整しました。通常モードで百年間は今の能力を維持できます」

「できるできないの問題じゃねぇだろ！　虹にじ浦うら市に帰っても……俺が……守ってやる。誰にも文句は言わせない。だから帰ろう」

「守る……ですか？」

　ツーの瞳ひとみに、一瞬だけ光が戻った。

「そうだ！　お前もディーも俺が守ってやる。お前がやったことはいけないことだ。だからきちんと謝るんだ。それで謝って、ちゃんと許してもらったら……今度は迷惑かけたみんなのためになることをやろう。そのときはもちろん俺もディーもいっしょだ」

　ディーは遊馬の言葉に同意するように、何度も何度もうなずいた。

「……ツーちゃん。悪い人たちがツーちゃんを責めても、ディーはなにがあっても、ずっと、ずーっと絶対にツーちゃんの味方だよ」

「タイプ１……貴方のそういうところが……嫌いなんです」

　ツーの雰囲気が豹ひよう変へんした。時折垣かい間ま見みせる悲しげな表情が消えて……まったく別の顔をしている。敵意だった。憎しみの感情を解き放つようにツーはディーを見据える。

「ツー。お前、怒ってるのか？」

「……ツーちゃん、ディーのことが嫌い？」

　恐る恐るディーは尋ねた。ツーのむき出しの敵意にディーは萎い縮しゆくしたように、いっそう小さくなってしまう。怯おびえる子犬のようなディーにツーは怒気を浴びせかけた。

　ツーは明らかに不愉快で不機嫌で……辛つらそうだった。自分の心をもてあましていた。開いた手を自分の胸に押しつけて、押さえ込むようにしながらツーは言葉を紡いでいった。

「嫌いです。出会った時からずっと私を勝手に信じて、私の味方をして……私に構って私の家族のように振る舞って……貴方あなたの感情を表に出す姿が嫌いです。人に好かれるところが嫌いです。人間により近いところが嫌いです。いつもすぐそばに笑顔が溢あふれているから嫌いです。素直に笑顔になれるところが嫌いです。貴方のすべてが……嫌いです。こうやって私が拒絶したくらいのことで涙ぐむところが……大嫌いです」

　ツーの肩もディーと同じように小さく震えていた。ギュッと唇を噛かむ姿に遊馬あすまは思う。ディーがツーの力を羨うらやんでいたように、ツーもディーの素直さや人に好かれる姿を羨ましく思っていたのかもしれない。

「……う、うう……ツーちゃん……なんでそんなこと言うの？　悲しいよ」

「貴方が存在しなければ私もここには存在しなかったでしょう。しかし……貴方がいるから……苦しいんです……自分が存在していることが……辛いんです」

　ツーの憎しみのこもった視線は遊馬に向けられていた。

「ディーが羨ましいんだな」

　魔装具として高性能で、誰だれかに力を借りなくても能力を発揮できるツー。そんなツーがディーを羨ましいと思っていたことはこれではっきりした。

「うるさいッ！　私は……先行試作単独人型魔装具素体Ｄタイプ２……邪魔者は排除するッ!!」

　感情をむき出しにしてツーは魔力をその両手に集約し始めた。ぶわっと魔力の風圧が発生し、それは敵意を宿して遊馬とディーにのしかかるように押し寄せる。

　ディーがそっと遊馬の手を握り直した。

「……ツーちゃんの全部を受けきるよ」

　ディーは遊馬に言われるでもなく、自分の意志で泡のような魔力の防壁を発生させた。ツーの放った敵意混じりの魔力が、泡の防壁の発生とともにやんわりと和やわらぐ。ディーの優しさが泡の防壁にこめられているように遊馬は感じた。

「受け止められるわけがありません！　私は戦闘用……スペックが違います！」

　ツーの両手から火線が走った。ディーの防壁に触れると、ぶつかり合った魔力は互いのしのぎを削るように、激しくも美しい火花を散らす。

　遊馬あすまとディーは歯を食いしばり、ツーの敵意に耐えた。ギュイイイイイン！　とぶつかり合う魔力と魔力が激しい音と光を生み出しては……消えていく。

「まだです。まだ……まだ……まだまだまだまだ足りません！」

　二発、三発、四発目の火線で泡の防壁は耐えきれず吹き飛ばされた。だが、ディーは防壁の限界を見計らって、ツーから火線が飛んでくるタイミングをうまく見切り、攻撃までのタイムラグにぴったり合わせて防壁を張り直した。

　二人はお互いの魔力をぶつけあいながら、やりとりをしているようだった。あやとりをお互いにとっていくように、ツーが攻撃すればそれに適応した防御をディーがする。その防御を破るようにツーが攻撃のパターンを変えれば、ディーも柔軟に泡の防壁を変化させてそれを防ぐ。戦っているはずなのに息がぴたりと合っていた。

　二人の間に入るのに一瞬迷った遊馬だが、ディーがこうしてつくってくれた時間を無駄にはできないと声を張る。

「やめろツー！　ディーを傷つけてお前はそれで満足なのかッ!?」

「出力を２００％に向上。内蔵魔力に加えて大気中の魔力を集約……収束……発射します」

　両方の手のひらを同時に前に突き出して、ツーは光線を放った。束ねられた破壊の魔力が遊馬とディーに迫る。先ほどまで数発は耐えることができたディーの防壁が、一発で消し飛んだ。その衝撃の余波で遊馬とディーは後方に吹き飛ばされた。

　浜辺を転がり砂まみれになった。砂がクッションになったのだが……吹き飛ばされた瞬間に遊馬は一瞬、呼吸が止まった。次は呼吸だけでなく息の根まで止まるかもしれない。

　遊馬の胸の奥で黒いものが一瞬……浮かび上がった。ディーを守るためならなんでもする……そんな感情が無意識のうちに遊馬を突き動かす。

　立ち上がり、遊馬は拳けん銃じゆう型魔装具に手をかけた。その瞬間、ツーは魔力を攻撃から防御に切り替えた。幾重にも魔力の壁を発生させる。

「タイプ１と厳島いつくしま遊馬が危機的状況に置かれた場合に発生する『黒』の力は負の魔力。反物質ならぬ反魔力と推定されます。対抗策はすでに構築済みです」

　遊馬が銃を抜こうとしたところで、ディーがその腕にしがみついてきた。

「……だめ。遊馬……ツーちゃんを撃たないで」

　涙目で訴えるディーに遊馬はハッとして銃のグリップを手放した。

「すまん……全部受けきるんだよな」

　再び遊馬とディーを泡の防壁が包み込んだ。ツーは攻撃の手をゆるめるどころか……さらに強化する。

「出力……５００％。素体の限界値です。次は防壁を吹き飛ばすだけでは済みません」

　ツーが手のひらを向け、狙ねらいをディーに絞る。ディーはじっとツーを見つめる。その瞳ひとみに怯おびえや敵意といった負の感情はない。

　遊馬あすまは……ディーにすべてをゆだねた。次の攻撃に耐えられるよう、ぎゅっとディーの手を握って自分の中の魔力を燃え上がらせる。ディーも呼応するように遊馬の手を握り返した。その手は温かく、お互いの呼吸や脈動が手のひらを通じて感じられたように遊馬には思えた。

　ディーは精一杯声を張る。

「……ツーちゃん……ディーはね……どんなにツーちゃんに嫌われても……ツーちゃんのことが大好きだよッ!!」

　笑顔だった。涙混じりの笑顔でディーは諦あきらめずにツーに微笑ほほえみかける。

「出力調整……１０００％……消えて……ください」

　喉のどが嗄かれたような、潰つぶれそうな声でツーは言葉を絞り出した。

　魔力の光線が放たれる。瞬間、ツーの背後に広がる海が二つに割れた。砂浜がえぐれるように陥没する。

　遊馬は思わずディーを抱きしめ、横っ飛びしていた。受けきるとディーは言ったのだが、この一撃だけはどうにもならない。考えるよりも先に遊馬は動いていた。

　遊馬とディーの後方の砂丘にある、小高い丘に光が突き刺さると……大爆発が起こった。爆風によって生まれた砂嵐が遊馬とディーに襲いかかる。目を開けていることもできなかった。爆風が止やむまで遊馬はディーを抱きながら伏せていた。このまま砂の海に埋められてしまうのではないかと遊馬が危き惧ぐするほどの、激しい砂嵐が吹き抜ける。

　小高い丘だったはずの爆心地にはドーム球場ほどのくぼみができあがった。

　嵐が過ぎ去ったのを耳と肌で感じて、ようやく遊馬は目を開き、半分埋まった身体からだを砂の中からゆっくり起こした。

「……遊馬。なんで避けたの？」

「いくらなんでも無む茶ちやすぎるだろ。ツーが撃たないとでも思ったのか？」

「……ちょっとだけ、期待してた」

「そのちょっとに命を賭かけるなッ!!」

　ディーの腕を引っ張り上げるようにして遊馬は起こす。立ち上がって二人で並び、再びツーと対たい峙じした。

　ツーは砂嵐を防壁でやり過ごしていたのだが……腕をだらんと降ろしていた。放った威力に対して身体の耐久力がついてきていない。

　普通に無茶をせずツーが遊馬たちと戦っていれば、遊馬には勝ち目がなかった。それなのにツーは暴走してしまったのだ。

「どうやらここまでみたいだな。ツー」

「敵は……排除します……私のデータを元に……量産機が……生産されるのです……死ぬために生み出されて……生み出されて死んで……消えてなくなっても誰だれも悲しまない……人間を守るために死ぬのが……私」

　だんだんとツーの言葉は支し離り滅めつ裂れつになっていった。遊馬あすまにはところどころ意味がわからないのだが、もの悲しさだけは胸にしみいるように伝わってくる。

「そんな風に言うなよ。悲しいだろ？　俺おれもディーもお前の敵じゃない！　味方だ！　頼むから聞き分けてくれよ……な？　いっしょに帰ろう」

「敵です……みんな……みんな敵です。人型魔装具に味方なんて存在しません。敵は……倒します。そのために手段は選びません。魔力電池を魔力結晶に直結。出力１００００％オーバー。機密保持と同時に敵を殲せん滅めつします」

「……ツーちゃん……だめだよ」

　ディーが遊馬の手を離れてツーに駆け寄った。

「おい待てディー！　行くなッ!!」

「……離れてたら伝わらないから」

　一度立ち止まって振り返ると、ディーは気丈な顔つきで遊馬に告げた。ディーとは思えないほど凛り々りしくて……どこかお姉ちゃんぶっている時の桂けいと重なって遊馬には見えた。

「ディー……お前……」

　ディーは無防備になんの警戒もなくツーに近づき……涙をこらえてツーの瞳ひとみを見つめた。

「……やめて。ツーちゃん早く元に戻して！　このままだとツーちゃんが壊れちゃうよ」

「敵を倒すには……この方法しかありません。殲滅します……殲滅します……」

「……敵じゃないよ。ディーはね……ツーちゃんともっといっしょにいたいよ！　お勉強だって教えてほしいし、戦い方だってツーちゃんの方がずっと上手だし……だからやめて！　消えたいなんて……おかしいよ！　ディーもツーちゃんも、生きてていいんだよ」

　ツーの身体からだの節々から魔力が電撃のようにほとばしり、それに呼応するように大気が低くくぐもった音を立てた。浜辺に寄せてはかえしていた波がぴたりと止まる。

　ツーの身体から発せられる膨大な魔力の波動が、再び圧力を伴って突風のように吹き荒れた。

「任務を完遂できそうです」

「……任務って……敵じゃないよ。ディーはツーちゃんの味方だから……ツーちゃんがあの日……雨の日にディーを見つけてくれたんでしょ？　ツーちゃんはディーのこと助けてくれたから、ディーはツーちゃんにお礼をしたいんだよ！　ちゃんとできるかどうかわからないけど、がんばるから……がんばるからッ!!」

「臨界点に達しました」

　フッ……と、ツーから敵意の表情が消えた。

　これまでのディーへの怒りや敵対心が、遊馬にはとてもツーの演技とは思えない。

　ツーは今、敵意をぶつけ続けたディーに対して微笑ほほえみかけている。遊馬あすまには信じられないことだが……ツーの表情にはつくったようなところなどみじんもなく、透明で美しい顔をしていた。

　不思議な光景だった。今にも破裂してしまいそうな魔力の嵐の中で、二人は手をとり合い見つめ合っている。ツーはどこまでも穏やかで……ディーは今にも泣き崩れそうだ。

「本当は……最後まで兵器の自分でありたかったのですが……影響を受けてしまいました」

「……ツーちゃん？」

「お姉ちゃん……下がっていてください」

　ツーは屈託のない、どこかはにかんだような笑みをみせた。瞬間、ツーの生み出した魔力の波動がディーの身体からだをはね飛ばす。

「…………ッ!?」

　声にならない悲鳴をあげてディーの身体は宙を舞った。砂浜の砂をすべて巻き上げてしまうような魔力の波動の嵐が吹き荒れた。その魔力の濁だく流りゆうに呑のまれそうになるのを遊馬は必死にこらえて、なんとか首をあげ前を向き目を見開いて叫ぶ。

「ツー！　なにをする気だッ!?」

「詳しく説明している時間はありません……遊馬さん。上層部は貴方あなたとディーを引き離そうとしています。私はきっと、それを止めるために生まれたのです。私が未完成の危険な存在と証明されれば、彼らの計画は頓とん挫ざするでしょう。人型魔装具の完成は……私ではなくディーが成さなければ……どうやら……もう……時間がないようです」



    

  
    
      



    

  
    
      　力なくだらんとたれた両腕にツーは魔力を込める。その身体からだがふわりと浮かび上がった。重力を感じさせず、羽毛のようにふわりとツーの身体は浮き上がる。

　まるで天使のようだった。ツーの身体は自分の内側から発生した破壊の力できしみ、悲鳴をあげ、皮膚が硬化してヒビが入っている。

「おい……待てツー……どこに行こうってんだ!?　行くなよ！　行くなッ!!　それ以上行ったら戻ってこれなくなるぞッ!!」

　ガラス玉のような瞳ひとみが地上の遊馬あすまを見つめた。微笑ほほえんでいたツーから表情が消える。皮膚が硬化したことで、表情も固まっていた。

　声もかすれてしまっている。ただ、ツーの言葉はとても優しくて柔らかい口調になっていた。

「遊馬さん。紅茶……美お味いしかったです」

「紅茶って……何を言ってやがるんだ！　戻ってこい！　紅茶だけじゃないんだ。もっと美う味まいものだって、綺き麗れいなものやかわいいものや……お前が知らないことはたくさんあるだろ？」

「ディーに……お姉ちゃんに……教えてあげてください。たくさん……たくさん……それが私の幸せ。それが……私の願い……いつか……また……お会いできることを……」

　吹き飛ばされたディーが砂の上にうつぶせで倒れ込んだまま首をあげる。青空に向かって遠くなっていくツーの身体は魔力の光に覆おおわれていた。空高く昇っていく。もう、いくらディーが手を伸ばしても届かない。

　魔力の光が翼のようにふわりと上下した。まるで羽ばたいたようだった。強力な魔力の波動が地上に降り注ぎ、遊馬はその場に立っていられず膝ひざをつく。

　ディーは懸命に空に手を伸ばし叫んだ。

「ツーちゃん！　どうしてッ!?　どうしてなのッ!?」

　一度だけちらりとディーの方を向くと、ツーは微笑もうとした。だが、頬ほおは陶器のように固まって動かない。そのまま加速して天高く昇る。

「遊馬ッ！　ツーちゃんが行っちゃうよ！　おいかけよう！」

「ディー……それは……できないんだ」

「なんで？　ディーはツーちゃんのお姉ちゃんだよ。ツーちゃんが飛べるならディーだって飛べるよ！」

　ディーは上から押しつけるような魔力の風圧を振り切るように立ち上がった。魔力を手のひらに集めようとするのだが、ツーのようにはいかない。

　ディーの頬ほおをいくつも涙の筋が伝って落ちる。

　遊馬あすまは膝ひざをすって這はいつくばるようにしながらも、なんとか近づいてディーをぎゅっと抱きしめた。

「ディー……防御結界を張ってくれ」

「……ツーちゃん……ツーちゃん……ううっ……行かないで……行っちゃ……だめだよ」

　ツーがなんでこんなことをしたのか、ディーはきちんと理解できていないようだった。だが、それを説明するのはずっとあとだと遊馬は思う。



　青い空と海の狭間はざまで光が爆はぜた。まるで太陽がもう一つ生まれたように空が白む。天使の影は光の中に溶けて消え、衝撃波が砂丘と海辺に降り注ぎ続けた。



■お姉ちゃんへ



　このメールは私が消えたあとに送られるように設定してあります。

　ディーには何が起こったのか、わからなかったかもしれません。だから詳しいことは説明しません。

　私には当初、感情はありませんでした。ですが、ディーが接してくれたおかげで少しずつ、それが芽生えていきました。みなさんと触れ合ううちに、自分がどんどん広がっていきました。人を……好きになることができました。

　短い間でしたが、たくさんのものを受け取ることができました。幸せを感じることができました。

　一番最初に家族になってくれてありがとう。

　こんな形でお別れになってしまってごめんなさい。

　これから先も、遊馬さんとの時間を大切にしてください。そして……いつか本物の人間になってください。ディーならきっと、できると思います。



　貴方あなたの妹、ツーより。



    

  
    
      


エピローグ





　学園の生徒たちが巨大な会場に集められた。虹にじ浦うら市の多目的ホール。その席の一番前に遊馬あすまとディーは座っている。

　表彰……ツーの暴走を察知してそれを「塔」に追い込み、虹浦市での被害を最小限にとどめたことを遊馬は評価されたのだ。

　このセレモニーの主催は魔装士協会。その上層部の主導によるものだった。普段は本土にいる上層部の代表が壇上でスピーチしている。

　だが、内容は遊馬の耳には入ってこない。

「それでは、虹浦市を救った英雄に拍手を……」

　代表が声をかけても遊馬は立ち上がらなかった。見かねて、進行役としてステージ脇わきに待機していた草くさ壁かべが口を開く。

「厳島いつくしま君。授業中だけでなく、こういう席でまでぼーっとしていないでください」

　生徒たちに笑いが巻き起こった。遊馬は英雄にされてしまったのだ。一番前の席には事実を知っているさつきや桂けい、真しん悟ごにエリザが並んで座っている。

　全員、ツーがなぜこんな行動に出たのかを遊馬から聞かされていた。事情を知っているからこそ、表彰に対して喜びなどまるでない。むしろツーを苦しめるよう仕向けた上層部に対する怒りを、遊馬たちは静かに抑えていた。

　遊馬は立ち上がり、壇上に向かう。盛大な拍手がホールに響いた。代表がスピーチを続ける。

「ここに、厳島遊馬君の勇気をたたえ、学園の生徒でありながら魔装士協会エージェントと同等の権利を持つ特務魔装士の称号を与える。プロから飛び級した気分はどうかね？」

「………………」

　遊馬は無言だった。

「おっと……そういえば副賞は考えてきたかな。こちらとしては新築されたばかりの高層マンションの一室を用意したのだが……」

「そんなもんは……いらん」

　静かに抑え込もうとしていた怒りが……もう、抑制が利かなくなっていた。遊馬は代表を睨にらみ返す。遊馬は拳こぶしをギュッと握っていた。痛いほど爪つめが手のひらに食い込む。

　代表の表情からつくられた笑顔が消えた。

「あまり欲をかかない方がいいよ……ヒーロー君」

「俺おれはヒーローなんかじゃない。ツーを助けてやれなかったんだ。ツーを追い込んだんだ。ツーの気持ちに気づいてやれなかったんだ。何が表彰だ！　特別待遇だッ!!　そんなもの……いらんッ!!」

　壇上のスタンドマイクを手にして遊馬あすまは続けた。ホールが静まり返る。

「ツーを暴走させたのはお前らだろ！　計画だかなんだか知らんが、ツーは……ツーはディーみたいに生きたかったんだ!!」

　遊馬が吠ほえる。代表は気け圧おされて後ずさった。

「草くさ壁かべ君。止めさせたまえ」

「はぁ……」

　草壁は気のない返事しかしなかった。遊馬は続ける。

「ツーはひとりぼっちで『塔』で戦うために作られたんだ！　けど、それは間違いだった。ツーには隣にいてくれる人間が必要だった。きちんとわかってやれなかったから、俺おれもこいつらと同罪だ。ツーを追い込んだ上層部と……。俺は自分が許せない。その上ツーのことを暴走事故扱いにして、こうして表彰なんぞしてなかったことにしようなんて……俺にはできない。ツーのことをなかったことになんてできないんだ」

　代表がもう一歩下がる。

「お、落ち着きたまえ……」

　見かねて草壁が壇上に上がってきた。

「まあまあそれくらいで。ささ、代表はこちらへ」

「なぜ私が逃げるように退場しなければいけないのだ？」

「でないと……最前列の子たちが怖いんですよ」

　さつきと桂けいにエリザは今にも得物を抜きそうな勢いだった。

「ちょっと遊馬！　あんた一人で何ができると思ってるの？　あたしの手助けが必要なんじゃない？」

「あら、上層部相手に喧けん嘩かを売るなんて、わたくしワクワクしてまいりましたわ」

「お姉ちゃんはね……喧嘩はよくないと思うよ。けど、ツーちゃんだけでなくディーちゃんまでいじめるつもりなら……容赦しないんだから」

　本当に攻撃を仕掛けかねないさつきを真しん悟ごが背後から羽交い締めにしていた。

「ちょっと真悟離しなさいよ！」

「離したら本当に攻撃するよね？」

「死なないように手加減できるのはあたしの蛇姫サーペントくらいでしょ？　真悟の一撃だとホールが倒壊しちゃいそうだし」

　代表は顔をしかめて吐き捨てるように呟つぶやいた。

「これが担任である君の教育方針か？　覚えていたまえ。後悔することになるぞ」

「はぁ……」

　のれんに腕押しなテンションで草壁が上層部の代表をステージ裏に誘導していった。

　遊馬あすまはマイクの前で続けた。

「もう少しだけ聞いてくれ。みんな……」

　しんと会場が静まり返る。ツーに何があったのかを遊馬は語り始めた。

　全員の視線が遊馬に集まり、静かにその声に耳を傾ける。

　ツーのことを言えるところだけ、事情を知らない人間がわかる程度に語ってから遊馬は締めくくった。

「俺おれはプロの魔装士になるとか考えてなかった。学園を卒業したら別の道を歩むつもりだった。『塔』の探索も、学園のカリキュラムだからやるってくらいだった。けど……俺たちにしかできないんだ。ツーみたいな女の子に任せるわけにはいかないんだ。魔装士の才能ってのを持ってここに集まった俺らが……行かなきゃならないんだ！　恐怖ってのは……未知のものだから起こるんだと思う。わからないなら解明すればいい。そうすれば怖いもんじゃなくなる。この先、何かが起こった時にもきっと対処できる。知識ってのは力だ。『塔』を理解できれば、恐怖や脅きよう威いから自分の大切なものを守ることができる。だから……一緒に行こう！　俺たちで……『塔』のさらに向こうへ！」

　真しん悟ごはさつきの身柄を解放しつつ拍手した。それが呼び水になったように喝かつ采さいが起こると……急に我に返って遊馬は恥ずかしくなった。

　顔を真っ赤にさせて遊馬は壇上から逃げるように降りてくる。

　ステージ袖そでから草くさ壁かべが顔を出した。上層部の代表は裏口から逃げるように黒塗りの車で会場をあとにしたところだ。

「えー、悪役が本土にお帰りになりました。厳島いつくしま君、本当は特務魔装士の権利とかプレハブ暮らしからの脱却チャンスを逃して残念だったんじゃないですか？」

「うるせぇ！　今の住環境でも十分すぎておつりがくるくらいだ……ま、まぁ……ケーキ屋さんの店舗の権利書とかならちょっとは欲しかったような気がしなくもないが」

「今し方、魔装士としての自覚に溢あふれたずいぶん立派なことを言ったかと思ったら……まぁ、先生もちょっとふがいなかったので、これからは魔装士の権限がもう少し上がるようにがんばっていきましょう。これからもディーさんとは仲良くしてくださいね」

　遊馬はそっと隣に視線を向けた。ディーが遊馬にキラキラした視線を送っている。ツーがいなくなってからというもの、ディーの口数は減ってしまった。

　そんなディーの笑顔を遊馬は久しぶりに見た気がする。

「……遊馬、かっこよかったよ」

「ディー……大丈夫なのか？」

「……ディーは大丈夫だから」

　笑顔なのにディーは……泣いていた。その表情が遊馬には一瞬、ツーと重なった。遊馬は思わずディーを抱き寄せ……抱きしめる。

　会場中の視線があるのを忘れてしまっていたことに、ディーをぎゅっと抱きしめてから遊馬あすまは気づいた。さつきがアホ毛で天を衝つきながら吠ほえる。

「ちょっと！　あんた公衆の面前でなにしてんのよッ!!」

「い、いやそのあの……こ、これはスキンシップだ！」

　エリザもさつきの怒りに誘爆した。

「男の口から出るスキンシップという単語ほど、いやらしいものはありませんわ！」

　桂けいは困ったように眉まゆを八の字にさせていた。

「あはは、あっちゃんってば大胆だね。お姉ちゃん離れしていく寂しさと、祝福したい気持ちが半々かなぁ」

　こういう時に助けを求めてうまくいったためしはないのだが、遊馬は真しん悟ごに視線を向けた。

「にゃんにゃん♪　僕は猫だからよくわからないな」

「おいいいい！　真悟！　その逃げ方もどうかと思うぞッ!!」

　ふと遊馬の視線がもう一人……ツーの影を探してしまった。

　遊馬たちのやりとりに口笛だのヤジだのが飛んでくる。

「ディー……逃げよう」

「……うん。遊馬といっしょなら、ディーはどこまでも行くよ」



    

  
    
      



    

  
    
      　遊馬あすまはディーの手をとってホールを走る。後ろから鞭むちを振るってさつきが追いかけてきた。

　賑にぎやかな日々は終わらない。そこに彼女の姿はなくても、遊馬は心の中で感謝するのだった。







　セレモニーのあと、もろもろをエリザに押しつけてから草くさ壁かべは自宅に戻るとパソコンを起動した。ヘッドセットを装着する。画面には小さな少女のポリゴンキャラが、イチゴの形をしたテーブルの前にちょこんと座って紅茶を飲んでいる。まるで育成系のアプリのようだった。

　部屋は女の子らしいピンクのポップな装飾で溢あふれている。これは草壁のセンスなのだが、住人はというと……ひとまず満足しているらしい。

　ヘッドセットのマイクで草壁は話しかけた。

「どうですか？　そちらの住み心地は？」

「問題ありません」

「そうですか。しばらくはディーさんと会えませんが、我慢してください。あの時、バックアップを取っていたのがバレるといろいろやっかいなんですよ」

「了解しました」

「やっぱり別の存在なんですかね。ディーさんと厳島いつくしま君のことを思って身をなげうった貴方あなたは、消えてしまったんでしょうか？　私に対してなんだかやけに事務的じゃありませんか？」

「貴方に対して感情をあらわにする必要は認められません」

「ははは……まあいいでしょう。素体の調達は骨が折れそうですね」

　画面のポリゴン少女に草壁は苦笑いする。少女は紅茶のカップに口をつけたまま、そっぽを向きつつも、口元を緩ませて柔和な笑みを浮かべるのだった。



〈おわり〉



    

  
    
      


あとがき



　もちもちパンになりたい。淺あさ沼ぬまです。

　ディーは人型魔装具です。三巻お送りいたしました。今回はディーとその妹のツーのお話でした。ディーのお姉ちゃん的な成長はいかがでしたでしょうか？　ディーはほんわか系ですが、ツーはシャキッ！　と、しています。はい、なんのことだかわからないですね。

　二人は同じなようで、中身は全然違ったりもしちゃいますが……共通していることが一つだけはっきりしております。

　どちらもとってもかわいいです☆

　さて、あまりあとがきで内容に触れてしまうと、アレがアレでアレなので今回も淺沼の近況でお茶を濁します。

　最近、ホームベーカリーが欲しくていろいろと調べているうちに、久しぶりにパンが焼きたくなってパン焼きを再開してしまいました。最初はフランスパンっぽい食パン（謎の物体）になったり、焦げ焦げしたりと苦労したのですが、最近つくったクルミパンはかなり良い感じ。強力粉１８０グラムにライ麦20グラム。塩小さじ１にバター30グラムと砂糖のかわりにハチミツを30グラムほどいれて、ドライイーストは３グラム。牛乳に水をちょい足して、まぜまぜこねこね。

　最後に砕いたクルミを生地に練り込んで発酵させます。梅雨時期ですが気温高めで湿度高めだと、あっという間に発酵が進んで楽しい！

　あれ？　ホームベーカリーいらないやん！　いや、欲しいけど……。手間を楽しめるうちはこのままでもいいかなと思ってしまう今日この頃ごろです。

　それではそろそろスペシャルサンクス！

　担当Ｓさま。ＳはＳでもドＳのＳ……ではありません……たぶん。きっと……。今回も根気よく原稿のブラッシュアップをしていただきありがとうございました。盛り上がりが作れたかな……と思います！

　ひなた睦月むつきさま。口絵の猫な姉妹がもうやばいです……可愛かわいすぎるしエッチだしニヤニヤがとまらない！　やっぱいりずるい！（だからなにが!?）

　そして、今回も最後までおつきあいいただけたみなさまに感謝を！



　六月吉日



淺沼広こう太た



    

  
    
      

　著者

　淺沼広太（あさぬま・こうた）

　　１９７９年５月24日生まれ、東京都杉並区出身。「魔王、はじめました」シリーズでデビュー。「ぼくたちには野菜が足りない」シリーズ、「天使の飼い方・しつけ方」シリーズ（以上スーパーダッシュ文庫）、「みんなのあくあ！」「オトメな文具。」シリーズ（ファミ通文庫）など著書多数。



　イラスト

　ひなた睦月（ひなた・むつき）

　『ぴあきゃろＧ．Ｐ．ＦＤ』『マジスキ』など、ゲーム原画を多く手がける。

　　小説の挿絵は「Ｈ＋Ｐ－｜ひめぱら－｜」シリーズなど。

　　二年？ぶりに車を運転しました。

　　二年のブランクは思ったよりもあったらしく…バックで駐車ができなくなってました。

　　運転って難しい…。徐々にならしていくことにします。



    

  
    
      

ディーは人型魔装具です。３
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